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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１







　土曜の午後、早春の心地ここち良い風が吹ふき抜ぬけていくオープンカフェに高たか杉すぎ真まさ生きはいた。


（……これ、間ま違ちがえてねぇか？）


　ウエイトレスが運んできた料理を見て、真生は首を傾かしげる。


　軽く軽食を食べるつもりだったから、オススメの新メニューと書かれた『シュリンプとアボカドのオープンサンド』を頼たのんだはずなのに、目の前にある料理は『シュリンプとアボカドのサラダ』にしか見えない。


（ま、食えりゃ良いいけどさ）


　目の前のサラダは、充じゆう分ぶんに食欲をそそる見た目をしていて、その点では合格だ。


　ベビーリーフの上に載のった芝しばエビと一口大のアボカド、その上には長さを揃そろえ丁てい寧ねいに細く千切りされたセロリと人にん参じん、更さらにその上にはスプラウトがふわりと飾かざりつけられている。


（ん？　もしかして、これがパン？）


　皿の端はじっこに、薄うす切ぎりされた小さなフランスパンが三枚お義理程度に飾ってある。


　口直しに囓かじっても良し、自分でサラダを盛りつけて食べても良しというところか。


　とりあえず食ってみるかと、真生はフォークでサラダの山を食べやすいように崩くずしてから、エビとアボカドをちょいちょいとフォークに突つき刺さして口に運んだ。


（お、うまっ！）


　ひと嚙かみして、思わず心の中で叫さけぶ。


　ぷりっぷりの芝エビは白ワインでしっかり下ごしらえしてあるし、アボカドは実に絶ぜつ妙みようの熟うれ具合で口の中で香こうばしくとろける。


　そんな上質の素材をまとめているドレッシングも、オリーブオイルにビネガー、塩と少量のハーブとシンプルな内容だが、これが文句のつけようがなく美味うまい。


（良いオリーブオイル使ってんなぁ）


　そこいらで簡単に手に入るオリーブオイルとは香かおりが違う。


　昨今では、健康志向からかノンオイルドレッシングを好む傾けい向こうが強いようだが、真生はこれを邪じや道どうだと考えている。


　適度な油分は料理の味を格段に上げるし、良質な植物オイルならば健康にだって良いのだ。


　ドレッシングの味を楽しむために、トッピングされた野菜だけを取って口に運ぶと、これがまた美味かった。


　人参は生食用で甘みが強いし、セロリは苦みがなく香りがしっかりしている。


　オープンカフェにしては料理の値段が高めだとは思っていたが、ここまで素材に拘こだわっているならそれも納得だと、真生はすっかり機き嫌げんが良くなった。


　ここまでサラダが美味いんだから、つけ合わせのフランスパンもそんじょそこらのものよりは美味かろうと、一枚取ってサラダを盛り口に運ぶ。


（………げっ）


　薄くスライスされトーストされたフランスパンに歯を立てた途と端たん、機嫌が急降下した。


（なんだ、こりゃ）


　サクッとした心地良い歯は触ざわりを予想していたのに、パンはふにゃっとふやけている。


　よくよく見ると、一番下に敷しき詰つめてあるベビーリーフに水すい滴てきが大量に残っていて、その水分を吸収したようだ。


　ドレッシングが染しみたのならまだしも、ただの水でふやけたパンほど不味まずいものはない。


　そもそも野菜の水切りは美味おいしいサラダを作るための基本中の基本。


　そこを手抜きするとは、客商売にあるまじき怠たい慢まん！


　ゆるさんっ!!


　バンッ！　とテーブルを叩たたいて立ち、「こんなん客に出すな！」と怒ど鳴なりたい。


（──いや待て。我が慢まんだ、落ち着け、俺）


　真生はすんでのところで怒いかりの衝しよう動どうを抑おさえ込んだ。


（……あー、やべぇ）


　このオープンカフェは、真生が常つね日ひ頃ごろから通勤に使ってる最も寄より駅のごく近くだし、普ふ段だんから買い物に使っているスーパーにも近い。


（どこで誰だれが見てるかわかんねぇんだ。こんなとこで悪目立ちしてらんねぇや）


　不自然にぎっちりと握にぎりしめていたフォークを置き、気を落ち着かせるためにアイスティーを飲みながら、風景を見み渡わたすふりをして周囲の客席を見渡してみる。


　運良く見知った顔は見当たらない。


　だが、真生の視線が向かう先々のテーブルでは、いきなり派手なジェスチャーをしたり、ん～っと伸のびをしたり、落ちてもいないスプーンを拾うジェスチャーを見せたりと、一風変わったリアクションがバタバタと続けざまに見られた。


（……ったく、たまに外でメシ食うとこれだから）


　今、バタバタと一風変わったリアクションを見せた人々は、間違いなく真生の姿を遠巻きに眺ながめていた。こっそり観察していた対象に逆に視線を向けられ、慌あわてて誤ご魔ま化かしたのが、あの一風変わったリアクションの数々なんだから。


　なんてことを普通の人が言ったら、自分で意識するほどに人は見ていない、少し自意識過か剰じようなんじゃないかと忠告されるのがオチだろう。


　が、真生の場合は違う。


　そんな風に見られても仕方のない外見をしているからだ。


　病弱で早世した母の線の細さを、真生はそっくりそのまま受け継ついだ。


　色素が薄く、日焼けしたくともできない白い肌はだ。


　薄茶の細く柔らかな髪はフワフワして収まりが悪く、ある程度の長さを維い持じしていないと寝ね癖ぐせなおしで一時間はかかるという難物で、仕方なく頰ほおを覆おおう程度まで伸ばしているのだが、これが真生の線の細さを更に助長してしまっている。


　だが、顔の作りそのものは地味だと真生自身は思っていた。


　瞳ひとみは不思議と真っ黒で黒目がちな二ふた重え、つんと尖とがった小さな鼻にふっくらとした小さな唇くちびる。


　どこか日本人形を思わせる、繊せん細さいだが、自己主張を感じさせない大人しめの顔立ちだ。


　そんな顔を鏡で見慣れている真生は、自分の顔に、奇きをてらった茶パツの市松人形みたいでバランスが悪いと自己評価を下している。


　とはいえ、淡あわい色の髪かみに柔らかく包まれた真生の和風の顔立ちは、この顔を見慣れていない者には奇き妙みように不安定な印象を与あたえるようで、それが逆に魅み力りよくになってしまっているらしい。


　手足の尋じん常じようじゃない華きや奢しやさもそれに拍はく車しやをかけ、壊こわれ物の危あやうさを連想させるようなのだ。


　本来ならば色っぽく見られるだろう口元のほくろさえ、左右非対たい称しようのアンバランスさという不安定要素をつけ加え、危うさに拍車をかけている。


　そんな風に、一見すると儚はかなくて、見る者の不安と庇ひ護ご欲を誘さそう容姿に生まれてしまったが故ゆえに、真生は子供の頃から常に他人の視線に囲まれて生きてきた。


　ちょっとつまずけば通りすがりの人が大だい丈じよう夫ぶかと手を差し伸べてくれるし、ちょっと不安そうに周囲を見渡せば道案内しましょうかと誰かが話しかけてくれる。


　悪い大人に目をつけられても、世の中には善意の大人のほうが多く存在しているようで、挙動不ふ審しんな人間が周囲をうろつくと同時に予防線を張ってくれるものだから、いつも無事だった。


　そんなこんなで良いことずくめというわけじゃなく、そうでもない部分もある。


　いつもいつも人に見られているという環かん境きようで育ったが故に、真生は性格が微び妙みように歪ゆがんだ。


　いや、歪むというと語ご弊へいがあるかもしれない。


　普通の容姿に生まれていれば問題はなかったのだろうが、真生の場合、その性格のままで世間に向かうと世間の皆みなさまにはたいそう不評なのだ。


　え？　どうして？　と、やたらと失望してくださるものだから、ついつい本来の性格にオブラートをかけて過ごすようになってしまった。


　だから今も、「断りもなく人を勝手にジロジロ見てんじゃねぇよ！」と毒づきたい気分を必死で押し殺しているわけだ。


　気分のままに怒鳴ってもすっきりするどころか、「こんなに儚げなのにどうして？　あり得ない」と酷ひどく失望されたり非難の視線を向けられたりして、余計に不ふ愉ゆ快かいになるのがオチだ。


　思ったままに振ふる舞まっただけで、相手に傷ついた顔をされるなんて気分が悪い。


　不特定多数の人々の精神に対する加害者になるぐらいなら、少しぐらいの不自由さを我慢したほうが真生には気楽だった。


　だから、いつもそうしているのだが……。


（けっ、どいつもこいつも、ばっかじゃねぇの）


　今日はなんだかいつもより神経がピリピリしていて、周囲の人々の行動が妙みように癇かんに障さわる。


　外見だけに惹ひかれてそれとなく視線を向けてくる者も、そんな視線を気にして感情を素す直なおに出すこともできない自分さえもが苛いら立だちの対象になっていた。


　いつもは気にせず流せるのに、今それができないのはたぶん真生自身に余よ裕ゆうがないせい。


　真生は、アイスティーのグラスを乱暴にテーブルに置いた。


　その途端、キンっと硬こう質しつな氷の触ふれ合う、透とう明めいで涼すずやかな音がグラスから広がった。


　透すき通ったその音が、苛立っていた気分を不意に宥なだめる。


（……ま、いっか）


　苛々する原因には、自分でも心当たりがある。


　こんなところで周囲や自分に八つ当たっても、どうにもならないとわかってもいる。


　とりあえず今は、この店に入った目的、食事に専念しよう。


　ふやけたパンは言語道断だが、このドレッシングの美味さは本物。


　しっかり味わって味を覚えて、この味を再現できるように……。


（……でも、誰のために作るんだ？）


　真生は、ついうっかり、自分の中の一番の地じ雷らいを踏ふんでしまった。


　どっと落ち込み、肩かたを落とし深いため息をつく。


　と同時に、ため息に混じって、隣となりの席の会話が風に乗って耳に流れ込んできた。


「──な、いいだろ？　賭かけの期間は三ヶ月だ。で、いくら賭ける？」


「どうせだったらガッツリ賭けようぜ。三万とか、どう？」


「いいねぇ」


（けっ、ずいぶん楽しそうなことで……）


　自分がやたらと憂ゆう鬱うつな気分になっているせいか、楽しそうな声がやけに気に障る。


　真生は目線だけを動かすと、会話の主達を盗ぬすみ見た。


　ついさっき、ん～っと伸びをして真生の視線を誤魔化していた、大おお振ぶりのシルバーアクセサリーを大量に身につけた金きん髪ぱつの青年と、ブランド物の服を粋いきに着こなした茶パツの青年、もうひとりは生き成なりのシャツにジーンズで、洒落しやれっけのまったくない黒くろ髪かみのやけに大おお柄がらな青年。


　大学生だろうか、ものの見事に共通点のない、印象に残る奇妙な組み合わせだった。


（俺にも、友達がいりゃあな）


　そうすれば、今の状じよう況きようも少しは変わっていた。


　昔は親友と呼べる奴やつもいたが、あの三人組ぐらいの年ねん齢れいのとき、この外見が原因のトラブルで気まずくなって疎そ遠えんになったまま。


　四半世紀生きてきて友達がひとりもいないとは、我ながらなんて虚むなしい人生だろう。


　賭けの内容を証書にしとこうと盛り上がっている大学生達の声をぼんやり聞きながら、真生はまたしても深くため息をついていた。




　　　　２







「うっせぇ！」


　バンッと叩たたいて目覚まし時計を止めると、その姿勢のまま真生はまた寝ねた。


　が、その三秒後。


「やっべ。今の三個目か」


　慌てて、飛び起きる。


　普段から寝起きがあまりよろしくない真生は、違ちがう音色の目覚ましを三個持っていて、寝過ごさないようにそれぞれ五分ずつずらしてセットしているのだ。


　毛布を跳はね上げて、ベッドから降りる。


　その途と端たん、真生の動きがピタリと止まった。


「あああ、またやっちまった」


　起きる時間に間違いはないが、今の真生は飛び起きなければならないほど切せつ羽ぱ詰つまってない。


　一ヶ月前までとは、なにもかもが違うのだから……。





　真生は三人兄弟の末っ子だった。


　その一番上の兄が結けつ婚こんしたのが、ちょうど一ヶ月前。


　それまでは真生も実家で生活していたのだが、そろそろ独立したいと思っていたから良い機会だと、兄の結婚を機に家を出て賃ちん貸たいマンションでひとり暮らしをしている。


　だが、それはあくまで表向きの事情だった。


　それまでの真生は、自分が家を出るなどとは一度も考えてみたことがなかった。


　豪ごう邸ていとまではいかないが、実家は敷しき地ちにも間取りにも余裕があり、広々として居い心地ごこちが良かったし、なにより自分はあの家にとって必要不可欠な存在だと思い込んでいたからだ。


　そう思うようになった原因は、真生が高校一年の初冬、突とつ然ぜんの病びよう魔まに見み舞まわれた母の死だ。


　元々病弱で心臓が弱かったこともあり、母は看病する間もないまま天に召めされた。


　突然の不幸に一家は呆ぼう然ぜんとしたが、ゆっくりと悲しみに浸ひたる暇ひまなんてなかった。


　高杉家は、祖父の代から地域密着型の眼医者を営んでいて、定期的に通ってくる患かん者じやも多く、そう長く休きゆう診しんしてはいられなかったから。


　だから父は、初七日を済ませるとすぐに働きはじめた。


　長ちよう兄けいは国家試験の準備期間に入っていたし、次兄も医学部受験の勉強に取りかかっている。


　そんなこんなで、家族の中で比ひ較かく的時間があったのは真生だけ。


　自然の流れで、それまでは母が家政婦さんに手伝って貰もらいながらやっていた家事全ぜん般ぱんを担当するようになっていた。


　最初の頃は、他にやれる者がいないから仕方なくやってるんだと不満ばかり零こぼしていたが、それは口先だけ。


　やってみると家事もけっこう楽しかったし、以前から外にいるより家の中で過ごすほうが好きだったから、かえって都合がいい部分もあったのだ。


　それから十年近い月日が流れた。


　歯科医となった長兄のために増設した病院では、父と長兄が毎日忙いそがしく働き、眼科医となった次兄は近きん隣りんの大病院に勤めながら、週に何度か実家の病院も手伝っている。


　真生はというと、家政婦の手をまったく必要としないほどの家事のプロになっていて、当たり前のように家族みんなの面めん倒どうを見るようになっていた。


　母の死の悲しみをみんなで乗り越こえたこともあり家族の絆きずなは深い。


　そんな、近所でも評判の仲良し家族に訪おとずれた一大イベントが長兄の結婚だった。


　兄あに嫁よめとなる女性は、兄とは大学時代からのつき合いで、既すでに家族とも面識があった。


　願ってもない縁えん談だんだとみんな諸手を挙げて喜んだ。


　もちろん、真生だって嬉うれしかったのだ。


　兄嫁との同居が現実味を帯びてくるまでは……。


　家の外では外見に似合うよう控ひかえめに振る舞っている真生だが、気心の知れた優やさしい家族しかいない家の中では、なんの気き兼がねもなく我が儘ままで自己中な暴れん坊ぼうとして君臨している。


　この十年で高杉家の台所は既に真生が完全に管理するところ、いわば真生の城となっている。


　そんな真生が、兄嫁とはいえ高杉家にとっての新参者に、自分の縄なわ張ばりを我が物顔で歩き回られて我が慢まんできるだろうか？


　自問自答すると、間かん髪はつ入れずに『ムリムリ絶対ムリ』という返事が脳内を乱反射した。


　試ためしに家族みんなに相談してみたら、控えめな性質たちの彼らは「いや、それは……」とか「どうかな。う～ん」とか意味不明の言葉を呟つぶやいて返事を保留するばかり。


　それは間違いなく、真生と同じ答えを出したが故ゆえの言動だと思われた。


　となれば、さて、どうするか？


　考えるまでもなかった。


　世間一いつ般ぱんの常識からすれば、高杉家の跡あと継つぎとなる長兄夫婦に城を明け渡わたし、小こ姑じゆうとである真生は撤てつ退たいすべきだ。


　同居による『嫁小姑大戦』が勃ぼつ発ぱつしない可能性もあるが、その場合、真生にはもれなく我慢による多大なストレスがついてくる。


　我慢してストレスを山ほど溜ため込むぐらいなら、潔いさぎよく家から出たほうが良い。


　短気な真生は、あっさりその結論に達した。


　呑のん気きな家族達は、一ヶ月ぐらいお試し期間で同居してみたら？　と控えめに提案してきたが、真生はこれをすげなく却きやつ下かした。


　まかり間違って、お試し期間中に『嫁小姑大戦』が勃発する可能性だってある。


　無む駄だな危険は避さけるべきだと家族を説得し、真生は生まれてはじめての引っ越しを実行したのだった。





　そして現在、真生は一ヶ月前には予想もしていなかったストレスを幾いくつか抱かかえ込んでいた。


　生活に張り合いがないのが、その原因のひとつ。


　起きてすぐに洗せん濯たく機きを動かし、バタバタと家族のために朝食の支度をするのが一ヶ月前までの真生の朝の日課だった。


　だが今では慌あわてる必要は全然ない。


　それどころか朝食を作る気にさえなりゃしない。


　家族のために食事を作り続けていたこの十年、料理を作るのはけっこう楽しかったし、向いてるんだろうとも思っていた。


　だが、ひとり暮らしになった今、自分が楽しかったのは家族の面倒を見ることであって、料理そのものじゃなかったのだと思い知らされている。


　料理だけじゃなく、掃そう除じや洗濯など、家事一般も同じこと。


　あれこれと面倒を見るたびに、律りち儀ぎにありがとうと嬉しそうに言う家族の顔を見るのが好きだっただけで、家事そのものが楽しかったわけじゃないのだ。


　だから今では最低限の家事しかしなくなった。


　めんどくせぇと呟きながら、トーストしたパンをそのまま牛乳で流し込んで朝食は終わり。


　ひとりだとそんなに汚よごれないから、部屋の掃除も週に二回、洗濯も似たようなものだ。


　最初のうちは、こういうのも気楽で良いと自分に言いきかせていたが、一ヶ月経たった今ではそんな誤ご魔ま化かしはもう通用しなくなっている。


　ただただ毎日が退たい屈くつで単調でつまらない。


　この十年、家事が趣しゆ味みみたいなものだったから、特別な趣味もないし……。


「……とりあえず、出勤すっか」


　仕事場である画が廊ろうに行けば、とりあえずやれる仕事がある。


　その前に寝ね癖ぐせでフワフワの髪をムースで押さえ、スーツに似合う髪かみ形がたにしなきゃならない。


「あー、めんどくせぇ」


　真生はやる気のない身体からだを無理矢理動かして、出勤のための準備をはじめた。








　真生の勤め先である沙さ々さ貴き画廊の営業時間は午前十時から深夜十二時まで。


　勤務時間は真生が九時から五時と日中で、雇やとわれ店長である北きた森もりが四時から十二時と夜の部を受け持っている。


　金銭面などの画廊の切り盛りに関する仕事はすべて店長である北森がやっているから、真生の仕事は開店時間までの店内の清せい掃そうと、来客の対応や雑用などだ。


　画廊という特とく殊しゆな職場を就職先に選んだのは、芸術とは関係のない理由からだ。


　大学の卒業を間近に控え就職口を探していたその当時の真生は、まさか自分が家を出ることになるとは思ってもいなかったから、家事の時間を都合しやすい、家から比ひ較かく的近く残業なしの週休二日制というぬるい条件で就職先を探していて、そこで幾つか候補に挙がった就職先の中にたまたまこの画廊があった。


　美術関係の知識は当然皆かい無むに等しく駄だ目め元もとで面接してみたのだが、なぜかその場で内定をいただいてしまってそのまま今日に至っている。


　沙々貴画廊は、老舗しにせの宝石店が入ったビルの三階にあり、芸術品に注ぎ込める余分な金を持った人種を引き込むには申し分のない立地条件に恵めぐまれていた。


　だが、宝石店を訪れた人間がそのまま画廊に足を運ぶことは滅めつ多たにない。


　なぜって、この画廊に飾かざってある絵の作者がセミプロで、普ふ通つうのサラリーマンがたまにコーヒー代を我慢すれば買える値段の絵ばかりで、金持ちの優ゆう越えつ感を刺し激げきしてはくれないからだ。


　近隣の高級画廊からは羨うらやまれる立地条件にありながらも、宝の持ち腐ぐされ的な営業方針を貫つらぬいているのは、それがオーナーである沙々貴氏の経営方針であるからに他ほかならない。


　沙々貴氏の本業は貸しビル業で、持っているビルのほとんどが都心の一等地。


　本人はそっちの商売にはあまり熱心ではないのだが、先代がしっかり組み上げた屋台骨は頑がん丈じようで、その資産は年々増えるばかりなのだそうだ。


　そのお陰かげか、沙々貴氏が税金対策だとうそぶくこの画廊は利益には一いつ切さい拘こだわらない。


　画家の登とう竜りゆう門もんである絵画展に出品しつつ日々技術を磨みがいている貧びん乏ぼう学生や画家の卵の絵や、画家となるチャンスを逸いつして美術教師やサラリーマンになりながらも細々と創作を続けている人の絵を展示したり、人目に触ふれる場所に飾る橋はし渡わたしをしたりするためだけに機能している。


　もちろん誰だれもが展示して貰えるわけではなく、沙々貴氏か、店長である北森のお眼鏡めがねに適かなう必要はある。


　まぁつまりは、実力はあるが運の持ち合わせが乏とぼしそうな画家志望の人間を発はつ掘くつしてきては、チャンスをつかむきっかけを提供してあげているのだ。


　沙々貴氏が上流階級や美術界の人々に顔が広いこともあって、ごく希まれにだが発掘されてきた画家の中でトントン拍びよう子しに成功をつかむ者もいる。


　そうした場合、画廊はその作家から完全に手を引く。


　成功した画家のほうから、恩返しに絵を進しん呈ていすると言われても決して受け取らない。


　画廊を経営する目的が、運に乏しい画家にチャンスを与あたえることのみで、金かね儲もうけではないことの証明だった。


　金持ちの道楽と言えばそれまでだが、真生は沙々貴氏のこの経営方針が気に入っていた。








　午後四時、画廊の入り口の江え戸ど切り子を思わせる文様が入った磨すりガラスの自動ドアが開く。


「おはよう。真生くん。──今日も綺き麗れいだね。嬉しいよ」


　いつものように店長の北森がご機き嫌げんで出勤してきた。


　濡ぬれたような黒い癖くせ毛げとアーモンド形の二ふた重えの瞳ひとみ、日本人にしては濃こくアクが強いラテン系の顔立ちだが、線が細いせいで威い圧あつ感はなく優やさ男おとこ風ふう。


　沙々貴画廊の夜の部を担当する北森は、ホストクラブで働けば確実に一財産築けそうな、色気に満ちたフェロモンを無駄に大量放出している美形の男だ。


（綺麗な顔が好きなら、こっちじゃなく鏡を見てな）


　真生にだって自分の顔が並以上だという自覚はある。


　だが自分の顔はあくまでも地味で、北森のように老ろう若にやく男なん女によを問わず他人の視線を有う無むを言わさずに惹ひきつけるような輝かがやきを放つようなものじゃないってこともわかっている。


「おはようございます。店長」


　内心の不満を抑おさえ、真生は営業用のおっとりした微笑ほほえみとのんびりした口調で迎むかえた。


　その途と端たん、北森は気き障ざな仕草で左右に首を振ふった。


「僕のことは『匡きよう平へいさん』と親しみを込めて呼んでっていつも言ってるだろう？」


「でも職場ですから、さすがにそれは……」


（か～ったく！　何度同じこと言わせんだよ。耳の穴詰つまってんのか？）


　心の中で毒づきながらも、小首を傾かしげて困った顔をすると、北森はあっさり折れた。


「ああ、ごめんごめん。真面目まじめな君には無理だってわかってるのに、その困り顔を見たくてつい意地悪を言っちゃった。これじゃあ、好きな子を苛いじめたがる子供と一いつ緒しよだね」


「……いえ」


　極ごく上じようの流し目をくれながら、北森の指先がふっと真生の顔に近づく。


　だが頰ほおには決して触れない。


　ただ顔のラインを確かめるように動いて遠ざかって行くだけだ。


「着き替がえてくるから、その間に機嫌をなおしておいて」


　極上の笑顔で色気たっぷりの流し目を真生に向けた後、ロッカールームのドアへと消えた。


（げ～、うっさんくせ～）


　ドアが閉まると同時に、真生は思いっきり顔をしかめた。


　ロッカールームの北森もまた、ひとりになった途端、その顔から笑みをすうっと消しているんじゃないかと疑いながら……。


（店長の笑顔って、作り物じみてやたら胡う散さん臭くせえ）


　それは面接の席ではじめて会ったときから感じていたことだ。


　自分の顔が他人にどう映るのか熟知して、それを武器として使うことに長たけている人なんじゃないかと……。


　入社して以来ずっと、真生は北森から意味深な言葉や視線を投げかけられ続けている。


　口く説どかれているのかもしれないが、まともに対応せずに知らないふりを決め込んでいるのは、北森から感じる胡散臭さのせいだ。


　好意を滲にじませた言葉は口にしてもストレートな愛の言葉は言わないし、常にギリギリのラインで接近するばかりで強ごう引いんに触れてくるようなこともしない。


　真生には、そんな北森の言動のすべてが天然ホストの社交辞令としか思えない。


　本気にするだけ無む駄だ。


　北森の思わせぶりな発言に関しては、彼の癖くせみたいなものだと割り切って、いつも曖あい昧まいな態度でさらりと流すようにしていた。


（ま、俺も胡散臭く見えんのかもな）


　華きや奢しやで繊せん細さい、壊こわれ物じみた弱々しい外見のせいで、世間の皆みなさまは真生の中味もひ弱で繊細なんだろうと勝手に予測する。


　そのせいもあって、真生が本来の性格通りではなく、外見に似合ったおっとりのんびりした性格を演じていると気づく人はまずいないし、気づきかけても自分が勘かん違ちがいしたんだろうと勝手に軌き道どう修正してしまうからばれることはまずない。


　北森も、今のところは気づいていないようだ。


　毎日のように顔を合わせているし、仕事絡がらみでつい夢中になって何度か本性を出しかけたこともあったから、そろそろばれてもおかしくない頃ころじゃないかと思うのだが……。


（いっそ気づいてくれりゃいいのに）


　向こうが勝手に気づいたのなら、こっちもそれなりに開き直れる。


　そうなれば、北森と勤務時間が重なる四時から五時の一時間だけは、演技することなく地のままで振る舞まえるようになるだろう。


　実を言えば、真生はむしろそうしたいのだ。


　以前から、真生が素すのままで振る舞えるのは家族と一緒にいるときだけだった。


　実家にいた頃は、家の外で違う自分を演じることに、さほど苦痛を感じたことはなかった。


　だが家族との同居を止やめた今、素のままで過ごせる場所がなくなった反動なのか、大人しい自分を演じていることがやけに苦しく、ストレスとして感じられるようになっている。


（自分じゃうまく猫ねこを被かぶってるつもりだったけど、実際は違ったってことだよな）


　どうやら自分のこれは、猫っかぶりではなく、内うち弁べん慶けいと呼ばれるものだったようだ。


　猫を被って、少しでも自分を良く見せようとしていたのなら、家族と離はなれたとしても演じることに苦痛を感じたりはしなかっただろう。


　素のままの自分をさらけ出す場所がないことにストレスを感じるのは、きっと真生が家族みんなに甘えて依い存ぞんしていたせい。


　情けないが、そう認める以外に、今のストレスの原因は説明できない。


　子供の頃、外に遊びに行くたびに友達に変な顔をされてはベソをかき、兄たちに手を引かれて家に帰った。


　優しい家族達は、真生が機嫌をなおすまで大事にして甘やかしてくれたものだ。


　そうやって甘やかされた結果、真生はすっかり我が儘ままな『俺さま』になってしまっていた。


　でも『俺さま』なのは甘やかされている家の中だけでのことで、本質はベソをかいて家に逃にげ帰ったあの頃となにも変わっていなかったんだと、最近の真生は思い知らされている。


　大学時代に一度だけ、友達相手に自分の本性を明かしたことがあった。


　高校から同じ学校だった友達でつき合いも長かったから、もうばらしても大だい丈じよう夫ぶだろうと思っての行動だったが、結果は惨ざん敗ぱい。


　本来のべらんめぇ口調に戻もどって事情を説明して照れ隠かくしに大口開けて笑ったら、思いっきりドン引きされて騙だまされたと言わんばかりのそりゃあ悲ひ愴そうな視線を向けられた。


　彼の中の理想像と本当の自分が違ったからって、失望されたり非難される謂いわれはない。


　まぁ、本性を隠していたのはちょっとは悪かったかもしれないが、親友だと言ってくれてたんだから、それぐらい大目に見てくれてもいいんじゃないか？


　友達の反応に、元々自己中だった真生はけっこうむかついた。


　が、真生がむかつく以上に友達のショックが大きすぎ、あまりにも打ちのめされていたものだから、そのときの真生は自分がもの凄すごい悪党になったような気分を味わった。


　それまでは誘さそわれれば飲みに行ったりしてそれなりに遊んでいたが、その友達と気まずくなって以来、なんだか外に知り合いを作るのが面めん倒どうになって家にいる時間の比率は極きよく端たんに増えた。


　それ以後、素のままの自分を明かせたのは兄あに嫁よめだけ。


（いっそ、自分から店長にばらすってのは……）


　一いつ瞬しゆん考えてみたが、すぐに却きやつ下かした。


　あっさり許容してくれるなら良いが、かつての友達のようにドン引きされたら困る。


　家族の面倒を見るという生き甲斐がいをなくした上に、職場の上司の不興を買って働ける場所までなくしたら、暇ひまで暇できっとおかしくなってしまう。


　暇すぎて困るだなんて贅ぜい沢たくだと笑われそうだが、本人にとってはかなり切実な問題だった。





「おまたせ」


　ラフな私服から仕事用のスーツに着替えた北森が、上じよう機き嫌げんでフロアに戻ってくる。


　黒に近いシルバーのワイシャツにグレーのダブルのスーツ、ネクタイはシルクのワインレッドと、お水みず臭くさいことこの上ない。


（……フェロモンただ漏もれ）


　間ま違ちがいなく北森は猫を被っていると思う。


　それもただの猫じゃない。一目で高級種だとわかる、毛け艶づやの良い血統書つきの洋猫。


　客商売に向いているのは確かだが、画が廊ろうよりは水商売系のほうが絶対に大成するに違いない。


「今日の状じよう況きようは？」


　ハイカウンターテーブルの上に置かれたノートパソコンを操作しながら、北森が聞いてくる。


「いつも通りです。売り上げはありません」


「そう」


　営利目的の店だったら売り上げがなくて小さくなるところなんだろうが、ここでは売れないのはいつものことだから、言うほうも聞くほうも気楽なものだ。


　真生が担当している日中の客のほとんどは、営業回りのサラリーマンやお遣つかい途と中ちゆうのＯＬだ。


　たぶん息いき抜ぬきなのだろうが、長居することなく絵を見ながら店内をのんびり一回りすると帰って行く。


　北森が担当する夜の部は、日中とは客層ががらりと変わる。


　会社帰りのＯＬはもちろんのこと、近くの歓かん楽らく街がいのママやホステス嬢じようが休きゆう憩けい時間に顔を出したり、一杯ぱい引っかけて上機嫌のサラリーマンなどが電車に乗る前のひと休憩にと寄って行く。


　アルコールの影えい響きようで財布の紐ひもが緩ゆるくなるらしく、売り上げは夜の部のほうが多いが、酔よって愚ぐ痴ちを零こぼしたり、暴れたりすることもあるようだ。


　そのたびに北森がうまく対処していて警察沙ざ汰たになったことは一度もないが、優やさ男おとこ風ふうの北森が、どうやって暴れる酔っぱらいを大人しくさせているのかは謎なぞだ。


「店長。その爪つめは？」


　キーを打つ北森の左手の指先にキラキラと輝かがやくものを見つけて、真生はちょっと目を疑った。


「あ、これ？　綺き麗れいでしょ」


　北森は左手の甲こうを得意げに見せた。


　その指に透すかしの入った銀色の指輪がはめられているのはいつものことだが、今日は爪が黒く塗ぬられ、その上に金色に輝く小さな蝶ちようまでが貼はられている。


「シールなんだけどね」


（アホか、それぐらい俺だって知ってらぁ）


　問題はそこじゃなくて、画廊の店長ともあろう者が、なぜＴＰＯをわきまえない奇き妙みようなお洒落しやれをしているのかということだ。


「常連さんにネイリスト志望の子がいてね、練習台になってくれって頼たのまれたんだ」


「お客さんに頼まれたんですか」


　それなら、少しはわかる。


　が、まっとうな客に見とがめられたら気まずいとか思わないのだろうか？


（しっかし良くできてんなぁ）


　レースのような模様を組み込んである蝶に見入っていると、北森が話しかけてくる。


「興味ある？　真生くんなら、清せい楚そだから桜の花びらとかが似合いそうだね」


「……え、でも、こういうのは、ちょっと」


（冗じよう談だん、こんなんうぜー）


　曖あい昧まいに微笑ほほえんで言葉を濁にごしつつも、心の中では舌を出す。


　指先に光るモノをつけたりしたら、目に入るたびにチラチラして気になって仕方ない。


「ふうん。……そうだね。君には余計な飾かざりは必要ないか。──そのままで最高の芸術品だ」


（う～わっ、おい、もう勘かん弁べんしろよ）


　フェロモンだしまくりの微笑みを北森から向けられて、真生は軽く笑顔をひきつらせた。


「………そんなことは。──え～っと、あの、そろそろ仕事をしませんか？」


　ひきつったまま小首を傾かしげ話題を逸そらそうとすると、北森はなぜか、ほうっと温度の高そうなため息をついた。


「君はホントに照れ屋さんだね。愛いとしくなるよ」


（…………し、死ぬ）


　誰だれか、こいつの口をふさいでくれ。


　真生は、自分の台詞せりふにうっとりしている北森から思わず顔を背そむけた。





　五時ピッタリに仕事を切り上げて帰り支じ度たくをするのが真生の日課だったが、この日は沙々貴氏が発はつ掘くつしてきた画家の個展準備のために珍めずらしく少し残業した。


　勤めはじめて三年目とはいえ、真生はいまだに絵に関する知識も蘊うん蓄ちくも乏とぼしいから、北森の指示に従って手伝うことぐらいしかできない。


　以前はそんなことまったく気にしなかったが、最近はもうちょっと積極的に仕事をするべきなんじゃないかと、画廊にある美術関係の本をたまに開くようにもなっている。


　だが今になってそんな気になったのも、ひとり暮らしになって暇になったせい。


　本来ならば、立場上、もっと早く勉強してもおかしくなかった。


（……色々甘ったれてたんだよなぁ）


　画廊では専門家である北森に甘え、実家にいた頃ころは家族の存在に甘えて、楽なほうへ楽なほうへと流れ続けた結果が今の状況。


　変化にうまく対応することもできずに、ストレスを溜ためてばかりだ。


（でも、ま、当分は仕方ねぇし）


　焦あせったって、すぐにどうにかなるようなことじゃないとわかっちゃいるけど、目の前にある盛りだくさんの退たい屈くつな時間を思うと、早くなんとかしなきゃとどうしても焦りを感じる。


　帰りの電車の中、扉とびら脇わきの柱に凭もたれ車窓に映る街の灯あかりが流れて行くさまを眺ながめながら、真生は憂ゆう鬱うつな気分でため息をついた。





　ひとり暮らしをするために選んだ街は、職場と実家とのちょうど中間地点に位置している。


　真生としては、実家からもっと離はなれた場所で新しい生活をはじめたかったのだが、普ふ段だんは押しが弱くて控ひかえめな家族達が、ひとり暮らしをするのなら実家から三駅圏けん内ないにしろと珍しく頑がん固こに主張したためにこういう中ちゆう途と半はん端ぱなことになった。


　制限されて仕方なく選んだ街だったが、駅を囲むように賑にぎやかな繁はん華か街がいが広がり買い物する場所には事欠かないし、駅から十分も歩くと閑かん静せいな住宅街となり住むには悪くない場所だ。


　空調の効いた電車から降りると、外は中途半端に蒸むし暑かった。


（……ぬるい）


　雨が近いのか、湿しつ度どを含ふくんだぬるい風が不快で、スーツの上着を脱ぬいで腕うでにかける。


　通勤路にしている狭せまい繁華街の通りに足を運んだ真生は、しばらく歩いて後こう悔かいした。


（あー、しくじった）


　帰りがいつもより遅おそくなったせいで、街を歩く酔っぱらいの数が多い。


　真生の儚はかなげな美び貌ぼうは素面しらふの人に対しては気安く声をかけるのをためらわせる効果があるが、残念ながら理性を手放した酔っぱらい相手には効き目がなく、むしろ逆効果。


　普段は怖こわくて触さわれない硝子ガラス細工でも、酒の勢いを借りてつついてみたくなるのか、遠えん慮りよ会え釈しやくなく酔っぱらいどもは真生に話しかけてくる。


　遠回りすれば良かったと後悔しながら、真生はうつむき加減に通りを急いだ。すると、


「おい、あんた」


　いきなり背後から腕をつかまれ、引き留められる。


（やっぱ、きたか）


　うんざりしながら、真生はゆっくり振ふり向いた。


「そうだ、間ま違ちがいない。その顔だ」


「……あの？」


　てっきり酔っぱらいがじゃれついて来たのだと思ったのだが、それにしては目の前にいる男の様子は少しばかり変だった。


　酔っぱらってはいるが、表情がやけに暗く、声にも棘とげのようなものを感じる。


（知り合いだっけ？）


　三十代後半ぐらいだろうか。


　三日は髭ひげを剃そってなさそうな顔と油じみた髪かみ、一見してブランド物だとわかる服を着ていたが、何日も着っぱなしみたいで垢あかじみて汚よごれている。


　よく観察したが、彼の酒焼けした赤ら顔には見覚えはない。


　普通だったらここで人違いじゃないですかと聞くところだが、残念ながら真生は人違いされるようなありふれた顔をしていない。


　一度見たら忘れられない顔をしていると、こういうとき非常に不便だ。


「どこかで、お会いしましたか？」


　無む駄だな質問を控え、真生は小首を傾げつつ単刀直入に聞いた。


「沙々貴画が廊ろうで会っただろう。忘れたのか？」


（……んなこと言われてもなぁ）


　訪おとずれる客が少ないとはいえ、この二年強で出会った人すべてを覚えてはいられない。


（てめぇが覚えてるからって、こっちも覚えてると思うなよ）


　むかついたが、どんな人間でも客は客、我が慢まんするしかない。


「申しわけありませんが……」


　右腕をつかむ手を振り払はらおうと、身をひねりながら身体からだごと男から離れた。


「覚えてないってのか!?　俺のことは、もう放ほうっておけとでも言われたのかよ。ああ？」


　その仕草が気に障さわったらしい、逆に男は腕をつかむ手に力を入れて、真生に迫せまってくる。


「ちょっ……」


　押された真生は、そのまま後ずさった。


　建物同士の間の薄うす暗ぐらく狭い空間に押し込まれ、壁かべに押しつけられる。


「知らないふりするなよ。この俺を知らないなんて噓うそだろう。なぁ、頼むよ。あんたから、沙々貴氏にもう一度頼んでみてくれ。もう一回、俺の絵を紹しよう介かいしてくれって頼んでくれよ」


　腕をつかむ手の力とは裏腹に、頼むよと繰くり返す男の声はやけに不安そうだ。


　もう一度と言うなら、以前、沙々貴画廊で個展を開いたことがある画家なんだろう。


　だが、顔に見覚えがないところから考えると、真生が勤める以前の話だ。


（そんで会ったことがあるっつーと……）


　そうなると、随ずい分ぶんと人数が絞しぼられる。


「もしかして、相そう馬まさん……ですか？」


　勤めはじめたばかりの頃、沙々貴画廊で絵を紹介されたのをきっかけに世に認められるようになった画家が訪ねて来たことがあった。


　恩返しをかねて俺の絵を一枚寄付してやる、良いい宣伝になるだろうと尊大な態度で言う画家に、北森は、うちは営利目的の画廊ではないのでお気持ちだけいただいて絵のほうは遠慮しておきますと慇いん懃ぎん無礼な態度で対応していた。


　その画家の名前が、確か相馬だったはずだ。


「ああ、そうだ。俺だよ」


　頷うなずく赤ら顔と、記き憶おくにうっすら残る尊大な態度の画家とではまったくの別人みたいだ。


（北森さんの予想が当たったってことか……）


　一度画が壇だんに認められたからといって、その後が安あん泰たいということはない。


　若手の画家は常に研けん鑽さんを重ね、実績を積み重ねていかなければ、後から追いかけてくる新しい才能にその座を奪うばわれる。


　相馬はなんらかの理由でしくじったのだ。


「もうひとりの店員じゃ話にならないんだ。あんたなら大だい丈じよう夫ぶだろ？　な、あんたから沙々貴氏に頼たのんでくれよ。あの人はいい人だ。俺が頼めばＯＫしてくれるはずなんだよ」


　それはねぇよ、と真生は心の中で答える。


　確かに沙々貴氏は慈じ善ぜん事業とも言えるような仕事をしているが、甘い人ではない。


　画廊でチャンスを与あたえるのはひとりに一度だけ。


　そんなルールを常に守り、少しでも多くの画家の卵にチャンスを与えることを望んでいる。


「……申しわけありませんが」


　真生はそう言うと、しつこく腕をつかんでいた相馬の手首をつかんだ。


（客じゃねぇし、これぐらいはいーよな）


　ギリッと思いっきりその手首を握にぎりしめてやると、相馬の顔色が変わった。


「いっ、いててて！」


　相馬がたまらずに悲鳴をあげた。


　華きや奢しやな外見と内面とにギャップがあるように、真生の体力もその外見を裏切っていて、実は利きき腕じゃない左手でも握あく力りよくは軽く七十を超こえるのだ。


「なんだ、この……。は、放せ！」


　ギリッと強く握られた手首の痛みに、相馬は顔を歪ゆがめた。


（ばーか。外見で判断して甘く見るから、こういう目に遭あうんだよ）


　腕をつかまれた時点でも、こうすれば簡単に逃にげ出せた。


　そうせずに大人しく物もの陰かげに引きずり込まれてやったのは、やはり真生が一度見たら忘れられない外見をしているせいだ。


　画廊で出会った人がいる可能性がゼロじゃない路上での暴力行こう為いを避さけ、あの画廊の店員が…と、悪い噂うわさをたてられないようちょっとばかり気を遣つかってみたってわけだ。


「痛いですか？　相馬さんが僕の腕を放してくれたら、こっちも放しますよ」


　よっぽど痛かったのか、そう告げた途と端たん、相馬の手がパッと離はなれた。


　真生も相馬の手首から手を放してやる。


　腐くさったりとはいえ画家、これ以上握り続けて利き腕に怪け我がをさせるわけにもいかない。


「相馬さん、沙々貴画廊は一度でも脚きやつ光こうを浴びたことのある画家への助力は一いつ切さいしません。ルールはご存じでしょう？」


「知ってる。……だがな、俺は別だ。俺は特別なんだ。なあ、沙々貴氏に連れん絡らく取ってくれよ」


（おっさん、自己過信しすぎ）


　その自意識の強さが創作のエネルギーになったこともあったのだろう。


　だが、今はそれが裏目に出ている。


　一時の名声で絵が売れる時期を過ぎた今となっては、絵を売る場所を探すより、手に入れたいと思わせる絵を描かくことのほうが大事なのだが……。


（飲んだくれてる場合じゃねぇだろうに……）


　精神的に追いつめられすぎて、自分が置かれた状じよう況きようを冷静に見ることもできないんだろう。


「わかりました。では、明日改めて画廊においでください。沙々貴氏には、僕のほうから連絡しておきますから」


　とりあえず今日はお引き取り願おうと、真生は小首を傾かしげて営業用の笑えみを浮うかべた。


　もちろん明日は、朝一番に弁護士に連絡を取るつもりでいる。


「駄だ目めだ。今だ。いま連絡するんだ。あんた、携けい帯たいもってんだろう？」


　営業用のスマイルに誠意がなさすぎたのか、納得せずに相馬が詰つめ寄ってくる。


「駄目です。せめてアルコールを抜ぬいてからでないと……。ちょっ、止めてください!!」


　真生の携帯電話を取ろうとして、相馬が身体に手を伸のばしてきた。


（しつっけーよ）


　一発ぐらい軽くぶん殴なぐって脅おどかしとけば良かったかと後こう悔かいしつつ、伸びてくる手から逃げようと反射的に奥へと身体を動かしたとき、


「ッ!!」


　真生は左ひだり腕うでの内側に軽い痛みを感じた。


（なんだぁ？）


　どうやら、建物に立てかけてあった古い廃はい材ざいにでも腕をぶつけたようだ。


　表通りから射さし込んでくる薄うす灯あかりに腕を晒さらすと、破れたシャツとそこからみるみる広がっていく赤黒い染しみが見えた。


「うわっ！　お、俺のせいじゃないぞ」


　血の色を見た相馬が後ずさる。


（この、ヘタレ）


　舌打ちをしながら背後を振ふり向くと、廃材の中に古いトタンが紛まぎれていた。


　端はしが鋭するどく尖とがっていて、そこに運悪く腕をざっくり引っかけてしまったらしい。


　派手な出血のわりに、痛みはさほどでもないのが救いだった。


　上着を着ていればまだマシだったかと今いま更さらなことを考えながら、真生は傷口を手で押さえた。


　そのとき、


「──そこで、なにをしてる」


　表通りのほうから、咎とがめるような低い男の声が聞こえた。


「あ、違ちがう。お……俺じゃない」


　光を背にして立つ男のがっしりとしたシルエットに、相馬がうろたえる。


　キョロキョロと周囲を見回して、これ以上奥には行けないことを悟さとると、がむしゃらな勢いで男に向けて走り出した。


「おい、待て！」


　半ばぶつかるようにして脇わきを抜けた相馬を、男は追おうとした。


「追わないでください！」


　真生は、慌あわてて男を止めた。


「いいのか？」


「あの人、知人なんです。いま追わなくても問題ないですから……」


　勝手に逃げ帰ってくれたのだ。追い払はらう手間が省けてむしろありがたいぐらいだ。


「声をかけて貰もらえて助かりました。絡からまれて困ってたんです」


「いえ」


　真生が微笑ほほえんで礼を言うと、男は軽く首を振った。


　光を背にしているせいで、その表情は見えない。


「出血が酷ひどい。病院に行ったほうがいいですよ。──その傷、刃は物ものかなにかで？」


　いつの間にか地面に落ちていた真生の上着と鞄かばんを、男が拾いあげる。


「折れたトタンの尖とがってた部分に、自分で……。これぐらい自分で手当てできますよ」


「トタン？」


　男は真生の後方に視線を巡めぐらせた。


「……錆さびてますね。──近くに遅おそくまでやっている医者があります。そこに行きましょう」


「え、いえ。平気です。家も近いので」


「真生さん、駄目です。この傷は下手をすると化か膿のうしますよ」


　真生の荷物を持ったままで男が表通りに戻もどって行く。


「いや、駄目って言われても……。って、あれ？　どうして僕の名前を？」


　男の後を追って明るい場所に出た真生は、質問すると同時に、街灯の下に立つ男の姿にその答えを見つけだしていた。


　ネクタイなしのバーテンダーの服装に、ワックスで後ろに流した黒くろ髪かみ。


　形の良いしっかりした眉まゆの下の鋭するどい眼光を湛たたえる瞳ひとみと、頑がん固こそうな引き結ばれた薄い唇くちびる。


　一本筋の通った意志の強さを感じさせる、今どきちょっと珍めずらしい硬こう派はな印象を与える青年。


「あ、『オアシス』の用心棒」


　思わずビシッと指さすと、男は微かすかに不ふ愉ゆ快かいそうな顔をした。


「ただのバイト。──早く、医者はこっちです」


　男を指さした真生の指先から、血がポタタッと滴したたり落ちる。


（うわっと……）


　驚おどろいた真生は血の滲にじんだ腕をもう片方の手で服の上から押さえた。


「え、ちょっと、あの……」


　大おお袈げ裟さだと断る暇ひまもないまま、男に肩かたを抱だかれて強ごう引いんに歩かされた。


　今までいつも壊こわれ物に触ふれるような丁てい寧ねいな扱あつかいしか受けてこなかった真生は、有う無むを言わさぬこの強引な扱いに、正直かなりムッとしていた。


（バイトの分際で生意気な）


　人通りがなければ、蹴けりのひとつもお見み舞まいしたい気分だった。





『オアシス』は真生が連れ込まれた場所から、三軒げんほど先にある小さなバーだ。


　ベタな名前にふさわしく店内の内装もベタで、特筆する特とく徴ちようはないが欠点もなく、そこそこ居い心地ごこちは良さそうな店だ。


　店のママも、やっぱり小さなバーのママらしいベタな雰ふん囲い気きの持ち主。


　そんな店だから、『オアシス』の常連はもっぱら中年層に占しめられていて、真生ぐらいの年ねん齢れいの客は滅めつ多たに見み掛かけない。


　真生が『オアシス』を知ったのは、沙々貴画が廊ろうの仕事絡みだった。


　沙々貴画廊では、常時画廊で展示している画家の絵を、定期的に入れ替かえる契けい約やくで安価にレンタルする仕事もしている。絵の数が限られるから契約店は多くはないが、企き業ぎようや美容院、喫きつ茶さ店てんなど店の種類は様々で、店内の雰囲気や広さに応じて絵を選ぶのは真生達の仕事だった。


　一年ほど前から契約店となった『オアシス』は真生の担当で、三ヶ月置きぐらいに会社帰りに寄っては絵を交こう換かんしていた。


　店で働いているのは、真生が知る限り店主であるママ、そしてママがうちの用心棒だと紹しよう介かいしてくれた真生の肩を抱いているこの男のふたりだけ。


（……こいつは気にくわねぇけど、まぁ、ラッキーだったかな）


　十歩も歩かないうちに、真生は渋しぶ々しぶながら男の判断の正しさを認めていた。


　傷を押さえている手からは血が零こぼれ続けているし、暗い場所にいたときにはわからなかったが、明るい通りに出たらシャツに滲む血の赤さがあまりに鮮あざやかで人目を惹ひく。


　あの状態のままで家まで歩いたら、途と中ちゆうで警察に通報されていたかもしれない。


　だが、強引に肩を抱かれ、背中を押されるこのシチュエーションはやっぱり気にくわない。


「あの、自分で行けますから医者の場所だけ教えて貰えますか？……えーっと」


（さっき、用心棒でムッとしてたっけか）


　はじめて会ったときに、名前を教えて貰っただろうか？


　ママが冗じよう談だんめかした調子で「うちの用心棒よ」と紹介してくれた後、彼は自分で名前を名乗っていたか？


（司法試験の勉強中だってのは聞いたけど、あとは……）


　記き憶おくを探さぐったが、ママに紹介されて軽く頭を下げて挨あい拶さつした後は一いつ切さい口を開かなかったような気がする。


　その寡か黙もくな雰囲気がいかにも『用心棒』って感じがして、印象深かった記憶があるのだ。


（ママはなんて呼んでたっけ？）


　懸けん命めいに記憶を攫さらっていると、「佐さ竹たけ、佐竹征ゆき永ながです」とぼそっと男が言った。


「佐竹さん、今はバイトの時間帯でしょう？」


「少しぐらいなら大だい丈じよう夫ぶです。それに、こんな状態のあなたを放ほうって帰ったら、逆にママに叱しかられますから。──こっちの路地です」


　真生は遠えん慮りよしているふりをして身体からだを離はなそうとしたが、征永に再びぐいっと抱き寄せられて人ひと気けのない路地へと誘ゆう導どうされた。


　そうやって連れて行かれたのは、自動車が入れないほど狭せまい路地にある小さな町医者。


　三み原はら医院と古びた看板は出ているが、建物の造りは普ふ通つうの古い民家のようで、医者をやるための設備が整った場所には見えない。


（ヤ、ヤブくさ……。大丈夫かよ）


　患かん者じやに不快感を与あたえないよう、常に綺き麗れいな状態を維い持じしている実家の医院を見慣れていた真生は、心の底から怖おじ気づく。


「大丈夫。ここらの繁はん華か街がいの人はみんなここにお世話になってます。腕うでのほうは保証しますよ」


　真生の不信感を感じ取ったのか、征永がドアベルを鳴らしながら請うけあった。


（良く知りもしねぇ奴やつの保証なんて、あてになるか！）


　真生はビビって足を止めたが、ドアを開けた征永に無理矢理中へと押し込まれた。


「お？　患者さんか。──おお、随ずい分ぶんなべっぴんさんだ」


　老年にさしかかりかけた医者らしき男が奥から出てくる。


　その息が、ちょっぴり酒臭くさい。


「え、あの……」


　帰る、と回れ右しかかったが、やっぱりがっちり肩を押さえ込まれていて果たせなかった。


　中に入ってすぐのドアが開けっ放しにされていて、どうやらそこが診しん察さつ室しつらしい。


　強い力で背中を押されて仕方なく部屋の中に入ると、中は意外にもちゃんと医者らしい体裁が整っている。


「景気良くやったもんだ。血まみれだねぇ。どれ、まず傷を洗おうか」


　白衣の前ボタンを留めて、医者が手招きする。


「はあ」


　酒臭い医者に診察されるのは気乗りしなかったが、背後に立つ征永にまたしてもぐいっと背中を押され、真生は渋々ながらも治ち療りようされる体勢に入った。


「どれどれ。……あー、こりゃ随分思い切り良くやったねぇ。けっこう深いなぁ」


　傷に貼はりついていたシャツを切り、血を洗い流して傷を見た医者は顔をしかめた。


「錆びたトタンでやったようです」


「それは、ちょっとまずいねぇ」


　征永の説明に、医者がむぅっと表情を変える。


「う～ん、とりあえず、これは縫ぬわないと駄だ目めだなぁ」


「え、縫うんですか？」


　そんなに大事だとは思っていなかった。


「縫わないと血が止まらないからねぇ。その前にもっとちゃんと傷口を洗せん浄じようして処置しないと。ちょっと痛いかもしれないけど我が慢まんしなさいよ。──ばーさん、ちょっと手伝ってくれないか」


「はいはい」


　医者の声に応じて現れたのは、奥さんらしき老年の女性。


　奥で洗い物をしていたのか、割かつ烹ぽう着ぎの裾すそで手を拭ふいている。


（割烹着の看護師かよ。ありえねー）


　ヤバイ、帰りてぇ、と本気で思って腰こしを浮うかしかけたが、肩にがっちりと置かれた征永の手の重さがそれを許してはくれなかった。








「ああ、なんてことだ。それで、傷のほうは？　熱は出なかった？」


　翌日の夕方、昨夜の出来事を画廊に出勤してきた北森に報告すると、北森は大袈裟に表情を曇くもらせた。


「大袈裟ですよ。本当にたいしたことないので……」


　真生は包帯を巻いたほうの腕を背中に隠かくしながら、首を傾かしげておっとりと微笑ほほえむ。


　実は微び熱ねつがあるのだが、外見に反して体力に自信がある真生には気にもならない。


　老医師は真生が予想したよりもずっと腕が良くて、実に手て際ぎわよく処置をこなしてくれた。


　通院して毎日消毒するのが好ましいが、それが無理なら自分で丁寧に消毒するようにと言われ、痛み止めや化か膿のう予防の薬と替えの包帯などを大量に渡わたされた。


　抜ばつ糸しは五日後。それ以前でも、傷がちょっとでもおかしくなったらいつでも良いから来るようにと申し渡されている。


「抜糸が済むまでは、あまり力を入れないようにと言われたので、号数の大きな絵の移動はお任せしてもいいですか？　今日の分も実はそのままにしてあって……」


「うん、大丈夫。僕がやっておくから。──それにしても、相馬さんも困った人だ」


　ふうっと北森が深く息を吐はく。


　いつものわざとらしさが漂ただよう気き障ざな仕草とは違ちがい、本気で気に病やんでいる感じで、ちょっと印象的だった。


「相馬さん、どういう状じよう況きようなんですか？」


「見たとおりだよ。ちょっと名が売れただけで増長しすぎたんだな。あちこちの画廊とトラブルを起こしてね。その情報が流れて倦けん厭えんされはじめた上に、最近じゃ絵自体に気き迫はくが感じられなくなって、どこにも相手にされていないらしい」


「それで、やさぐれちゃってるわけですか」


「そう。どうも干された原因が画廊とのトラブルのせいだけだと思い込んでいるみたいだな。元々、少しばかり自信過か剰じようで思い込みの激しいタイプだったし……。以前は、それが作品にもうまく出ていたんだけどね」


「ああ、そんな感じでしたね」


　以前見たことのある相馬の絵は、派手な極ごく彩さい色しきで、生気に満ちあふれる作品ばかりだった。


　絵からあの独特の生気の勢いが失われたのなら、派手な色合いは見る人の目に下品としか映らないかもしれない。


「こればかりは自分で気づかなければどうしようもないからね。僕らの手には負えない。──とりあえず昨夜の件は沙々貴氏に報告して、二度と同じことが起きないよう手を打って貰もらうから。それと怪け我がの治療費のほうは相手があるから労災は難しいけど、画が廊ろう持ちってことにするよ。領収書なんかは全部保存しておいて」


「え、そこまでしていただくわけには……」


　自分のヘマが怪我の原因だけに、治療費まで出して貰うのはさすがに気がひける。


「駄目だよ。こういうことはきちんとしないと。僕が沙々貴氏から怒おこられてしまうからね」


　わかった？　と念を押され、真生はなんとなく釈しやく然ぜんとしないながらも渋しぶ々しぶ頷うなずいた。


「で、今日の分の荷物はどれ？」


「あ、こっちです。小さいのは処理したんですが、風かざ間まさんの三十号の新作があって……」


　画家から画廊に直接送られてくるのは、常時展示し販はん売ばいするための絵だ。


　現在活かつ躍やく中の画家の絵ではなく、売り出すあてもなく細々と絵を描かき続けている画家の卵の作品ばかりで、風間という画家もそのひとり。


　真生は本人に面識はなかったが、その作品は何度も扱あつかっている。


「またあの人か。どれ。……題名は『雪景』ね」


　人目につかないよう運送業者に奥のほうに立てかけて貰っていた絵を、北森は明るい場所に移動させてから、丁てい寧ねいに梱こん包ぽうを剝はがしていく。


「……これはまた……。なにを考えてるんだか……」


「すごい……。風間さん、がらりと雰ふん囲い気きを変えてきましたね」


　普ふ段だんの風間の絵はカラッと明るい色合いで、異国の街角や海岸沿いの光景などのモチーフがほとんどだったが、これは珍めずらしく和風の雰囲気で、とても静かな色合いの作品だった。


　まるで水すい墨ぼく画がのように色彩を極きよく端たんに抑おさえ、前面に描かれた雪が薄うすく積もった南天の実の赤と、雪雲の間から覗のぞく淡あわい青銀の空の対比が実に美しい。


「季節外れも良いいとこだ。相変わらずへそ曲がりだな。──まぁ、涼すずしげだから、これからの季節の受けはいいかもしれないけど」


「涼しげですか……。僕は、むしろほっとするような温かみを感じますけど」


「そう？」


「はい。長く降り続いていた雪が降り止やんだ瞬しゆん間かんって言うのかな。もうじき雪雲が強い風で吹ふき払はらわれて、明るい日差しが、こう、さぁっと射し込んでくるような雰囲気かなって……。──いいなぁ、この絵」


（……欲しい）


　買い取って、引っ越こして一ヶ月経たっても、どこかよそよそしいリビングに飾かざってみたい。


　部屋の広さからすると少し大きめだが、派手な色を使ってないから圧あつ迫ぱく感は感じないだろう。


（でも無理だよなぁ）


　常連客にお披ひ露ろ目めする前に、店員である自分が買うのはさすがにマナー違い反はんだ。


「風間さんの絵なら、すぐに売れますよね」


　売れる期間が予測できない他の画家達と違って、風間の絵は大たい抵ていが展示して一週間程度で引取先が決まる。沙々貴画廊では一押しの人気画家で、この人がどうしていまだに世間的知名度がないかが不思議なくらいなのだ。


「この絵、欲しいの？」


「はい。……でも立場はわかってますから……。諦あきらめます」


　しょんぼりと呟つぶやく。


　手に入らないと思うと、余計に欲しくなるものだ。


　真生は、二歩ほど後ろに下がると、未練がましく『雪景』を眺ながめた。


「随ずい分ぶんと気に入ったみたいだね」


　そんな真生を見て、北森が苦く笑しようする。


「それなら仕方ないな。買っても良いよ。特別に許可する」


「え、でも……。オーナーに知られたら店長が叱しかられるんじゃないですか？」


「そこはそれ、真生くんのためだから、危ない橋も渡りましょう」


　にっこりとフェロモンまみれの笑みを浮かべた北森が、意味ありげな視線を投げかけてきた。


（……そうきたか）


　絵は欲しいが、これじゃあ借りを作るみたいで面おも白しろくない。


「いえいえ、店長にご迷めい惑わくをかけるわけにはいきませんから。やっぱり諦めます」


　真生は営業用の微笑みで、おっとりとバリアーを張った。


「──真生くんは、本当に真面目まじめだね」


　北森は残念そうに肩かたをすくめた。


「まあ、冗じよう談だんはおいといて……。本当に買ってもいいんだよ。相馬さんのせいで怖こわい思いをさせたお詫わびってことにすれば、沙々貴氏も駄だ目めとは言わないと思うしね。──風間さんは、他の画家とは違って、ちょっと特とく殊しゆなケースだから……」


「特殊？」


「ん～、他の画家さん達より色々な面で切せつ迫ぱくしてないって意味で、ちょっと特殊。──あ、でも、社員割引はなしだよ。定価で買ってね。それと、持ち帰るのはしばらく画廊に展示した後」


「はい。わかりました。──ありがとうございます」


　北森に礼を言って軽く頭を下げながら、手に入れられるのが嬉うれしくて、気持ちはもう『雪景』のほうを向いている。


（これを持ってく前に、部屋を模様替がえすっか）


　真生はちょっと楽しい気分になったが、次の瞬間、腕うでの傷がジンワリと痛いた痒がゆく疼うずく。


（……ちっ、これじゃ今週は無理か）


　仕方ない、部屋の模様替えは抜ばつ糸しの後だ。


　この怪我のお陰かげで『雪景』が買えたんだし、災わざわい転じて福となすってことで良しとしよう。


　真生はスーツの上から、疼く腕をそうっと撫なでた。


　不意に、チリリ…と涼やかな音が、環かん境きよう音楽に紛まぎれるようにして画廊内に響ひびく。


　自動ドアが開くと鳴るように取りつけてある硝子ガラス製のドアベルの音だ。


「いらっしゃいませ」


　入ってきたスーツ姿の若い女性に、真生は愛あい想そよく声をかけたが、あっさり無視された。


　それどころか彼女は、あんた邪魔、と言わんばかりに真生をドンと突つき飛ばし、まっしぐらに北森へと駆かけ寄って行く。


「北森さん、聞いてぇ。彼ったら酷ひどいのよ」


「おやおや、今日はどうしたんだい？」


　北森は体当たりの勢いで駆け寄ってきた女性を抱だき留め、そのままカウンターへと誘さそった。


　こんな風に、まだ真生もいる時間帯に北森の客が駆け込んでくることがたまにある。


　会話を盗ぬすみ聞いた限りでは、画廊とはまったく関係のない、恋れん愛あいやら人生やらに関しての相談事をしにきているようで……。


（……な～にやってんだか）


　北森は天然ホストな人だし、滅めつ多たに来ない絵画目当ての客を黙だまって待っているよりも、ああいう人達の相手をしているほうが楽しいのかもしれない。


　短気な真生には、到とう底ていできない芸当だ。


（アホらし。酷い男だって言うんなら、他人に愚ぐ痴ちってねぇで、とっとと別れちまえ）


　だが北森は、けっこう親身になって相談に乗ってあげて励はげましているようだ。


　意外に人情に篤あついらしい。


「──真生くん、今日はもうあがっても良いよ」


　いきなり恋愛相談室へと変化してしまった画廊内で、徐じよ々じよに涙なみだ声ごえに変わっていく女性の声に真生が居い心地ごこち悪くしていると、北森が救いの声をかけてきた。


（ありがてぇ）


　定時までは少し早いが、真生は女性が本格的に泣き出す前に逃にげ出した。
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　それは水曜日のこと。


（……どうすっかな）


　仕事帰りにスーパーに寄った真生は、カートを押しながら夕食になにを食べるか悩なやんでいた。


　自分のためだけに凝こった料理を作る気にはならないし、あまり食欲もないから少量パックの総菜でも買って行こうと思ったのだが、どれもこれもやたらと不味まずそうに見える。


（食わねぇわけにいかねぇし……。仕方ねぇ、自分で作るか）


　腕の怪け我がを診みた医者から貧血気味だと指し摘てきされたし、できれば鉄分の多いものを食べたい。


　鉄分といったら、レバーは苦手だから、ほうれん草とあさり。


　いつものように無造作に左手を伸のばして食品棚だなからあさりのパックを取り、カートに放ほうり込もうとしたが、腕を曲げた瞬間に微かすかに痛みが走って、つい取り落としてしまう。


　が、床ゆかに落ちる前に、背後から伸びてきた誰だれかの手がパックを見事キャッチした。


「あ、すみません」


　真生は振ふり向きながら、キャッチしてくれた人に礼を言った。


　背後にいたのは、かなり大おお柄がらな男だった。


　男があさりをキャッチした姿勢のまま軽く屈かがんでいたせいで、振り向いた真生と顔をつき合わせるように至近距きよ離りに顔がある。


（……あれ？　こいつって）


　もの凄すごく見覚えがある顔だった。


　ダンガリーのシャツにジーンズ姿、床とこ屋やにご無ぶ沙さ汰たしてそうな中ちゆう途と半はん端ぱな長さの黒い髪かみに半分隠かくされた切れ長の瞳ひとみ、硬こう派はな印象を与あたえる引き結ばれた唇くちびる。


　どこかで確かに見た顔なのに、誰だかピンとこない。


「あ、いえ。──どうぞ」


　男は軽く身を引いてスッと姿勢良く立つと、真生のカートの中にあさりのパックを入れた。


　誰だったろうと真生がジロジロ眺めたせいか、男の頰ほおがなにやら赤くなっていく。


（……あ、やべ。誤解されたか？）


　気を持たせるようなことをするのはやばいが、やはりどうしても初対面とは思えない。


「あの……真生さん？」


　真生の視線に困こん惑わくしたように、男が真生の名を呼んだ。


　落ち着いたその低い声で、真生はやっとその男のことを思い出した。


「『オアシス』の用心棒……じゃなくて……えーっと……」


　とっさに名前を思い出せなくて困っていると、征永は微かに苦笑した。


「佐竹征永。征永と……。──腕の調子はいかがです」


「お陰様で順調です」


　にっこり微笑ほほえんで、包帯を巻いた腕を掲かかげてみせる。


　征永が持っているかごを覗のぞくと、キャベツや人にん参じんなどの食材があった。


「征永さん、料理なさるんですか」


「一応自じ炊すいなので……。炒いためるか、煮にるかぐらいの単純なことしかできませんが」


「へえ、じゃあ、家に食べに来ませんか？」


　不意に、そんな申し出が口をついて出た。


（お、こりゃ良いアイデアかも）


　真生は、この何気ない自分の申し出が気に入った。


　自分のためだけに作るとなると億おつ劫くうだが、食べさせる相手がいるなら別だ。


　食事のついでに、ちょっとした世間話でもできれば良い退屈しのぎにもなる。


「は？」


　一方、あまりに唐とう突とつな申し出に征永は困惑しているようだった。


「先日のお礼にご馳ち走そうしますよ」


「ですが、こんな突とつ然ぜんでは、ご家族にも迷めい惑わくでは？」


「ひとり暮らしなんで平気です。でも、これから買い物してそれで作るから、少し待ってて貰もらわなきゃならないけど。大だい丈じよう夫ぶですか？」


「それは平気ですが……」


　征永は、まだ戸と惑まどっている。


　せっかく見つけた暇ひま潰つぶしの種をここで逃がしてなるものか。


「じゃ、決まりですね」


　真生はにっこり微笑むと、勝手に断言してやった。





　ふたり並んで歩き、征永の買い物かごの中味を戻もどしながら、真生のカートの中に食材を放り込んでいく。


　レジを終えると、当然のように征永がレジ袋ぶくろを持って出口に向かった。


（お、気が利きくじゃねぇか）


　有う無むを言わさず医者に連れて行かれたことを実はかなり根に持っていたのだが、半分ぐらいなら水に流してやってもいいかもしれない。


「そういえば、征永さん、今日は『オアシス』へは？」


　征永の後を追って外に出た真生が聞いた。


「水曜は他のバイトがあるので」


「他って、どんな？」


「家庭教師ですよ」


「ふうん。なんだか普ふ通つうの大学生っぽいですね」


　ちょっと意外だ。


　がっしりした体格をしているし、ガテン系のバイトが似合いそうなのに。


「普通って？　俺、普通の大学生ですが」


「え？　だってママが司法浪ろう人にんだって……」


「浪人ではなく勉強中。司法試験は来年度に受ける予定です」


「じゃ、今は？」


「大学の三年です」


（なんだ、年下かよ）


　やたらどっしり構えて落ち着き払はらっているから、何年も司法浪人していて自分より年上なんだろうと思っていた。


「……年下に見えねぇ」


「良く言われます」


　思わずポロリと心の声を零こぼすと、征永は頭をかきつつ、ちょっと苦い顔をした。


「そういうわけなんで、普通にしゃべってくださって構わないですよ」


（普通つっても、たいしてかわんねぇしな）


　仕事相手への丁てい寧ねいな口調から、友達相手のちょっとラフな口調にスライドするだけ。


　家族相手のように、気楽にしゃべるわけにはいかない。


（……いや、そーでもねぇか）


　真生は、脇わきを歩く征永をちらっと見上げた。


『オアシス』で見み掛かける征永は、用心棒と呼ばれるにふさわしく実に寡か黙もくで、酔すい客きやく相手にもまったく態度を変えずに応対している。


（こいつだったら、ドン引きしねぇかも）


　以前失敗した友達とは顔を合わせるたびに気まずい思いをしたが、征永の場合、ドン引きされても彼が休みの日を狙ねらって『オアシス』を訪問するようにすれば顔を合わせずに済む。


　深いつき合いでもないから、今日限りで縁えんが切れても別に惜おしいこともない。


「なにか？」


　考え事をしていた真生の視線に気づいて、征永が聞いてくる。


「その前まえ髪がみ……」


「はい？」


「いつもは、上げてねぇの？」


　ものは試ためしと、恐おそる恐る素すのままの口調で話しかけてみる。


「はい。普ふ段だんはいつもこうです。店で前髪を上げているのは、ママの要望……いや、命令かな」


　征永は表情を変えることなくさらりと答えた。


「へえ、そっか。上げてるトコしか見てねぇから、さっきはすぐにわかんなかったぜ」


「ああ、それで戸惑ってたんですか」


（なんだ、全然平気そうじゃん）


　驚おどろきも戸惑いもない征永の態度に、真生はなんだか無む性しように嬉うれしくなった。


「おまえ、前髪上げてたほうが似合うぜ。そのほうが用心棒っぽいし」


　用心棒という言葉を口にすると、征永が不ふ愉ゆ快かいそうな顔をするのはわかっていた。


　だが、調子に乗っていた真生は構わず茶化してやる。


「用心棒じゃないと言ったでしょう」


　征永は、やっぱり少し不愉快そうな顔をした。


「ただのバイトです。あれはママの冗じよう談だんですよ」


「へえ。でもさ、ただのバイトにしちゃ、愛あい想そなさ過ぎじゃねぇ？」


「……そういう性分なので」


　憮ぶ然ぜんとして答える。


「ママに岡おか惚ぼれして、つきまとう客がいれば用心棒もやりますが、基本はただのバイトです」


「ふ～ん。じゃあ、普段はどんな仕事してんだ？」


『オアシス』で見掛ける征永は、なんだかいつも氷を砕くだいているようなイメージがある。


　むすっとした無表情のままで黙もく々もくとアイスピックを使う姿に、いかにも用心棒っぽいと納なつ得とくさせられたものだが、普通のバイトだと言うのなら、他の仕事もしてるんだろう。


「カクテルなんか作っちゃったりするわけ？」


「え？　ああ、そうか。真生さんは店で飲んだことはないんですね」


「そりゃそうだ。仕事中だぜ、さすがに飲めねぇよ」


「あの店にカクテル類やビールは置いてないんです。ウイスキーの専門店なので」


「へえ、初耳。随ずい分ぶんと珍めずらしい店だったんだ」


　ベタなバーだとばかり思っていた真生は本気で驚いた。


「はい。俺はあまり酒には詳くわしくないので受け売りなんですが、他の店じゃ手に入らない貴重な酒が揃そろってるとかで、遠くから飲みに来る方もいらっしゃいます」


「珍しい酒っつーと、密造酒？」


　面おも白しろそうな話になってきたと真生が浮うき浮きしながら聞くと、征永は僅わずかに目を細めた。


「……違ちがいます。本場の年代物とか、醸じよう造ぞう所じよが閉へい鎖さして製造中止になっている酒のことです」


「なんだよ、つまんねぇな。じゃ、征永はつまみでも作ってんのか」


「作る、というより盛ってます。ジャーキーやナッツやクラッカー類しか置いてないんで。あとは、ひたすら氷を丸く削けずるぐらいですか。──つまらないでしょう？」


「いや、そうでもねぇ。氷ってロックグラスに一個ころんと入ってる丸い奴やつのことだよな？」


「はい」


「あれを作んのは、けっこー楽しそうだ」


「そうですね。俺は楽しいです。でも、ママはそうでもないみたいですよ。俺が休む前の日には、少し多めに作ってストックしておいてくれって頼たのまれますし」


　単調な作業だから飽あきるのかもしれない、と征永が呟つぶやく。


「真生さんは大丈夫そうですか？」


「俺？　俺は……どうかな」


　ただひたすら何時間も氷を削り続けることを想像してみる。


「……うんざりすっかもな。──一個だけ作るんなら楽しそーだけど」


「だったら、店で試してみますか？」


「いいのか？」


「たまにやりたがるお客さんがいるときは、ママが面白がってやらせてあげてますね」


「お、いいぞ。じゃ、さっそく明日にでも」


「明日……ですか？」


　明日の夜もこれで時間がつぶせると真生は浮かれたが、征永の声には微び妙みような戸と惑まどいがあった。


「なんだよ。明日、店でなんかあんのか」


「いえ、特には。でも、来週のほうが良くありませんか？」


「なんでだ？」


「真生さん、仕事に関係なく店に来たら、お酒を飲まれるでしょう」


「あったりまえだろ。……俺が未成年に見えるってか？」


「見えません。ただ、アルコールは傷に悪いんじゃないかと」


「なんだ、んなことか。平気平気。もう全然痛くねぇし」


　ほらほら、と左ひだり腕うでを振ふってみせたが、征永は頑がんとして頷うなずかない。


「駄だ目めです」


（……けっ、融ゆう通ずうがきかねぇ奴）


　せっかく楽しい気分だったのにいきなり水をさされて、真生はしらけた。





　真生の部屋は築二年の五階建ての賃ちん貸たいマンションで、最上階の角部屋という好条件の物件だ。


　だが駅からはのんびり歩いて十五分で、遠くもなく近くもない微妙な距きよ離りにある。


　どうせ部屋を借りるのならと、真生は最初、駅に近いワンルームの物件を探したのだが、繁はん華か街がいに近すぎるだの、窮きゆう屈くつそうだの、一階は物ぶつ騒そうだのと家族総出でいちゃもんをつけられた。


　真生がどんなに反論しても、普段は穏おだやかで押しが弱いくせに、父も兄たちも強固に反対し続け、けっきょく真生のほうが根負けしてしまった。


　そして最終的に家族と折り合いがついたのが、築浅でオートロックに管理人常じよう駐ちゆうという、真生には少しばかり贅ぜい沢たくに思えるこの物件だった。


「どうぞ」


　家の中に入った真生は、部屋の灯あかりをつけながら征永を招き入れた。


「お邪じや魔まします。──へえ、かなり広いですね」


　玄げん関かんを入ってすぐのリビングダイニングを見て、征永は驚いたようだった。


「正直、持て余してんだ」


　カウンターで仕切られているキッチンと合わせると、十六畳じよう程度のスペースがある。


　食事を摂とるためのテーブル、くつろぐためのソファーや大きな観葉植物など、セオリー通りのものを放ほうり込んで適当に配置してはいるが、まるでモデルルームに住んでいるようで落ち着かないことこの上ない。


「あ、それ、こっち置いて。今日のメニューはボンゴレとサラダ、あとはスズキの香こう草そう蒸むしの予定だけど。──征永、好き嫌きらいは？」


　スーツの上着をソファーに放り投げた真生は、征永が床ゆかに置いた大きなレジ袋ぶくろから出したものをあちこちに収納しながら聞いた。


「ないです。なんでも食べますよ」


「じゃ、決まりな。一時間ぐらいかかるから、おまえはそっちでテレビでも見て待ってな」


　久々に腕うでがなると、真生は上じよう機き嫌げんで腕まくりをして、壁かべにかけていたエプロンを身につけた。


「いえ、手伝います」


（……げっ、ありがた迷めい惑わく）


　賃貸マンションのキッチンは、実家の広いキッチンとは比べものにならないほど狭せまい。


　大人ふたりがすれ違うのがやっとの空間に、自分よりでかいのがいるのは正直鬱うつ陶とうしい。


「気を遣つかわなくていーぞ」


「遣ってません。普ふ段だんテレビを見ない生活をしてるんで、向こうにいても逆に手持ちぶさたなんです。手伝わせてください」


「そうか。……じゃ、頼むか」


　真生は笑え顔がおを作りながらも、内心渋しぶ々しぶで頷いた。





　そして数分後。


「あ、てめぇ、なにする気だ！」


　蒸し物に使う生姜しようがをスライスしていた真生は、視界の端はしで征永の手の動く先を察知して、慌あわてて怒ど鳴なり、足でその脛すねを蹴けった。


（うっ、やべ。蹴っちまったよ）


　自分の城であるキッチンに立っているせいで、気が緩ゆるんで実家での癖くせが出てしまった。


「言われたとおり、水を汲くもうと思ったんですが」


　征永はピタリと手を止めた。


　蹴られたことにはまったく頓とん着ちやくしていないようで、真生の言葉に怪訝けげんそうな顔をしている。


「普ふ通つうの水道水でパスタ茹ゆでたら臭くさくなっちまうだろ。そっちの浄じよう水すい器きの水を使うんだよ」


「はい」


　気を悪くした様子もなく、真生に言われるままに征永が動く。


（……ふうん。こいつ、けっこう大物でやんの）


　理り不ふ尽じんなことで蹴られても平気でいられるとは驚おどろきだ。


　実家の父や兄たちは、真生が子供の頃ころから癇かん癪しやくを起こすのに慣れていたから怒おこらずに笑って済ませてくれていたが、普通だったら少しはムッとしても良さそうなものなのに……。


（いや、待てよ）


　用心棒という表現が良く似合うだけあって、征永は大きく表情を変えることがあまりない。


　単に表情が表に出にくい性格で、実際は怒ってるのかもしれない。


「次はなにをしましょうか？」


　水を汲んだ鍋なべをコンロにかけてから、征永が聞いてくる。


（試ためしてみっか）


　真生は悪戯いたずら心ごころを起こした。


「あー、じゃ、このほうれん草を洗って水切りしてから、青ネギは一センチ程度の小口切り、ベーコンは二、三センチ幅はば、あとエリンギは五ミリ程度にスライスな。それが終わったら、とりあえずベーコンだけをオリーブオイルでカリカリになるまで炒いためといてくれ」


　こんだけ一度に用事を言いつけられたら、どういう反応を示すだろう。


「あ、小口切りってわかるか？」


　真生は好こう奇き心しんに唆そそのかされるままに、征永の反応を窺うかがう。


「一応わかります」


　征永は、真生が拍ひよう子し抜ぬけするほど動じない。


　ただ黙もく々もくと、真生の言いつけをひとつずつこなしていく。


　真生がこんな風にまとめて言われたら、まとめて言うなと絶対にキレているのに……。


（鈍にぶいわけじゃねぇよな）


　ちょっとやそっとのことでは動じない性格なのは間ま違ちがいない。


（かなり便利な奴やつをめっけたのかもしんねぇぞ）


　なにも気負わずに、素すのままの性格で人と会話できるのは久しぶりだ。


　真生は自然に自分の頰ほおがほころんでいくのがわかった。


　思いがけないほどの開放感に、なんだか肩かたも軽くなる。


　上機嫌のまま、鼻歌を歌いつつ魚に下味をつけて皿に盛り、その上にスライスした生姜とネギの青い部分を載のせて蒸し器にセットする。


「手て際ぎわが良いですね」


　マイペースでせっせと材料を切っていた征永が、感心したように言った。


「以前は調理関係の仕事でも？」


「いや、必要に駆かられて覚えただけだ。お袋ふくろが早死にしたもんで」


　男所帯になった家の中、自分だけが家事をする暇ひまがあったんだと、家庭の事情を簡単に説明してやる。


「一番上の兄貴が嫁よめさん貰もらってお役御ご免めんになってさ、一ヶ月前に独立したってわけ」


「そうなんですか。──ひとりで寂さびしくないですか？」


「子供じゃねぇし、平気さ」


　ひとりのほうが気楽で良いと笑うと、征永はちょっとためらいながら言った。


「でも、真生さん、以前より少し瘦やせたでしょう？」


「……そうか？」


　体重計は持っていないから実際のところはわからないが、ひとり暮らしになって食事の量が減ったのは事実。


　服も少しだけゆるくなったような気がするが、その程度の変化に気づくとはなんとも目め敏ざとい。


「ま、生活が変わっちまったからな。ちょっとは変化するさ」


「それなら良いんですが」


「あ、その青ネギは魚料理に使うから別にしといてくれ。他はサラダ用な」


「はい。──たまに帰られるんですか？」


「こっちに引っ越こして以来、全然帰ってねぇよ」


　週に一度は家族から電話がかかってくる。


　そのたびに週末にでも帰っておいでと誘さそわれるが、真生は色々と理由をつけて帰っていない。


　兄あに嫁よめが管理するようになった家の中が、少しずつ変化していくのを見たくないのだ。


　帰るとしたら、ちょっとやそっとじゃ元通りにはならないぐらいに兄嫁が家の中を変えてしまった後にしたい。


　半年後か、一年後か……。


「だったら寂しいでしょう」


「だから寂しくねぇって言ってんだろうが」


「真生さんじゃなくて、ご家族がです」


「ああ、そっちか……。それもねぇだろ。兄嫁が入ってプラマイゼロだしな」


「人間関係は数字じゃないです。──家族ならば、なおさら」


　表情と同じように感情の乏とぼしい征永の口調が、妙みように真しん剣けん味みを増す。


　余計なお世話だと気楽に返すつもりだったのに、その口調が真剣すぎて気が削そがれた。


「……そういうもんかな」


　真生は、曖あい昧まいに呟つぶやいた。





　ふたり掛がけ用の正方形のダイニングテーブルに出来立ての料理を並べ、久しぶりの料理の出で来き映ばえを眺ながめた真生は「よし」と満足する。


「いただきます」


　ぱんと胸のところで手を合わせる。


　征永はテーブル下の太ふと股ももに、きちっと手を置いて軽く頭を下げながら、やはり「いただきます」と礼れい儀ぎ正しく呟いている。


（渋しぶい）


　ちょっとした仕草が落ち着いているから、年下だという感じがしない。


　パスタを一口食べて味の出来を確認してから、魚の取り分けにかかる。


「味、どうだ？」


「凄すごく美味おいしいです。こんなに美味しいものを食べるのは久しぶりですよ」


　征永はきちんと咀そ嚼しやくして食べたものをきちんと飲み込んでから、律りち儀ぎに感想を言った。


　ちゃんとした家で育ったんだなと、真生は感心する。


「だろ？　いっぱい食べな。──征永ってさ、あれだよな」


「あれ？」


「中高あたり、運動部だったろ？」


　上下関係の折り目のつけかたが、そんな感じだ。


　中学時代、陸上部に所属していた頃の後こう輩はいが、ちょうどこんな感じだった。


「それなら、今でもそうです」


「大学で？」


「はい。剣けん道どうをやってます。時間がないのであまり練習できずにいますが」


「お、さすが用心棒」


　剣道をやっているのなら、模も擬ぎ刀を持たせて構えさせてみたい。


　きっと凄くさまになって格かつ好こういいに違ちがいない。


　想像した真生がひとりでにやにやすると、征永はまたしても少し不ふ愉ゆ快かいそうな顔をした。


「……ただのバイトです」


「用心棒って言われんの、嫌きらいか？」


「好きではないです。暴力を生業なりわいにするつもりはありませんから」


「生業って……。堅かた苦くるしいねぇ。じゃ、なにを生業にするんだ？」


「弁護士です」


「うーわっ、すっげー似合わねぇ」


　遠えん慮りよ会え釈しやくなく思ったことをズバッと告げた。


　真生が知っている弁護士はふたり。


　実家と画が廊ろうの顧こ問もん弁護士で、どちらも良く言えば弁べん舌ぜつ爽さわやか、悪く言えば舌先三寸で、味方になって貰う分には実に頼たよりがいがあるが敵には回したくないタイプだ。


　彼らと同じようなことを、良く言えば生き真面目まじめ、悪く言えば堅苦しくて融ゆう通ずうが利きかなそうな征永にできるだろうか？


「……似合いませんか？」


「ああ。まぁ、弁護士つっても色々種類があるんだろーけど、ビジネス関係は向いてなさそ」


「刑けい事じのほうに行きたいのですが」


「もっと向いてないんじゃねぇの？」


　またしてもズバッと思ったことを言うと、征永は微かすかに眉まゆを動かした。


「どうせだったら検事のほうが向いてそ」


「友人達と同じことを言いますね」


「へえ、そうなのか」


「はい。事情があって罪を犯した者ならともかく、そうでない犯罪者の弁護なんか絶対無理だから、やめておけと……」


「俺もその友達に一票」


「……そうですか」


　ムッとするでなく萎しおれるでなく、征永は表情を変えずに言って中断していた食事を再開する。


「ん、この魚も美味しいですね」


「当然。最後に熱々のごま油をじゅっとかけるのがコツ」


　もっと食え、と魚を取り分けてやりながら聞いた。


「それでも、弁護士目指すんだろ？」


「はい。一度決めたことなので」


「そっか。ま、良いんじゃないの」


　真生はずっと家事一筋で生きてきて、就職でさえ家事の負担にならないようにと決めた。


　だから正直、なにかになりたいと一いち途ずに願う気持ちがどういうものかが良くわからない。


　画廊でも画家になりたいと強く願う学生に会うたびに、そういう熱意はどこから生まれてくるのだろうと不思議に思うぐらいだ。


　それらの熱意は、理解できないが故ゆえに、とても貴とうといもののように真生には感じられる。


「一途なのって格好いいと思うぜ。頑がん張ばれよ」


「ありがとうございます」


　真生の言葉に、征永は口元に微かな笑えみを浮うかべた。





　のんびりと話しながら食事を終え、ふたりで後片づけをする。


「さて、コーヒーでも淹いれるか」


　エプロンを外しながら真生が言うと、征永が「その前に」と待ったを入れた。


「なんだよ」


「その包帯、ちゃんとしておきましょう」


　さっきからずっと気になってたんですと言われて、真生は腕うでまくりしていたせいでむき出しになった左腕の包帯を見た。


　昨夜、ひとりで傷口を消毒して包帯を巻き直したのだが、片手だとうまく巻けなくて、すっかり緩ゆるんでしまっている。ネット包帯を買おうかとも考えたが、一週間程度のことだし服で隠かくれるからいいやとそのままにしてあった。


「平気平気。見た目が変でも、一応巻かれてんだから大だい丈じよう夫ぶ」


　真生がひらひらと左手を振ふると、その手首を征永がガシッとつかんだ。


「駄だ目めです」


「駄目って、あのなぁ……」


　反論する間もなくぐいっと背中を押され、肩かたを押さえられて強ごう引いんにソファーに座らされる。


「医者から貰もらってきた替かえの包帯やガーゼ類があったでしょう。どこですか？」


「カウンター下の棚たなの三段目。薬関係は全部そこに放ほうり込んであるけど……。でも、良いって。後で自分でやるからさ」


「駄目です。自分ではちゃんと巻けないんでしょう。──座って」


　腰こしを浮かしかけたところを、肩を押されて妨ぼう害がいされた。


（……駄目そうだな、こりゃ）


　料理中も後片づけの間も、はいはいと素す直なおに言うことを聞いてくれていたから忘れそうになっていたが、征永には妙に頑がん固こなところがあったんだった。


　医者に連れて行かれたときもそうだった。


　こっちがなにを言おうと聞く耳を持たず、駄目と言ったら絶対に駄目で決して譲ゆずらない。


　真生は口答えしても無む駄だそうだと諦あきらめて、自分で包帯を解きはじめた。


「おまえ、少し生意気だぞ」


　包帯類を取って戻もどってきた征永の足を軽く蹴ける。


「心配してるだけです」


　征永はまったく動じない。


　真生の隣となりに座ると、傷を覆おおっていたガーゼをそっと剝はがした。


「……真生さん」


　傷を見て、動きを止める。


「なんだよ」


「この傷、腫はれてませんか？」


　言われて、腕の傷を見たが、縫ぬった黒い糸の周囲と傷口が赤くなっているものの、真生の目には昨日とさほど変わってないように見える。


「縫ったせいだろ」


「ガーゼに血がついてますよ。縫ってから二日経たってるのに、これはちょっと……。失礼」


　傷の周囲に指がそっと触ふれた。


　水仕事の直後だからか、征永の指先はひんやりしていて気持ち良い。


「少し熱をもってるみたいですね。痛くないですか？」


「そりゃ、ちょっとは痛いけど、怪け我がしてんだから当然だろ」


「どんな風に痛みます？」


「むず痒がゆいのと痛いのと半々。治ってきてるせいだって」


「……たぶん違ちがうと思います」


　征永は消毒液を綿球に浸ひたすと傷の消毒をはじめた。


「染しみますか？」


「少し。──手慣れてんな」


「部活でたまにやってますから……」


　滅めつ菌きんされたガーゼを傷にあて、器用な手つきで包帯を巻いていく。


「明日、医者に行ってくださいね」


「明日？　抜ばつ糸しは土曜だぜ」


「この傷、俺には化か膿のうしてるように見えます。早めに一度診みて貰ってください」


「平気だって」


　大おお袈げ裟さだと真生が笑ったら、征永は厳しい顔になった。


「駄目です」


「あのなぁ……」


「怪我をした状じよう況きようが状況ですし、慎しん重ちようになったほうが良いい」


「大袈裟だって。すげー痛むわけじゃねぇし、大丈夫だ」


　ほら、と包帯を巻き終えた腕を振ってみせたら、ガシッとまた手首をつかまれて止められた。


「駄目です」


　伸のびすぎた黒い前まえ髪がみの下から、不思議に明るい色の目がじっと睨にらむように見つめている。


「……わかったよ」


　渋しぶ々しぶと、真生は頷うなずいた。








　そして、土曜日。


　真生は開店したばかりの『オアシス』の前にいた。


　そうっとドアを開けて中を覗のぞくと、まだ明るい時間帯なだけに客は来ておらず暇ひまそうにしているママの姿だけがある。


（征永はいねぇな）


　ほっとした真生は、大きくドアを開けた。


「こんにちは」


　おっとりと営業用の微笑ほほえみを浮かべ、カウンターの席が六つと、三人掛がけのテーブルが三つあるだけの狭せまい店内に入る。


「あら、真生くん。いらっしゃい。もう絵の交こう換かんの時期だった？」


「いえ、今日は仕事じゃなくプライベートで遊びに来ました」


　真生は、春向けのシャツとベージュのジーンズという普ふ段だん着ぎ姿を手の動きでアピールした。


「嬉うれしい。──そういえば、ゆきちゃんに聞いたんだけど、真生くん怪我したんですって？　もう大丈夫なの」


「ええ。ぼちぼちです。これ、ママさんに……。怪我したとき、バイト中の征永くんを延々お借りしてしまったお礼なんですけど」


　持ってきた風ふ呂ろ敷しき包みをテーブルに置いて解き、中の重箱の蓋ふたを開ける。


「店では料理しないような話をしてたから、夜食の賄まかないもないかと思って。差し入れです」


「あら、素す敵てき」


　中味は、三段重ねにしたサンドイッチを食べやすい大きさに切って桜の飾かざりがついた竹たけ串ぐしで留めたものと、デミグラスソース味のミートボール、くり貫ぬいたミディトマトの中にポテトサラダを詰つめたものなど、一口で食べられるようなものばかり。


　あいた時間に軽くつまんで食べられるようにと思ってのことだった。


「わざわざありがとう。料理上手なお母様にもお礼を言っておいてね」


（って、言われても……）


　真生は苦く笑しようした。


　この手の手の込んだ料理を作ったのが真生だとは、言われなければわからないのが普通だ。


「いえ。これは僕が……」


「え、そうなの。びっくり。あたしより料理上手じゃない」


　ママは驚おどろいて重箱の中味をまじまじと眺ながめている。


「お客さん、喜ぶわ」


「ええ？　お客さんに出しちゃうんですか」


　調理師免めん許きよを持っていない人間の調理したものを店に出しても大丈夫なんだろうか？


　心配になって真生が聞くと、ママは平気だと笑った。


　土曜日に来る客は、自分達でつまみを持ってくるような常連ばかりなのだそうだ。


「もちろん、あたし達もいただくからね。いつもは面めん倒どうでコンビニのお弁当とか食べちゃうから、こういうの嬉しい。──ありがたくちょうだいします」


　目を細めてママが笑う。


　大きな眼が細められると、目元に感じのいい笑い皺しわが寄り、愛あい嬌きようのある顔になる。


　たぶん四十代に達しているのだろうが、商しよう売ばい柄がら華はなやかでまだまだ若く見えた。


「嬉しいから、今日はサービスしてあげる。一杯ぱい目めは店の奢おごり。なにがいい？」


　重箱をカウンターの中に仕し舞まってから、ママが聞いてくる。


「ありがとうございます。……それじゃあ、お言葉に甘えて」


　進められるまま、カウンターの椅い子すに座る。


「ウイスキー以外は置いてないんでしたっけ？」


「ええ。あとはミネラルウォーターと炭酸水とウーロン茶だけ」


「じゃあ、ウーロン茶いただけますか」


「あら、飲めないの？」


「強くはないですが、飲めますよ。でも今日はちょっと……」


「医者で、まだ駄だ目めだと言われたんですか？」


　奥の休きゆう憩けい室しつから、ぬっと征永が現れた。


（ゲッ！　いたのか……）


　まだいないと思って安心していた真生は、ちょっと焦あせる。


「真生さん、今日抜糸だったんですよね」


「あ、いや実は、まだ……」


　思わず真生は、征永から見えないように左ひだり腕うでを身体からだの陰かげに隠かくした。


「やはり、化膿してたんですか？」


「うん、そう。そうなんだ。それで抜糸がずれ込んでて」


　ついつい微笑みがひきつってしまうのは、疚やましいせいだ。


　真生は、征永に医者に行けと言われた翌日、この程度のことで行く必要もないだろうと結局医者には行かなかった。


　だが、征永のほうの判断が正しかったらしく、日に日に傷の赤みも痛みも増して来て、画が廊ろうが休みの今日、我が慢まんできずに朝一番で三原医院に行った。


　そして、『あ～、こりゃあ大変だ。もう少し早く来てくれればねぇ』と医者に嘆なげかれつつ、最初よりずっと痛い治ち療りようを受ける羽目になったのだった。


　もちろん抜糸はまだまだ先、君の自己判断には任せられないからと、夜遅おそくても構わないから毎日消毒に通うようにと医者から厳命までされていた。


　なんとも格好悪くて、本当のことなんて言えやしない。


　それなのに、わざわざ『オアシス』まで来たのは、征永にちょっとした用があったからだ。


　当初の予定では、おまえは大袈裟なんだと、抜糸の済んだ傷を見せびらかしてやろうと思っていたのだが、残念ながらそれは断念せざるを得なくなってしまっている。


　手作りお重のお土産みやげは、そんな気まずさの表れだったりする。


「いやだ、化膿だなんて……。傷が残っちゃうんじゃないの？」


「最初から、この傷は残るって言われてますから」


　医者からは、治療が一通り終わったら知り合いの形成外科を紹しよう介かいしようかと言われていたが、真生は二度も医者にかかるのが面倒くさいから必要ないと断っていた。


　その話をすると、ママが泣きそうな顔をした。


「そんな……。なおすべきよ。勿もつ体たいない！」


（勿体ねぇって言われてもなぁ）


　正直、余計なお世話だ。


　本人がどうでも良いと思ってるんだから、ほっといて欲しいのだが、それを言ったらもっと悲しそうな顔をされるだろう。


「そうですか？　それなら、治ってからもう一度検討してみます」


「ぜひ、そうして」


　愛あい想そ笑いを浮うかべて心にもないことを言ったら、ママは少し安心したようだった。


「……検討だけですか？」


　が、征永は騙だまされずに、疑わしそうな視線を向けてくる。


「このバカ。余計なこと言ってんじゃねぇよ」


　真生は、ママが背中を向けて飲み物の準備をしている隙すきに小さな声でそう言うと、軽く征永の足を蹴けった。


　征永は黙だまったまま、愉ゆ快かいそうに小さく苦笑していた。





　その後、しばらくすると常連客がポツポツと店を訪おとずれてきた。


　征永が言っていたとおりで、客の目当てはカウンター奥の棚たなに並んだウイスキーの数々で、馬ば鹿か騒さわぎすることもなく静かに酒の味を楽しんでいる。


　ロックグラスに浮かんだ氷をゆっくり揺ゆらしながら、ママを中心に常連客同士がのんびりと会話をかわし合い、味わうように酒を口に含ふくむ。


　そんな客の姿を見ていると、特に酒好きでもない真生もなんだか飲みたいような気分になってくるから不思議だ。


「……美味うまそ」


「駄目です」


　真生が小声で呟つぶやくと、カウンター内で氷を削けずっていた征永が即そく座ざに答えた。


「美味そうっつっただけだ。飲むって言ってねぇからな」


　フンと鼻息を荒あらくして、ウーロン茶を飲む。


（いい加減、帰るか）


　常連客が三人ほど来た時点でママが重箱を出してみんなにご馳ち走そうしはじめたものだから、提供者の真生は礼を言われたり、色々質問されたりでついつい帰りそびれてしまっていた。


　だが既すでに一時間以上も経たち、客の興味も本来の目的の酒に戻もどったし、そろそろ帰り時だろう。


「退たい屈くつそうですね」


　そう思ったとき、征永が話しかけてきた。


「氷を丸く削ってみますか？」


　征永の手の平の上には、お世辞にも丸いとは言えない氷の固まりが載のっていた。


「やりやすいように、大まかな角は落としておきましたから」


　氷とアイスピックが入ったボールが、真生の目の前に置かれる。


「この手て袋ぶくろも、どうぞ」


　調理用なのだろう。透とう明めいなビニール素材の手袋を手て渡わたされる。


　素知らぬふりをして準備していたとはなかなか心こころ憎にくいことをする奴やつだ。


「さんきゅ」


　どれ、と手袋をして氷を手の平に載せ、征永がやっていたようにアイスピックでガツガツ削ってみた。


「あ、もうちょっとソフトに……。手を怪け我がしますよ。傷に響ひびくようなら即やめてください」


「うっせーよ。平気だって」


　ちょっと黙ってろと言い置いてから、黙もく々もくと削る。


　だが想像していたより、うまく削れない。


（……うげげ）


　五分後、真生は氷をボールの中にころんと戻した。


「あ、もう飽あきました？」


　新しい氷を削っていた征永が、真生の手元を覗のぞき込んだ。


「違ちがう！　手が冷たいから休んでんだ。おまえ、冷たくねぇの？」


「このぐらいなら平気です。我慢できなくなったら、ぬるま湯で温めたりもしますが。──今日はこれぐらいにしましょうか」


　征永は、ひょいっとボールごと氷を持っていってしまった。


「あ、まだ途と中ちゆう」


「駄目です」


　怪我のせいで血流が悪くなっているのかもしれないと、征永はあっさり却きやつ下かした。


「続きはまた今度」


「……わかったよ」


　真生は諦あきらめて手袋を外した。


「あら、もう止やめちゃったの？」


　ママが自分のグラスを持って、真生の隣となりの席に座る。


「残念ながら、征永くんに没ぼつ収しゆうされました」


「続きは怪我が治った後と言うことで」


「そうね。今度は自分が削った氷でお酒を飲んでいってよ。──今日みたいにご馳ち走そう持ってきてくれるんなら、飲み代をおまけしちゃうし」


「本当ですか？」


「ええ、本当よ。お客さんも大喜びだったし、あたしも嬉うれしいしね」


（そりゃ、いいや）


　平日は無理だが、土曜日なら可能だ。


　これで退屈な休日の暇ひま潰つぶしのネタがひとつできた。


「それじゃあ、是ぜ非ひ」


「約束よ。──うちのお酒、美味おいしいんだから……。試ためしにちょっとだけ飲んでみる？」


　ママが持っているグラスを軽く揺らすと、カランと氷の澄すんだ音が響いた。


「あ、じゃあ……」


「駄目です」


　ちょっとだけ、と真生が続ける前に征永が制止する。


（邪じや魔ましやがって……）


　真生はムッとして睨にらんだが、征永は全然動じない。


「怪我が治るまでは駄だ目めですよ」


「……だそうです」


「真生くんって、ちょっと酔よわせてみたいタイプなのに、残念」


（まったくだ）


　酔わされるのは勘かん弁べんだが、グラスから漂ただよってくる香かおりには好こう奇き心しんをそそられる。


「征永くんに聞くまで知らなかったんですけど、この店って珍めずらしいウイスキーばかり置いてるんだそうですね」


「ええ。父の代から、ウイスキー専門でやってるの」


「へえ、歴史があるんですね。だから特別な酒が手に入るんですか？」


「それもあるけど、最近は沙々貴さんのルートからのほうが多いわ」


「え、オーナーが？　あの人、酒しゆ販はんのほうにも手を出してたんですか」


「違うの。商売じゃないのよ。個人輸入したのを安価で譲ゆずってくれるの。ひとりで飲むより、味のわかる同好の士と飲んだほうが楽しいからって……。月に二、三度は飲みにこられるわよ」


「そうだったんですか」


（金持ちはやることが違うぜ）


　たぶん画が廊ろうのオーナーと同じように趣しゆ味みの一いつ環かんなんだろう。


「うちは大助かりなんだけど、三百万以上するお酒を、十万でどう？　なんてポンと譲られると、さすがにびびっちゃうわ」


「でしょうね。わかります」


　真生も思わずしみじみと頷うなずいてしまった。


　画廊でも似たようなことがあったのだ。


　使ってくれと持ってきてくれた花か瓶びんが一千万以上するガレだったり、ロッカールームが殺風景だからと持ってきた絵がピカソ晩年の作品だったりと心臓に悪いことこの上ない。


　そんな話をママにしたら、「金銭感覚がわたしたちとはまったく違うのよね」と、ため息混じりに感想を言った。


「向こうは気楽なもんなんだから、ゆきちゃんも堅かた苦くるしく考えないで甘えちゃえばいいのよ」


「いえ、そういうわけには……」


　黙々と氷を削っていた征永が、手を止めて軽く首を振ふる。


「征永くんが、なにか？」


「ん？　以前、飲みにいらしたときに、沙々貴さんがゆきちゃんに援えん助じよしようかって言ってくれたの。でも、ゆきちゃんったらあっさり断っちゃったのよ。勿もつ体たいない」


「援助って言うと、金銭面のですか？」


「そう。ゆきちゃん、かなりの苦学生なのよ。今住んでるアパートなんて四よ畳じよう半はん。しかも今どき、キッチンやバス、トイレが共用なんですって。信じられないでしょう」


「……そういう部屋、まだあるんですねぇ」


　真生は、思わず素す直なおな感想を口走った。


「あります」


　征永は憮ぶ然ぜんとした。


「叔父おじが所有してる学生用の物件に住まわせて貰もらってるんです。学費は出世払ばらいで世話になってますが、他はバイトでなんとかなってるので、これ以上の援助は必要ありません」


「でも、勉強する時間があまりないんじゃないの？　司法試験の勉強って大変だって聞くし、合格するまでは勉強に専念できる環かん境きようがあったほうがいいのに」


「来年の試験に向けて計画的に勉強していますから大だい丈じよう夫ぶですよ。──でも、心配していただけてありがたいと思ってます」


　征永は微かすかに笑えんで、軽く頭を下げた。


「もう、これだもん。真生くんからも、なんか言ってやってよ」


　とりつく島がないと、ママが軽くふてる。


「なんかって言われても……」


　征永が大丈夫だと言っているのなら大丈夫なんだろう。


　有言実行タイプだろうと思うし……。


「征永くんみたいなタイプは、援助で逆に恩義を感じすぎてストレスになるかもしれませんよ」


「ああ、それはありそうだ」


　真生の意見に、征永が微かに苦く笑しようしつつ感想を漏もらした。


「もう、男の子ってわかんないなぁ」


　甘えちゃえばいいのにと未練がましく呟つぶやくママを、真生はまあまあと宥なだめた。


　やがて常連客に呼ばれてママはテーブル席に戻もどって行った。


「おかわりを作りましょうか？」


　空のグラスに視線を向けた征永に聞かれて、真生は首を横に振った。


「いいよ。水っぱらになっちまう。──そんなことよりさ」


　カウンターに両りよう肘ひじをつき、声が周囲に聞こえないよう征永に心持ち近づく。


「おまえ、マジで苦学生なんだよな？」


「……そう改めて聞かれると返事に困ります。とりあえず飢うえて死ぬ心配はありませんし」


「とりあえずって言う時点で苦学生なんだよ。──だったらさ、またうちにメシ食いに来いよ」


「は？」


「『オアシス』が休みの水曜にさ」


　ママの話を聞いたときから、真生はこれを言いたくてうずうずしていた。


　と言うよりも、そもそも最初から征永にこの申し出をするために、気まずさを押して『オアシス』を訪おとずれたのだ。


『駄目です』攻こう撃げきのせいで不ふ愉ゆ快かいな部分もあったが、この前の征永との食事は真生にとってかなり効果的な癒いやしになっていた。


　久しぶりに人のために料理を作れて、しかも素すのままの態度で振る舞まえたことで、肩かたに重くのしかかっていたストレスが軽減したのを実感できたからだ。


　友達がいたら、きっとこんな感じに気晴らしできてたんだろうと思う。


（おまえ、俺の友達になれ！　なんて命令は、さすがにできねぇし）


　いい歳としした大人の言う台詞せりふじゃない。


　こんなに都合のいい奴やつを放ほうっておく手はないが、どうやってもう一度家に引き込んで良いのかがわからず、実は困っていたのだ。


　ママのお陰かげで良い口実ができた。


「ですが、ご迷めい惑わくでは？」


「迷惑じゃねぇよ。ひとり分もふたり分もやることに大差ねぇし……。実際、そうすれば一食分浮うくんだし、おまえだって助かるだろ？」


「それは確かに。しかし……」


　征永は珍しく歯切れが悪い。


　もう一押しだと、真生は更さらに身を乗り出した。


「うちのオーナーの融ゆう資し話ばなしとは違ちがうんだ、気楽に考えな。──美味うまいもの食わせてやるぜぇ」


「う～ん、随ずい分ぶんと魅み力りよく的な申し出ですね」


「そうだろ。断るのは勿体ないよな？　ってことで、決まりな」


「え？」


　征永が迷っているにもかかわらず、真生は断言した。


「急な用事ができて来れねぇときは、携けい帯たいに連れん絡らくくれればいいからさ」


　ひとつ大きなため息をついてから、征永が頷く。


「……わかりました」


「これ、俺の携帯番号。おまえのは？」


　真生は仕事で使っている名めい刺しに携帯ナンバーを書き込んで征永に渡わたした。


「俺、携帯持ってないんですよ」


「へえ、めっずらしー。じゃ、家の電話は？」


「それもないです。アパートの共有電話で呼び出して貰ってるんで」


「すげー、おまえって、本物の苦学生な」


「……感心されるようなこととは思えないんですが」


　真生が珍しいものを見るような目で眺ながめたら、征永はむすっと不愉快そうな顔をしていた。




　　　　４







「こんばんは」


　真生が『オアシス』のドアを開けると、既すでに常連客が数名、ママを囲むようにしてテーブル席に座っていた。


「真生くん、いらっしゃい」


　普ふ通つうのバーの場合、ひとりで飲みに来た人はカウンター席に座ることのほうが多いが、この店の常連客は他の客との相席をむしろ楽しみにしているようで好んでテーブル席を使いたがる。


　腕うでの怪け我ががすっかり治ったこの頃ころには、真生を悩なやませていたストレスの数々はすっかり消え失うせていた。


　水曜日は征永に夕食を食べさせ、土曜日には征永とママ、ふたり分の賄まかないプラス常連客用のつまみを持って店に遊びに行く。


　そんなサイクルがすっかり出来上がっていたお陰だった。


　料理を提供するのは週に二日だが、実際はそれ以外の日も次はなにを作ろうかと考えたり、料理の仕込みをしたりと、けっこうやることがある。


　退たい屈くつだとため息をつくことは、もうなかった。


「今日はなにを持って来てくれたんだ？」


　顔かお馴な染じみになった常連客がニコニコしながら真生に聞いた。


　真生は持ってきた紙かみ袋ぶくろから重箱を取り出すと、テーブルの上に置いて蓋ふたを開ける。


「先週、甘いものも欲しいって声が聞こえてきたんで、レアチーズケーキ風味のシュークリームと、後はオーソドックスに生ハムのアボカド巻きと牡蠣かきのオリーブオイル漬づけ。──お口に合うと良いんですが」


　常連客に営業用の微笑ほほえみを向けてからカウンターに座った真生は、紙袋ごと征永に渡した。


「ほらよ、ママとおまえの分」


「ありがとうございます。──今日はなにを飲みますか？」


「ふつ～のやつ」


　軽く顔をしかめて言うと、征永が微かに笑った。


「まだ拗すねてるんですか？」


「ほっとけ」


　先週の土曜日、ママから店でも良いほうの酒だと言われて、あるウイスキーをほんのちょっとだけ飲ませて貰ったのだが、これが真生の味覚には全然合わなかった。


　そのウイスキーの特とく徴ちようでもある、長期間熟成させるために使うシェリー樽だるの香かおりが鼻について全然美味おいしいと思えなかったのだ。


　そのせいでママや常連客達から、味覚が開発されてないと散々からかわれた。


「それじゃ、国産のウイスキーにしましょうか。癖くせがなくて飲みやすいのがありますよ」


「じゃ、それ。──征永が飲んでんの見たことねぇけど、店の酒の味、全部わかんの？」


「お世話になりたての頃に、これも勉強だと一通り味見させていただいたので」


「へえ。じゃ、たまに飲んだりもするんだ」


「いえ、それはないです」


「なんで」


「特に美味しいと感じなかったし、飲んでも全然酔よわないので、飲む意味がないんですよ」


「酔わないって、そんな飲んでねぇんだろ？」


「いえ、たぶん味見だけでボトルで一本以上は飲んでいたと思います。それでも酔わなかったし美味いとも思わなかったので、良い酒を飲ませるのは勿もつ体たいないと店中の顰ひん蹙しゆくを買いまして」


　それ以来、ここでは一いつ滴てきも飲んでません、と征永が憮ぶ然ぜんとした顔で言う。


「……俺、ママ達の気持ち、わかるなー」


『オアシス』のウイスキーは高い。


　酒屋でも買えるようなランクのウイスキーを飲んでいれば普通の飲み代でも収まるのだが、ビンテージ物やプレミアがついているようなウイスキーに手を出し始めると一晩でそれなりの飲み代になってしまう。


　そんな高い酒を、美味いと言うわけでも酔っぱらうわけでもなく、味の違いだけを確かめるために黙もく々もくと飲むなど、酒好きの人間にとっては暴挙に他ほかならないだろう。


「俺の料理を食った奴がさ、美味いとか不味まずいとか言わねぇで、ただ使った調味料を淡たん々たんと並べ立ててったらむかつくしな」


「変な喩たとえですね。……真生さんの料理に関しては、いつでも本当に美味しくいただいてますから。──どうぞ」


　真生の目の前に、使い込まれた樽材のコースターが置かれ、その上にウイスキーのグラスが載のせられた。


「おう、さんきゅ。──当然だ。俺の料理がまずいわけねぇからな」


　真生は自信たっぷりに威い張ばった。








「だから平気だって言ってんのに……。うぜぇよ、おまえ。もう良いから、帰れ」


　真生は、隣となりを歩く征永の硬かたい脇わき腹ばらを拳こぶしでつつく。


「駄だ目めです。そういうわけにはいきません。家までちゃんと送りますよ」


　征永は頑がんとして譲ゆずらない。


「ったく、女じゃねぇんだから、送って貰もらう必要はねぇって言ったのによ」


　真生はふてくされていた。


　いつもより酔っているようだから、真生を家まで送るようにと征永に命じたのはママだ。


　酔っているとはいえ、長年の習慣のたまもので化けの皮を剝はがさず大人しく振ふる舞っていたせいで、真生はその場で断り切れなかった。


　その分、帰る道すがら征永に当たり散らしているのだ。


「なあ、おい。俺、ひとりで歩けねぇぐらい酔ってるように見えるか？」


　真生は征永を見上げて聞く。


「……見えます」


　征永は、いきなり真生の腕をつかんでグッと引き寄せる。


「な、なんだよ」


　急なことで踏ふん張れずに、真生はよろっと横に動いた。


「前。危ないですから」


　言われて前を見ると、電信柱に立てかけられた風ふう俗ぞくの立て看板。


「………………ども」


　深夜で人ひと気けのなくなった歩道の真ん中を堂々と歩いているつもりだったのに、もう少しで道路っぱたの看板と正面衝しよう突とつ。


　真生は、渋しぶ々しぶながらもママの判断の正しさを認めざるを得なかった。


「俺が酔ってるのは、おまえのせいだ」


「いきなりですね。どうしてです？」


「今日の酒……美味うまかったのが悪い」


　真生は店でのことを思い出してムッとした。


　これまではいつも、真生が飲む酒をママが選んでくれていた。


　だが、ママが選ぶ年代もののウイスキーは、樽の香りがつきすぎていていつも少々取っつきにくかったのだ。


　その点、今日、征永が選んでくれたウイスキーには鼻につく香りがあまりなく、フルーティーな甘い味わいで凄すごく飲みやすかった。


　そのせいでついつい杯はいを重ねすぎ、しかもまたママや常連客からやっぱり味覚が未熟だとからかわれてしまった。


「極ごく上じよう品ひんを美味いって感じられねぇのは、なんかやな感じだよなぁ」


「そうですか？　味覚なんて育った環かん境きようによるでしょうし、気にすることもないと思いますが」


「だからさ、極上品を美味いって感じられねぇのは、その育った環境ってやつが庶しよ民みん臭くさいってことだろーが？」


「そう……なりますかね」


「なるよ」


「じゃあ、俺は？　どれも美味いと感じないのは、庶民以下ってことに？」


「そりゃそうだ。用心棒だからな」


「……意味が通じてませんよ？」


「細かいことは気にすんな」


　真生が威張ると、頭の上のほうで微かすかな笑い声が聞こえた。


（ご機き嫌げんじゃん）


　初対面の印象のままに、征永はその感情を表情にはあまり出さないタイプだが、最近ではふたりでいるときに限って笑い声を聞かせてくれるようになっていた。


　なつかれているような気がして嬉うれしかった。





「それじゃあ、俺はこれで」


　マンション前に到とう着ちやくすると、征永が言った。


「寄ってけよ。コーヒーぐらい飲ませるぜ」


「いえ、もう遅おそいですし。これを──」


　持っていた紙かみ袋ぶくろを差し出す腕うでを、真生はむんずと両腕で抱かかえ込んだ。


「いーから、寄ってけって」


　抱え込んだまま引っ張って、マンションのエレベーターに乗って部屋まで連れて行く。


　征永は酔っぱらいには敵かなわないとでも思ったのか、黙だまってついてきた。


「よし、じゃあ、俺さまがコーヒーでも淹いれてやるから」


　酔っぱらった勢いで意味もなく威張ってからキッチンに向かおうとすると、征永に紙袋を手て渡わたされた。


「これ、今日の重箱と、ママからのお裾すそ分わけで薫くん製せいの牛タンが入ってます」


「お裾分け？」


「常連の三み鷹たかさんが北海道出張のお土産みやげにくれたものです。白しら樺かばのチップで薫製にしてあるんだそうですよ。貰ったその日にお客さんにお裾分けして、それでも残ったので真生さんにと」


「へえ、良いのかな」


「はい。ママは薫製が苦手みたいなので」


　俺も少し貰いました、と征永が言う。


「ふうん。苦手か……」


　真生は、紙袋からラップでくるまれた薫製を取り出して眺ながめた。


「そっか。味覚にだって得手不得手はあるもんな」


　よしっと勢い込んで、キッチンに向かう。


「コーヒーは止やめだ。これをつまみにして、もうちょい飲もうぜ」


「え？　あ、真生さん、包丁は駄目です。俺がやりますから」


「なんでだよ」


「酔ってるからです。また怪け我がしますよ」


「ばっかやろう。おまえ、生意気だぞ。少しぐらい酔ってるからって、この俺さまがんなヘマするわけねぇだろうが」


「とにかく、駄目です。──こっちに座って指示だけしてください」


　征永は、真生の腕をつかむとカウンターの丸まる椅い子すに座らせた。


「ったく、うぜー奴やつ」


　真生がぶつぶつと文句を言ったが、征永はまったく動じない。


「で、これをスライスすれば良いんですね？」


「おう。あと冷蔵庫にチーズとプチトマトも入ってるから、それも切って盛れ。食しよつ器き棚だなの一番上の大皿にだぞ。あ、それと生ハムが残ってるから、ルッコラを巻いて飾かざり串ぐしで押さえとけ」


「ルッコラ？」


「ゴマの味のする葉っぱだ。先々週、食わせたぞ。忘れたとか言ったら承知しねぇからな」


「それなら覚えてます。これでしょう？」


　征永が冷蔵庫から取り出した野菜を真生に見せる。


「よし」


　真生は満足そうに頷うなずいた。


　その後も、カウンターに両りよう肘ひじをつき、首を伸のばしてキッチン内を覗のぞき込みながら、切り方や盛りつけの仕方などをあれこれと命令口調で指示した。


　理り不ふ尽じんな命令口調に征永が嫌いやな顔をしないで大人しく従ってくれるのが楽しくて、必要以上についつい絡からんでしまう。


（……俺、酔よってるかなぁ）


　いつもより図ずう々ずうしさの度合いが上がっているような気もするが、それが酔っぱらっているせいかどうか自分でも良くわからない。


　実家の家族達があまり酒を飲まない人達だったこともあって、真生もたしなむ程度にしか飲んだことがなく、本当の意味で酔ったことがなかったのだ。


　だから今も、なんとなく頭がふらふらするものの酔っているという実感があまり湧わかない。


「できました。これで大だい丈じよう夫ぶですか？」


　真生の命令通りに盛りつけた大皿を、征永はカウンターに置いた。


「おう、上出来。やりゃできるじゃねぇか」


「先生がいいもので」


「まあな。──じゃ、あとは酒だな。冷蔵庫の中段に白ワインが入ってるから。グラスは食器棚の手前のそれ」


　真生が指さしたのは、丸みを帯びた背の低い普ふ通つうのグラス。


「ワイングラスぐらい買っときゃ良かったな」


　せっかく料理がうまくできたのに、画が竜りよう点てん睛せいを欠くようでつまらない。


「綺き麗れいなグラスじゃないですか。これで充じゆう分ぶんですよ」


「そっか」


　征永に言われて、あっさり機嫌が直る。


「向こうに運んだほうがいいですね」


　食事をするときはカウンター脇わきのテーブルだが、普ふ段だんから食後にまったりコーヒーを飲んだりするときは、のんびりできるようリビング側のソファーを使う。


「おう。──コルク抜ぬきはどこ仕し舞まったっけかな」


　普段まったく使わないものだけにピンと来ない。


　真生があちこち捜さがしている間に、征永はリビングのローテーブルに準備した料理を並べた。


「あった、これこれ」


　キッチンの引き出しから、スーパーの販はん促そく品ひんで貰もらったコルク抜きを見つけだすと、真生は三人掛がけ用の大きなソファーの真ん中に意味もなくばふっと勢い良く座った。


「やりますよ」


　テーブルを挟はさんで向かい側、敷しき物ものの上に直接座った征永が手を伸ばしてくる。


「いいよ、こんぐらい。……征永は普段、友達とどんな酒飲んでんだ？」


　真生はボトルを手に取り、封ふうを開けながら聞いてみる。


「普通にビールや酎ちゆうハイですね。たまに日本酒も少し」


「美味うまい？」


「日本酒は美味いと思います」


「ふうん。じゃ、ビールや酎ハイは美味くねぇんだ」


「不味まずくもありませんが」


「よし、わかった」


　ポンッと小気味よい音を立てて、コルクが抜けた。


「じゃ、これは絶対美味いぞ。なんせ、沙々貴氏に貰ったやつだからな」


　沙々貴氏も貰い物だと言っていたが、あれほどの人物に贈おくられたものが不味いわけがない。


　赤白二本入りのギフトで北森と分けたのだが、ラベルを見た北森が「これは凄いね」と口笛を吹ふいていたから、真生が知らないだけできっと有名なワインなんだろう。


　金色がかった白ワインをグラスに注ぎ、「さあ飲め」と押し出す。


　苦く笑しようしてグラスを手に取った征永は、ワインの香かおりを嗅かぐとちょっと意外そうな顔をした。


「シナモンみたいな甘い香りがしますね。──では、いただきます」


「どうだ？」


「……美味いです。酸味が柔やわらかくてコクがあって」


「だろ」


　真生も自分のグラスに注いで、ワインを飲んでみる。


「お、ホント美味いな」


　征永の言うとおりで、辛から口くちでコクがある。


　芳ほう醇じゆんな香りがするから、ごく自然にゆっくり時間をかけて飲んでしまうワインだ。


「征永は絶対白ワインならいけるだろーと思ったんだ。ワイン使った料理は好きだしな」


「それでいきなり飲もうなんて言い出したんですか？」


「そ。今日、美味い酒を選んで貰った礼だ」


「どうも。……でも勿もつ体たいなくはないですか？」


「なにが」


「酔わない人間に、こんな高価なワインを飲ませるのが」


「べっつに。美味くも不味くもないと思ってるんなら勿体ねぇけど、美味いんだろ？」


「はい。とても」


「それならいーんだよ。──ほら、じゃんじゃん飲めよ」


　真生はボトルを手に取ると、征永が手にしたグラスに無理矢理ワインを継つぎ足そうとしたが、


「いや、そういう飲み方はさすがに勿体ないです」


　征永に生き真面目まじめな調子でたしなめられた





　微かすかに、頰ほおがむず痒がゆい気がした。


　頰に手をあてようとしたら、頰と手の間になにかが挟まっていて届かない。


（ん？　なんだ）


　確かめようと、真生が目を開けるより先にそれは逃にげて行ってしまう。


　まぁいいかと、もう一度眠ねむりに入ろうとしたら、今度は肩かたを揺ゆすられた。


「……真生さん、起きてください」


「んあぁ？」


　真生がしっかり目を開けると、目の前には困ったような征永の顔。


「ベッドで寝ねたほうがいいですよ。俺、もう帰りますから」


「かえる？」


　真生はぼやっと寝ぼけたまま起きあがって、時計を見る。


　最初から酔っていたし、自宅の気楽さもあって、いつの間にかソファーにごろんと横になって眠ってしまっていたらしい。


　剣けん道どうの防具の洗せん濯たくの話を征永に聞いていた途と中ちゆうから記き憶おくがない。


　テーブルの上に載のっていた料理の皿などは、既すでに綺麗に片づけられていた。


（やっぱ便利な奴やつ）


　征永のこういう細やかな気き遣づかいを、真生はかなり気に入っている。


「もう二時過ぎか。今から帰るのも面めん倒どうだろ？　泊とまってけよ」


　征永のアパートはここから駅を挟んだ反対側にあって、徒歩圏けん内ないだが三十分程度はかかる。


「いえ、そういうわけには」


「風邪かぜ引くような季節でもねぇし、ソファーで寝れるだろ？　なんだったらベッド譲ゆずるけど？」


「さすがに、それは……」


「じゃ、ソファーに決まりな。寝る前にシャワー使うよな」


　断言すると、真生は立ち上がって伸びをしながら聞いた。


「ありがとうございます。ですが、やはり今日はこれで……」


「明日、なんか用事でもあんのか？」


「いえ」


「じゃ、遠えん慮りよしねぇで泊まってけよ。美味い朝飯食わしてやっからさ」


　タオルを用意しようと寝しん室しつに向かいかけたら、腕うでをつかまれて止められた。


「いえ、本当に帰りますから」


（なんだ、こいつ。俺さまの善意を無視するってか……）


　駄だ目めです、と妙みような頑がん固こぶりを発揮することはあっても、今までは真生の勧すすめを断るようなことはなかった。


（征永のくせに生意気な）


　良かれと思って泊まって行けと言ってやっているのに……。


　真生は本気でムッとした。


「いびきがすげぇとか、枕まくらがかわると眠れねぇとか、あんのか？」


　ムッとした勢いのままズイッと歩み寄り、征永の胸を指でドンとつつく。


「いえ、それはないですが……」


　征永は真生につつかれるたびに後ずさり、やがて壁かべに背中をつけた。


「じゃあ、なんでだよ。ああ？」


　真生は、困こん惑わくしている征永の顔を見上げて精せい一いつ杯ぱいすごんでみせる。


「いえ、ですから……。──枕とかではなく、違ちがう意味で眠れないと思うので」


　征永は諦あきらめたように、ため息混じりの声で言った。


「なんだ、それ」


「真生さんが、俺に寝ね顔がおなんか見せるからいけない」


「は？」


「そろそろ限界です。あなたに酷ひどいことをしてしまう前に、帰ります」


「酷いこと？」


　征永と『酷いこと』という言葉のイメージはうまく重ならない。


　ここ一ひと月つきあまりのつき合いで、店での寡か黙もくな出いで立ち同様に、内面も実に自己制せい御ぎよが行き届いた性格なのだということがわかっていたから……。


「わけわかんねぇ」


「真生さん、意外に鈍にぶいですね」


　真生がふてくされると、征永がちょっと驚おどろいたように言った。


「ああ？　馬ば鹿かにしてんのか？」


「いえ、そうではなくて……。あなたぐらい綺き麗れいな人なら、こういうこともけっこうあるんじゃないかと思ってたものですから」


「こういうことって、なんだよ？」


「だから、こういうことです」


　征永は、ふてくされて見上げていた真生の唇くちびるに、軽く触ふれるだけのキスをした。


「俺は、あなたのことが好きなんですよ。──驚かせてすみません」


　びっくりして言葉もない真生に、ちょっと困った笑えみを浮うかべる。


「……いや、別に、いーけど」


（あー、つまりラブだってことな）


　確かに、そんじょそこらの女よりずっと儚はかなげな雰ふん囲い気きの外見をしているせいか、今までにも何度か男から迫せまられたことはあった。


　でも征永がまさかそういうことを言い出すなんて、予想外すぎてまったく気づかなかった。


　って言うか、正直、今でもピンとこない。


「で、征永。これはなんの冗じよう談だんだ？」


　冗談にしては質が悪いとムッとして睨にらむと、


「信じてないんですか。酷いな」


　征永も微かに不ふ愉ゆ快かいそうな顔をする。


「うっせーよ。じゃ、聞くけどな。いつから惚ほれてたんだ？」


「店ではじめて会ったときから気になってました」


「ほらな。やっぱ、それ有り得ねぇから」


「どうしてです？」


「だっておまえ、俺のこの性格知ってもドン引きしなかったじゃねぇか」


　今まで迫ってきた奴らは、もれなく儚げでひ弱そうな外見とそれに応じた性格を演じている真生に惹ひかれていたようで、しつこく迫られて鬱うつ陶とうしくなった真生が、ちょっと本来の性格の片へん鱗りんを覗のぞかせ林りん檎ごを片手で砕くだいて見せたりすると一気にドン引きして、騙だまされた、裏切られたと傷ついた顔をして逃げて行った。


　でも征永は、真生が外見を裏切るべらんめぇ口調でしゃべろうが、蹴けろうが、眉まゆひとつ動かさずに平然としている。


　真生には、それが自分に対して特別な感情を抱いだいていなかった証しよう拠このように思える。


「ったく、せっかく楽しかったのに台無しだ」


「俺もです。楽しかった。……だから、この関係を崩くずさないためにも言わずにおこうと思ってたんですが、まさか信じても貰もらえないとは……」


　征永は、かなり不愉快そうに口を引き結んだ。


（……へえ、珍めずらしー）


　普ふ段だんの征永は、顔の筋肉が未発達なんじゃないかと思えるほど表情に乏とぼしい。


　笑うにしてもムッとするにしても、最小限の動きしか見せないのに、今は感情があからさまに表情に出ている。


　征永の眉み間けんに寄った皺しわやきつく引き結ばれた唇が珍しくて、真生はついつい身を乗り出して観察してしまっていた。


（い～い顔だよな～）


　色々と厄やつ介かい事ごとの多い母親似の自分の顔を特に嫌きらいだと思ったことはないが、どうせ生まれてくるなら、こういう男おとこ臭くさい顔に生まれてきたかった。


　そのほうがいろんな意味で楽だったろうし……。


「な、なんなんですか？」


　無神経にもズイッと顔を近づけてきた真生に、征永がうろたえる。


「いや、おまえがそこまで表情変えるの珍しいからさ」


「……意を決しての告白を悪い冗じよう談だん扱あつかいにされたら、さすがにきますよ」


　征永は不愉快そうな顔のままで、いきなり真生を乱暴に抱だき寄せた。


「ちょっ……っんん………」


　いきなり唇を奪うばわれて、真生は驚いて目を見開いた。


　腰こしを抱き寄せる力強い腕、頭を固定する大きな手の感かん触しよく。


　だが、密着した自分より大きな身体からだに嫌けん悪お感は感じなかった。


　むしろ支えられているという安心感のほうが強くて心地ここち良くさえある。


「……ふっ……んん……」


　乱暴に抱き寄せたわりに、征永のキスは優やさしかった。


　真生が許容するかどうか、その反応を確かめるように徐じよ々じよに深く口づけてくる。


（やべ、気持ち良いいかも）


　意外にも巧たくみなキスに、自然にまぶたが落ちる。


　真生は、はじめてつき合った女の子とキスをしたときのことを不意に思い出した。


　これぐらいしても大だい丈じよう夫ぶか、嫌いやがられないかな、気持ち良いと思ってくれるかなと不安に駆かられながら不器用にキスをしたときの、あのドキドキする気持ち……。


「──これで、冗談じゃないってわかってくれましたか？」


　征永は唇を離はなすと、名残なごり惜おしそうに真生の唇の端はしにあるほくろを舌先で舐なめた。


（うわっ）


　その途と端たん、ドクッと鼓こ動どうが跳はね上がる。


「……俺、今すげードキドキしてるぜ」


　男相手にこんなキスははじめてだから、考えようによってはこれも一種のファーストキス。


　そう考えれば、ドキドキするのも当然かもしれない。


　息苦しくなるほどのこんな感覚は、一生のうちでそう何度も体験できるものじゃない。


「気に入った。俺、男もいけるのかも……。なぁ、征永、もう一回」


　調子に乗った真生は、自分から顔を近づけてキスをねだった。


「ま、真生さん？」


　が、征永は逆に引いてしまう。


「なんだよ。自分からしかけといて逃にげるってのか？」


「いえ、そうではなくて……。真生さん、俺の言ったこと、本当に理解してます？」


「まかせろ。今のキスでわかった。──おまえ、俺が好きなんだよな」


「そうです。真生さんは？」


「嫌いじゃねぇけど……」


「好きでもないと？　だったら、これ以上挑ちよう発はつしないでください。キスで止まらなくなったら困るでしょう？」


「う～ん、どうかな。今のけっこう気持ち良かったし……」


　身体が密着するほど抱きしめられるのも、ディープなキスも平気だった。


　と言うか、むしろ心地良かったから、もうちょい進んでも平気かもしれない。


「試ためしてみないことにはわかんねぇや」


「…………あなたって人は」


　征永は絶句した後で、深くなが～いため息をついた。


「真生さんは無神経で、しかも大おお雑ざつ把ぱすぎます。俺はあなたのそういうところがむしろ好きですが、でも自分のことに関してぐらいはもう少し後先考えて行動して欲しいですよ」


「なんだ、そりゃ」


（聞き捨てならねぇ）


　まぁ、確かに征永が嫌いやがるとわかっていることをわざと口にして面おも白しろがってるから、無神経という評価は甘んじて受けてやってもいい。


　だが、大雑把は聞き捨てならない。


「この俺さまのどこが大雑把だって？　マメでなきゃ料理なんてできねぇんだぞ」


「確かに料理はお上手ですが、他のことは大雑把じゃないですか。包帯の巻き方は適当だし、医者にも真面目まじめに通わないし……。三原先生、最後には呆あきれてましたよ」


「三原先生って……。おまえ、まさか、わざわざ聞きに行ったのか？」


　今ではすっかり癒いえた腕うでの傷だが、化か膿のうして以降の治ち療りよう期間はけっこう長引いた。


　一度の失敗で懲こりてなかった真生が、抜ばつ糸しを終えた後にもう一度見せにくるように言われたのをシカトして、もう一度悪化させたからだ。


　征永にばれるとうるさいと思って内ない緒しよにしていたのだが、直接聞かれていたとは……。


「薄うす気き味みわりぃことすんな！」


　真生が怒おこって怒ど鳴なると、征永は落ち着き払はらった態度で「違ちがいます」と静かに首を振ふった。


「三原先生もうちの常連なんです。俺が聞かなくても、飲みながら色々と話してくれましたよ」


「あのジジイ、チクリやがって……」


　チッと舌打ちすると、微かすかに呆れた顔をされた。


「真生さん、自分勝手が過ぎますよ」


「うるせぇ、ば～か。俺に説教すんじゃねぇ。おまえ、生意気だぞ」


　たしなめるような口調が気に障さわって真生が悪態をつくと、征永は「すみません」と小さく苦く笑しようする。


「ふん。わかりゃいいんだ」


　真生は意味もなく威い張ばった。


　大雑把で無神経、更さらには自分勝手と酷ひどい言われようだが、そこまでわかっていても征永の態度は最初の頃ころから全然変わってない。


（むしろ好きだってか……）


　家族以外の人間に素のままの自分を好きだと言って貰えるのはこれがはじめてだ。


　真生は勝手に緩ゆるんでくる顔を隠かくすために口元に手をやった。


「さっきの話の続きだけどな」


「はい？」


「はっきり好きだとは言えねぇけど、おまえのことはかなり気に入ってんだ。おまえが側そばにいると退たい屈くつしねぇし、色々便利だからな。──だからな、一回試しにやってみようぜ」


「……真生さん、実はまだ酔よってるでしょう？」


「一ひと眠ねむりしたし、もう醒さめてるって」


　真生は口元を隠していた手を外すと、征永にニッと笑いかける。


「俺、男とは寝ねたことねぇから、ちょっと興味もあるしさ。試してみて良かったらおまえとつき合ってやるよ」


　喜ぶだろうと思ったのに、征永は不ふ愉ゆ快かいそうな顔に逆ぎやく戻もどりしてしまった。


「正気ですか？」


「あったりまえだろ」


「それは……駄だ目めです」


「なんでだよ？」


「自分を安売りするような真似は感心しません」


「安売りって……」


　真生はぽかんと口をあける。


　今どきの大学生が言う言葉とは思えない。


　古くさくて、堅かた苦くるしくて、それが逆になんだか格好良いような気さえしてくる。


「おまえ、マジで面白いなぁ」


　真生は腕を伸のばすと、征永の首を無理矢理引き寄せ強ごう引いんにキスしてやった。


「ま、真生さん！」


　唇くちびるを離すと、征永は真っ赤になってうろたえている。


　真生は無む性しように楽しい気分になった。


「安売りする気なんかねぇぞ。逆だ逆。──俺がおまえを試してやるって言ってやってるんじゃねぇか。もっとありがたがれ」


　身体を押しつけるようにして体重を預け、もう一度キスしてやろうと首を引き寄せた。


　だが、すんでのところで逃げられ、唇ではなく頰ほおに唇があたる。


（このやろう）


　無言の抵てい抗こうにむかついた真生は、そのまま征永の首をがぶりとやった。


「ちょっ、真生さん！」


　赤くなって慌あわてた征永に、ぐいっと引き剝はがされる。


「おまえ、往おう生じよう際ぎわが悪いよ。俺とやりたくねぇの？」


「それは……。──でも、酔いが醒めたときに後こう悔かいしませんか？」


「酔ってねぇって言ってるだろうが。しつこいんだよ。ば～か」


　真生が悪態をつくと、征永は苦笑した。


「それなら良いんですが……」


　苦笑したままの唇がゆっくり下りてくる。


　真生は目を閉じて、その唇の感かん触しよくを確かめた。





　一いつ緒しよにシャワーを使おうかと誘さそったら、赤くなってうろたえた征永に断られた。


　仕方なく先にシャワーを使って、征永が戻もどってくるのをベッドの上でぼんやりと待つ。


　短気な真生はすぐに待ちくたびれて、ふわ～っと大口あけてあくびをした。


「──眠そうですね」


　ちょうど戻ってきた征永がそれを目もく撃げきして苦笑する。


「このまま寝ちゃいますか？」


「うわっ、この状態でそれを言うか？」


　自分の裸はだかの胸に手をあてながら、真生は呆れた。


　どうせ脱ぬぐんだからと面めん倒どうで、タオルを腰こしに巻いたきりでパジャマを着ていなかったのだ。


「俺、色気ねぇか？　あ!!　それとも、やっぱ好きなのは顔だけで、男の身体からだはごめんだとかいうんじゃねぇだろーな」


「言いませんが、この状じよう況きようはあまり色気がないかもしれませんね」


　苦笑されて、真生は我が身を見る。


（う～ん、そうか。これはやっぱまずいか……）


　はじめて寝る女の子が、ベッドの上で半はん裸らで偉えらそうにあぐらをかいて待っていたら、自分でも引くかもしれない。


「んじゃ、部屋に入ってくるところから、やり直すか？」


「このままで良いですよ。──寒くないですか？」


　苦笑しながら征永はベッドに腰を下ろし、真生の裸の肩かたに触ふれてくる。


「別に。……あ、やっぱ、ちょっと寒かったか……」


　征永の手の平の熱さに、自分の身体がすっかり冷えていたことに気づいた。


　気温は高くないが梅雨間近で湿しつ度どが高いのが嫌いやで空調をかけっぱなしにしていたから、部屋もそれなりに冷えていたようだ。


「おまえ、あったけーな」


　更なる温かさを求めて真生がぎゅっと自分から抱だきついていくと、征永は赤くなった。


「けっこー照れ屋。あ、まさか童どう貞ていだったりしないよな？　俺、痛いのは嫌だぞ」


「経験はありますが……。好きな人相手ははじめてなので、さすがに緊きん張ちようします」


「ふ～ん、そういうもんか」


　赤くなった征永の首筋にかぷっと嚙かみついてやったら、痛かったのかひっぺがされた。


「真生さんは緊張しませんか？」


　征永が真生の首筋に顔を埋うずめながら聞いてくる。


「ん……別に……。男とすんのはじめてだから、逆にどうなんのかけっこう興きよう味み津しん々しん」


「……好こう奇き心しんが旺おう盛せいなのはけっこうですが、本当に後悔しませんか？」


「おまえ、しつっこいよ」


　この期ごに及およんでのこの台詞せりふに、真生はムッとした。


　征永の背中に腕うでを回して、無理矢理引っ張ってベッドに一緒に倒たおれ込む。


「いい加減観念しろ」


　体重をかけないよう真生の頭の脇わきについた手で上半身を支えながら、征永は苦笑した。


「わかりました。観念します」


「よし」


　真生が威張ると、苦笑したまま唇を寄せてくる。


「……んん……」


　征永の首にしがみついて絡からんでくる舌の動きを追っていた真生は、身体のラインをなぞって確かめるように動く征永の手の感触に思わず身み震ぶるいした。


　左ひだり腕うでの傷きず痕あとを指が確かめるようになぞり、柔やわらかな二の腕の内側にキスされる。


　その途と端たん、真生の身体にゾクッと甘い痺しびれが走った。


「……あ……うわっ……」


（……うっそ、やっぱ、なんか勝手が違う）


　こんなところも感じるんだと、ちょっとびっくりした。


「はあっ、……ふ……んん……」


　征永が身体の上で動くたび、身体のあちこちが甘く痺れる。


　女を相手にするときは、次はどうやって気持ち良くさせてあげようかとそれなりに考えていたせいか、行こう為い中もどこか冷めた部分が頭の中に残っていた。


　でも今は完全に受け身に徹てつしているせいか、肌はだから感じられる感覚だけに意識が占しめられてしまって逆にぼんやりしていく。


「……あ……や……」


　乳首を執しつ拗ように嬲なぶっていた唇が下に降りていき、かわりに指先がそこをいじくる。


「……イッ」


　敏びん感かんになっていた部分を指先でつまむように探さぐられて、真生は思わず小さな悲鳴をあげた。


「あ、すみません。痛かったですか」


　その途端、征永が顔を上げて心配そうに顔を覗のぞき込んでくる。


「ばっか、こんぐらいで反応して止やめんなよ。……もー、せっかくその気になりかけてたのに、しらけるじゃねぇか」


　続けろよと威い張ばると、征永は苦笑しながら言うとおりにしてくれた。


「……ん……。おまえの手、なんかゴツゴツしてねぇか？」


　身体を探る征永の手の感触は、真生自身の手よりずっと硬かたい。


「剣けん道どうをやってるせいでしょう。──師し匠しように言わせると、手の平が硬いのは未熟の証明で、達人は柔らかいそうです」


　また怒おこられると思っているのか、行為を続けながら残念そうに征永が答えた。


「その師匠……ふ……、手、柔らけーの？」


「……そういえば硬いですね」


「じゃ、それっておまえにハッパかけるための噓うそ……だ。……硬い手は努力してる証しよう拠こなんだし、それでいいんじゃねぇの。──あ、ちょっ……」


　硬い手の平に熱くなりかけていたものを握にぎり込まれ、真生は思わず征永の肩にしがみついた。


「真生さんのそういうところ、とても好きですよ」


「あ……んん……っ……」


　大きな手でこすり上げられて、簡単にそこに熱が集まっていってしまう。


「あ、うそっ……いきそ。……ちょっ……」


　自分でも驚おどろくぐらい反応が速い。


「我が慢まんしないでいってください。何度でも気持ち良くさせてあげますから……」


　征永の手首をつかんで止めようとしたが、耳元で低く囁ささやかれて自じ慢まんの握あく力りよくが萎なえてしまう。


　無骨な硬い手が、意外なほど繊せん細さいに動いて、熱を高めていく。


「……んん……あっ……ゆきながぁ」


　今まで感じたことのない熱い高ぶりに、真生はたまらずに征永にしがみついた。


「真生さん、すごく可愛かわいい」


　珍めずらしく微かすかにうわずった声でそう呟つぶやくと、深く口づけてくる。


「ん…ふっ………んん──っ！」


　口こう腔こう内を荒あら々あらしく探られ、きつくこすり上げられて、真生はたまらずに熱を解放した。


（あ……なんか、もーすげーきもちいい）


　フワフワした気分のまま、征永のキスを唇くちびるや頰ほおに受けながら真生はうっとりしていた。


　身体ごと全部委ゆだね、任せきってしまうことがこんなに気持ち良いなんて……。


（……でもこの場合、俺も征永にやってやんねぇとまずいのかな）


　正直、面倒くさい。


　このまま眠ってしまいたいところなのだが、太ふと股ももに征永の熱いものが当たっていて、さすがにそれは鬼おにかと思う。


「……俺も、おまえのやってやろーか？」


　ついつい声に面倒くさい気分が滲にじみ出てしまうのは愛あい嬌きようだ。


「いえ、あの……。できれば、こちらを」


「うわっ」


　硬い指先で後ろを探られて、真生は思わず首をすくめた。


（そっか、そーだよな）


　征永がそこを使いたい気持ちもわかる。


　征永とやると決意したときに、その覚かく悟ごもちょっとはあったのだが……。


「おまえの、それ、入るのか？」


　身体からだに比例してでかい征永のものを、真生は恐おそる恐る指さした。


「……慣らせばなんとか」


（慣れるもんか？）


　未知の領域だけに微び妙みようだ。


　ムリムリ絶対ムリと、真生の心の中で声がする。


　でも、自分からやろうと誘さそった手前、ここで怖おじ気づくのも格好悪い。


「試ためしてやってもいーけど、痛かったら即そくやめるからな」


　空元気で威張ってみせると、征永は「善処します」と神しん妙みように頷うなずいた。


　そして、しばらく経たってから……。


「うっそ、ちょっと、それ待て」


　お尻しりを突つき出すように四つん這ばいにさせられた真生は、後ろに柔らかで濡ぬれた感かん触しよくを覚えた。


「んなトコ、舐なめるなっ！」


　さすがにビビって、逃にげようとずり上がりかけたが、腰こしをつかまれて止められる。


「でも慣らさないと……」


「指ですりゃいーだろ」


「駄だ目めです。このままじゃ指でも辛つらい」


「うわっ……や……」


　押さえ込まれたまま、真生はそこを征永の舌がなぞるように動くのを感じた。


　緊きん張ちようしてしまって、逆に力が入ってしまう。


「大だい丈じよう夫ぶですから。全部任せて……」


　征永は、宥なだめるように前をやんわり刺し激げきしながら、舌で入り口を丹たん念ねんになぞる。


（征永めー、後で覚えてろよ）


　ジタバタするのもみっともないと、真生は肌が粟あわ立だつのを感じながらじっと我慢した。


　しばらくして、


「……あ……うそ……んん……」


　奇き妙みような感覚が、そこから広がってきた。


　ぬるぬると舌で嬲られるたび、むず痒がゆいようななんとも言えない不思議な感覚が生まれてきてそこが疼うずくのを感じる。


「柔らかくなってきましたね」


　舌が離はなれると同時に征永の声が聞こえ、やがて濡らされた指がするりと中に入ってくる。


「や……んん……っ……」


　指が中をかき回すたびに、得も言われぬ甘さが身体に染しみ渡わたってくる。


「……ひゃっ……あ……そこ……」


　指が中のある一部分を探ると、身体中に甘い痺れが走った。


「ここ……ですか？」


「あ、ん……そこ……はっ……んん───っ」


　いつの間にか増やされた指先で探られ、えぐるように強くこすり上げられると、あまりの良さに身体から力が抜ぬけていく。


　それは前をいじられるのとはまったく別種の快感。


　熱が溜たまるのではなく、身体それ自体が熱くなってとろけてしまいそうだ。


　腕うでで上半身を支えることもできなくなって、真生はシーツにぺたっと頰を押しつけた。


「あ…んん……もう。……ふっ……」


「真生さん、気持ち良い？」


　背中を征永の舌が這っていく。


「…あ……あ……あ……」


　真生はたまらずゾクゾクと身み震ぶるいした。


「んン……いい。も……や……」


　今まで知らなかった甘い感覚に、我知らず涙なみだが零こぼれて視界が滲にじむ。


　征永の指が中で動くたびに、そこから湧わき上がってくる快感に身体中が支配されて自由が利きかなくなる。


「やぁ……ゆきなが……やだ……」


　真生は、これ以上はおかしくなりそうだからなんとかしろと、涙なみだ声ごえで征永に訴うつたえた。


　が、「駄目ですよ」といつもよりは幾いく分ぶん甘い声で拒きよ絶ぜつされる。


「な……んで……あ──」


「真生さん、痛いのは嫌いやだと言ったでしょう？」


　もっと慣らさないと、と仰あお向むけに戻もどされ、更さらに指が増やされた。


「ばっ……あ……んふ……」


　増えた指がゆっくり中をかき回す甘い感覚が真生の身を震ふるわせる。


「かなり、感じてくれてるみたいですね」


　後ろを刺激されてすっかり張りつめていた真生のものに、征永の手が添そえられた。


　堪たえ切れずに先せん端たんから滲み出ていた雫しずくを舌先で舐め取られる。


「んん……んっ……」


　後ほんの少しの刺激でいける。


　そんな期待に真生は息を詰つめたが、征永はあっさりとそれから離れた。


「あ、やっ……」


　休むことなく中を刺激する指が醸かもし出す熱に、真生は正直ギブ気味だった。


　一回いって熱を放ってしまいたい。


「……もっとそこ……触さわって……」


　懇こん願がんしながらも、我慢できずに自分で触ふれようとしたが、両手をつかまれて止められた。


「駄目です」


「な……んで……だよ」


「ここだけで、もっと感じられるようにならないと後が辛いですから……」


「あとぉ？　なんだよ、それ……って、ちょっ……」


　指の腹で感じるところを刺激されて言葉が止まった。


「あ……っ…いい。……イキそ……。──んっ」


　そのまま何度もきつく擦こすり上げられ、電流のような快感が身体中を走り、真生はあっさり二度目の絶頂を迎むかえていた。


　これで少し楽になると、一いつ瞬しゆんの開放感にほっとしたのもつかの間、


「……あ……あっ……。う……そ…」


　身体の中に留まる指が再び動き出すと、あっさりと熱がまた溜まっていく。


　放ったばかりだというのに、萎なえるどころか再び張りつめてひくついている自分の身体の反応が信じられない。


　しかも、さっきよりずっと反応も速いし、身体も熱い。


（どうなってんだ？）


　真生の戸と惑まどいには構わず、征永は行こう為いを続けている。


「ふッ……まて、ちょっ……ゆきなが！」


　中を犯す指の感覚と身体の上を這う唇の愛あい撫ぶに流されそうになりながらも、真生は征永の肩かたを叩たたいて必死で名を呼んだ。


「なんです？」


　征永は動きを止めると、少し不ふ愉ゆ快かいそうに顔を上げた。


「も、いいから、入れろ」


　これ以上こんなことを続けてたら頭がおかしくなりそうだ。


「駄目です。……たぶん、まだ痛いですよ」


「痛くてもいーから、とっとと入れて、さっさと終わらせろよ」


　こんなのがずっと続くぐらいなら、痛いのを我が慢まんしたほうがまし。


　正直言って、真生は徐じよ々じよに高ぶりを増していく自分の身体の反応に途と方ほうに暮れていた。


　未知の領域だけに、このまま続けたら自分がどうなるのか予想がつかなくて怖こわい。


　やる前に感じていた男相手のセックスに対する好こう奇き心しんはすっかり萎えていた。


　だが、征永は頷うなずかなかった。


「嫌です」


「意地張るなよ。おまえだって、もうギンギンじゃねぇか」


「お気き遣づかいなく。こんな風にあなたに触れるだけで充じゆう分ぶんに幸せですから……。試してやると言ったのは真生さんですよ。大人しく試されてください」


「しっかり堪たん能のうした。ご馳ち走そう様さまだ。……だから、な？　とっとと終わらせろってば」


「お断りします。こんな機会はもうないかもしれないんだから手は抜きません」


「料理じゃねぇんだから、少しぐらい手を抜いても平気だって」


　な？　と、宥めるように薄うす笑わらいを浮うかべたが、征永はやっぱり頷かない。


「本当に大おお雑ざつ把ぱですね。──これも料理と同じですよ。しっかり下準備したほうが、ずっと長く、深く楽しめる」


　短気を起こさないで、もっと俺を感じてくださいと、征永がゆっくり顔を近づけてくる。


「ちょっ……──んっ……ふ……」


　口答えしかけた唇くちびるをふさがれ、抵てい抗こうする間もなく再開された愛撫に身体からだの力が抜けていく。


（このばか！　覚えてろよっ!!）


　言葉を奪うばわれた真生は、声にならない怒ど声せいを心の中に響ひびかせた。





「……あ……っ…………んん……」


　もう何度いかされたのか自分でもわからない。


　まるで波のように、身体の奥から絶え間なく甘い感覚が何度も押し寄せてくる。


　身体中が発熱しそうなほど熱く脈打っていて、征永に触れられたところからぐずぐずにとろけてしまいそうだった。


　真生は許容量を超こえた感覚にのぼせ、すでに意識は半ば朦もう朧ろうとしていた。


「少しだけ、我慢してくださいね」


　足を抱かかえ上げられ、舌と指で散々慣らされた部分に熱いものを押しあてられる。


「ん。……あ……あ……やぁ……」


　力強くゆっくりとこじ開けるようにして、征永が押し入ってくる。


「真生さん、痛いですか？」


　真生は首を左右に振ふった。


　圧あつ迫ぱく感かんは感じるが、痛くはない。


「じゃあ、気持ち良い？」


　聞かれて、素す直なおに頷く。


　指とは比べものにならない熱い存在感を、真生の身体は嬉き々きとして呑のみ込んでいた。


　根本まで押し込むと、征永は動きを止めた。


「…あ…あ……。ゆきながぁ……」


　押し広げられたところが、ドクドクと熱く脈打つ。


「やだ……もっと……うごいて……」


　たまらずに真生は征永の首にしがみつき、甘えるように懇願した。


「もちろん、そのつもりです」


　征永は身体を密着させて、真生の反応を確かめるようにゆっくり動き出した。


「真生さんには、もっと充分に俺を味わって貰もらわないと……」


「……んっ」


　耳元に熱い吐と息いきを受けて、真生はブルッと身震いする。


　もう不安も恐きよう怖ふも感じない。


　真生は強く抱だきしめてくる熱い身体がもたらす感覚だけに支配され、ただただ無む我が夢中でその甘い感覚を味わい続けていた。








　そして、翌朝。


（……あ～、昨夜は間ま違ちがいなく酔よっぱらってたな）


　目覚めた真生は、生まれてはじめての激しい二日ふつか酔よいの頭痛に見み舞まわれていた。


　額を抱えながらのろのろとベッドの上に起きあがると、隣となりで寝ねていた征永も目を覚ます。


「顔色が……。大だい丈じよう夫ぶですか？」


「大丈夫じゃねぇよ。死にそ～」


　真生が頭を抱えたままで呻うめくと、「すみません」といきなり謝られた。


「なにが？」


「やはり後こう悔かいしてるんでしょう？」


「そっちじゃねぇ。二日酔いで死にそうだって言ってんだよ」


「水、持ってきましょうか？」


「うん。あ、氷も入れろよ」


　征永がキッチンへ消える。


（身軽なもんだな）


　真生はというと、身体の奥に微び妙みような違い和わ感が残っていて立ち上がる気になれない。


　慣れないことをしたせいか、身体の節々もきしんでいる。


「どうぞ」


　征永が差し出したグラスを真生は礼も言わずに受け取ると、そのまま一気に飲み干した。


「あー、生き返る」


　冷たい水が喉のどを通っていく感覚で、身体の中までしゃっきりしていくようだ。


「もう一杯ぱい汲くんできましょうか？」


「いや、充分」


　真生はグラスの底に残った小さめの氷を口に含ふくんだ。


　口の中を右へ左へ移動させて冷たい感覚を楽しんでいると、ベッドに腰こし掛かけた征永が神しん妙みようそうな雰ふん囲い気きで顔を覗のぞき込んでくる。


「なんだよ」


「真生さん。その様子だと、やっぱり昨夜はかなり酔ってたんですね？」


「……みたいだな」


　真生は正直に認めた。


「どうしますか？」


「なにが」


「もし後悔しているのなら、真生さんが思い出さなくて済むよう、俺はこのまま消えますが」


「消えるだと？」


（馬ば鹿かめ）


　征永は気遣っているつもりなんだろうが、真生は逆にむかついた。


　目の前から消えることで、昨夜のあれをなかったことにしようだなんて考えがぬるい。


　真生が本気で後悔していたとしたら、目の前から消えられた程度じゃ絶対に気持ちが収まりゃしない。それなりに仕返しもするし、償つぐなって貰わないと……。


　真生はガリガリと勢い良く氷をかみ砕くだいた。


「……真生さん？」


　真生の機き嫌げんが急降下していったのに気づいたのか、征永にしては珍めずらしく不安そうな顔になる。


　起き抜ぬけでさらりと前まえ髪がみが降りていたから、そんな表情をしていると妙みように少年っぽく見える。


　正直なところ、真生は昨夜のことを後悔なんかしていない。


　酒の勢いとはいえ、自分からベッドに誘さそうとは思い切ったことをしたもんだと、ちょっとびっくりしているだけだ。


（いや、でも、あれはちょっとな……）


　執しつ拗ような前ぜん戯ぎで征永に散々泣かされたのを思い出して、ひとりムッとする。


　征永は懇こん願がんしても泣きをいれても止やめてくれなかった。


（征永の分際で生意気だ）


　そのお陰かげで、征永を受け入れることにはすっかり開発されまくっていて、随ずい分ぶんと気持ち良い思いをさせて貰ったのも事実だが、はじめてであれじゃいくらなんでも獣けものじみている。


（……でもまぁ、征永が相手だしな）


　これが他の人間だったら、あそこまで我を忘れることはなかっただろう。


　ぶっちゃけ、身体を委ゆだねるなんて真似自体、怖こわくてできなかったと思う。


　真生が蹴けっても殴なぐってもからかっても、いつも征永は怒おこらずに許してくれる。


　それを実感としてわかっていたから、真生は征永を信しん頼らいしたのだ。


　征永だったら絶対に自分を傷つけたりはしないと……。


　事実、征永はベッドの中でも一いつ貫かんして優やさしかった。


　今までの一生分泣かされもしたが、体力差で力まかせに押さえつけて、真生に男として劣れつ等とう感を与あたえるような真似もしなかったし……。


「……征永、おまえ、けっこううまかったな」


　昨夜のことを思い出して呟つぶやくと、征永はボッと耳まで赤くなった。


（あ、なんだ？　おもしれーな、こいつ）


「おまえ、俺より絶対経験豊富そう。なぁ、どこで勉強したんだ？」


　すっかり愉ゆ快かいになった真生は、征永の腕うでを両腕で抱き込むと、教えろよと迫せまる。


「……いえ、あの、それは……」


　腕を抱き込んだ途と端たん、征永の身体からだが緊きん張ちようしたのがわかった。


（照れてやがる）


　いつも表情少ない征永が、あからさまにオロオロとうろたえるさまはなかなか愉快だ。


　ゆうべあれだけ大だい胆たんなことをしておきながら、この程度の質問をかわすこともできないのが、いかにも征永っぽい感じがする。


　真っ赤になりながらも頑がんとして質問に答えない征永を延々とからかい続けたが、しばらくするとさすがの征永も堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたらしい。


「……真生さん、勘かん弁べんしてください」


　征永は赤くなったままで、もの凄すごく不愉快そうに眉み間けんに皺しわを寄せた。


「やだね。俺、今なんかすげー楽しいし」


「本当に無神経ですね」


「俺のそういうとこも好きなんだろ？」


　ぬけぬけと言ってやると、征永は気が抜けたように短くため息をついてから、「そうです」と苦く笑った。


（お、渋しぶい）


　微かすかに歪ゆがんだ笑えみを湛たたえる唇くちびるの形が格好良くて、つい目を惹ひかれる。


（こいつ、見た目も悪くねぇんだよな）


　最初に『オアシス』で会ったときから、そう思っていた。


　キリッとした眉まゆの下の切れ長の瞳ひとみと意志の強さをあらわすように引き結ばれた薄うすい唇が、寡か黙もくで古風な雰囲気に良く似合っていていい感じだと……。


　少なくとも真生は、北森みたいなフェロモン垂れ流しタイプより、ずっと好きだ。


　そうこうしているうちに、突とつ然ぜん、きゅるる～っと真生のお腹なかがなった。


「──あ、腹減った」


　水が胃に届いたのが刺し激げきになったのか、いきなり活発に動き出したような感じだ。


「真生さん、二日酔いのほうは？」


「そっちは頭痛だけ。──そうだ。征永、おまえ、朝飯作れよ」


「はい？」


「消化の良いお粥かゆ、味み噌そ仕立てが良いな。ネギいっぱい入れて、最後に卵でふわっととじて……。それが上手にできたら、ホントにつき合ってやるよ」


「……」


　征永が片眉だけ器用に動かして、またかと言うように疑わしそうな視線を向けてくる。


「今度はホントだって。マジで素面しらふだし」


「そういうことで決めるのは感心しませんが」


「うるっせぇな。堅かた苦くるしいこといってんじゃねぇよ。──昨夜は自分だって話に乗ったくせに」


　あ、俺にも乗ったよな、とぼそっとつけ加えると、征永はまた真っ赤になって黙だまった。


「お粥の作り方教えてやるから。覚えといて損はないぞ。な？」


　真生自身が指示して作るのなら、絶対に失敗はあり得ない。


　絶品お粥が出来上がること請うけ合い。


　つまりは、まあ、そういうことだ。


「さすがにまだ動くの億おつ劫くうなんだよな。なんかまだ入ってるみてぇで、足に力が入らないし」


　あ～腰こしだる～っと、わざとらしく呟くと、


「わかりました！　作りますから」


　征永は赤くなったまま観念したように言った。


「良し、決まりな。──じゃ、連れてけ」


「はい？」


「キッチンに行かなきゃ指示できねぇだろ？　動くの億劫なんだってば」


　たぶん歩けるとは思うが、だるいのは本当だからできる限り楽したい。


　ベッドサイドに座る征永の首に腕を巻き付けて、お姫ひめさま抱だっこしろと無言のまま要求する。


　征永は諦あきらめたように黙もく々もくと従う。


　その顔は赤くなったままだ。


「お姫さま抱っこくらいで照れるなよ。……ゆうべ、あんだけのことやっといて」


　真生が呆あきれて言うと、征永は赤くなったままで苦く笑しようした。


　苦笑するその顔が、やっぱり良い。


（やっぱ、手放すのは勿もつ体たいねぇよな）


　見て楽しい、からかって楽しくて、役にも立つんだから、随分とお買い得だ。


　もしかしたら自分は、労せずして目玉商品をゲットしたのかもしれない。


「よしよし」


　嬉うれしくなった真生は、手を伸のばして征永の頭を撫なでてやった。




　　　　５







（う～ん、やっぱりまだ変かも……）


　月曜日の午後、客ひとりいない画が廊ろうの中で、真生は窓まど際ぎわに椅い子すを持ってきて座り、ぼんやりと窓の外を眺ながめていた。


　いつもだったら、あちこち掃そう除じしているか、画廊に展示してある専門書をペラペラめくって眺めているところなのだが、今日はどうもそんな気になれない。


　はっきり言って体調が悪い。


　ちょっと頭を動かすと頭痛がするし、身体を動かすと妙な具合にきしむ。


　ついでに身体の奥に燠おき火びがあるような、奇き妙みようにこもったような熱のようなものを感じて、どうにも気持ちが落ち着かない。


　二日ふつか酔よいの後こう遺い症しようが残ってるのか、それとも人生初の男とのセックスの影えい響きようなのか定さだかではないが、真生は後者の影響だと言い張っている。


　もちろん、征永がうろたえるのが面おも白しろいからだ。


「天気いーなー」


　画廊内に流れるゆったりしたリラクゼーション効果のある環かん境きよう音楽にまったりしながら、ぼけっとした声で呟く。


　もうじき梅雨入りだから、その前に豪ごう華か三段弁当でも持って、ポカポカ陽気を浴びに近場の河か原わら端ばたにでも遊びに行きたいところだ。


　デートするぞと征永を誘さそったら、あいつはどんな顔をするだろう。


　想像して、真生はひとりでにやにやした。


　友達みたいなつき合い方をしていた頃ころには思いつかなかった楽しいことが、あれこれと脳のう裏りに浮うかんでくる。


　ひとりで退たい屈くつな時間を持て余しストレスを溜ため込んでいた頃が噓うそのようだ。


　征永を恋こい人びとという立場に格上げしてやったのは正解だったなと、真生は酔よった勢いで英断を下した自分を偉えらいぞと誉ほめてやった。


　チリリ…とドアベルの音が響ひびいた。


「いらっ……。あれ？　おはようございます、店長」


「おはよう、真生くん」


　出社時間までにはまだ二時間もあるというのに、黒地に紫むらさきの薔薇ばらがプリントされた光こう沢たくのあるシャツを着た北森が、いつもの如ごとくご機き嫌げんな調子で入ってきた。


「まだ二時ですよ。どうなさったんです？」


「いや、先週ちょっとお客さんと話し込み過ぎちゃってね。個展の準備のほうが滞とどこおっちゃってるんだよ。今日、田た所どころくんが打ち合わせに来る前にやっとかないと……」


　奥で仕事してるからと、北森はそそくさとロッカールームに消えた。


（おいおい、人生相談のし過ぎかよ）


　ちょっと呆れたが、だからどうと言うこともない。


　少々羽目を外しても、やるべきことはきっちりやってくれる人だという実績があるし、勤務態度については真生だってあれこれ言える立場じゃないので。


「しょうがねぇ。俺も仕事すっか」


　上司が奥で仕事してるのに、さぼっているわけにはいかない。


　掃除でもするかと、真生は渋しぶ々しぶと窓際の椅子を片づけた。





　それからしばらくして、再びチリリ…とドアベルの音が響いた。


「いらっしゃいませ」


　真生は持っていたハンディモップを背中に隠かくして、営業用の穏おだやかな笑みをドアに向けた。


「へえ、これはなかなか……」


　入ってきた客は、真生を認めると立ち止まり、腕うで組ぐみをして値ね踏ぶみするようにまじまじと見つめてくる。


　濃こいピンク色のサングラスをかけているからはっきりとはわからないが、たぶん三十代にはなっているだろう。


　征永と同じくらいの長身に、ドレッドヘアにあごひげ、あちこちにシルバーのアクセサリーを身につけ、伸びきったＴシャツの重ね着にボロボロのジーンズ。


　なにをやっている人なのか、見ただけではちょっとわかりにくいタイプだ。


（失礼な奴やつ）


　見られるのには慣れているが、ここまで不ぶ躾しつけに観察されることは滅めつ多たにない。


　真生は軽くむかついていた。


「あの、お客様。本日の御ご用ようは？」


　それでも営業用の笑えみを絶やさず、控ひかえめな口調でお伺うかがいを立ててみる。


「ああ、ちょっと寄らせて貰もらっただけ。いつもは夜に来てるんだがね」


「そうでしたか。いつもありがとうございます」


　軽く頭を下げる。


「いえいえ、どういたしまして。──勝手にウロウロするんでお構いなく」


　にやにやしながら、からかうような調子で応じると、男は慣れた様子で画廊内を歩き出した。


「ここのオーナーはやっぱりセンス良いねぇ。昼はこれで、夜はあれか……」


　真生に聞こえているのを承知で、ぶつぶつとひとりごとを言いながら……。


（けっ、や～な感じ）


　北森がいつも担当している客なら、ロッカールームの北森を呼んで来たほうが良いのかとも思ったが、親切にしてやる気が完全に失うせた。


　ほっといて良いならもう構うもんかと背中を向けると、カウンターテーブルに移動して、ノートパソコンを開き仕事をするふりをした。


　視界の端はしに映る男は、しばらくは足を引きずるようにしてだらだらと歩きながら絵を眺めていたが、やがて立ち止まった。


「なあなあ、綺き麗れいなにいちゃん」


「………なにか？」


　ふたりしかいないのにシカトするわけにもいかず、真生は仕方なく応じた。


「この絵、売ばい却きやく済みの札ついてるけど、買ったの誰だれ？」


「あ、その絵は……」


　男が指さす絵は、二ヶ月間だけ画廊のほうに展示しておくようにという条件付きで、腕うでの怪け我がのお見み舞まいとして真生が特別に買う許可を貰った油絵、『雪景』。


（俺が買った……とは言えねぇよな）


「申しわけありませんが、お客様の情報をお教えするわけにはいかないんですよ」


「いいじゃないか。名前と職業だけで良いから」


「お客様の個人情報に関かかわることなので……。お許しください」


　真生は頭を下げた。


「どうしても？」


　顔を上げると、サングラスを外した男と視線があった。


　チャラチャラした格好をしているわりに、その目は年とし相そう応おうに落ち着いていて、力がある。


「はい、申しわけありません」


　もう一度謝ると、男は諦あきらめたようだった。


「ま、仕方ないか……」


　ふらりと歩き出し、また絵を見て回るのかと思いきや、ポケットから携けい帯たいを取り出しながら窓際に寄った。


「あ、どーもー。……はい。お久しぶりです」


　静かな画廊内で通話されたら、どうしたってしゃべってる内容が丸聞こえになる。


（どうせなら、外でかけりゃいいのに）


　真生は、パソコンに向かうと、意識して男の会話から気を逸そらした。


　が、どうしたわけか、しばらくすると男のほうから近寄ってくる。


「じゃ、よろしく。──ほい」


　いきなり男が真生に携帯を差しだした。


「……はい？」


　なにがなんだかわからずに、真生は携帯と男の顔を交こう互ごに見た。


「いいから、出て」


　なんだか気味が悪い。


　どう対応しようか悩なやんでいると、男が痺しびれを切らしたように携帯を真生の耳にあてた。


「え、あの……」


（気色わる）


　思わず携帯から耳を外しかけた瞬しゆん間かん、


『真生くんかい？』


　と、聞き覚えのある呑のん気きそうな声が携帯から聞こえてきた。


「あ……。オーナーですか？」


　驚おどろいた真生は、携帯を受け取って耳に当て直した。


『そう、僕です。元気？　腕の傷はちゃんと治った？』


「はい、お陰かげ様さまで」


『ちょっといま時間ないんで用件だけね。『雪景』のこと、彼に教えといてくれる？』


「よろしいんですか？」


『うん、いいよ。彼は特別だから』


　じゃ、よろしく、と通話は切れた。


「──で、教えてくれる？」


　携帯を返した真生に、男が聞いてくる。


（沙々貴氏の交流範はん囲いって、どーなってんだ？）


　チャラチャラした正体不明のこの男が、沙々貴氏の知り合いだとは驚きだ。


「はい。……実は、その……『雪景』を買ったのは、この僕なんです」


　なんとも気まずい告白だった。


「あれれ～？　なんだ、そうだったのか」


「そうなんです」


　お客様の個人情報云うん々ぬんと言って突つっぱねただけに、バツが悪くてついうつむき加減になってしまう。


「あの絵のどこが気に入った？」


　気分を害するかと思ったのだが、男はむしろ愉ゆ快かいそうな顔をして聞いてきた。


「どこって……。全体の雰ふん囲い気きの温かさを好ましいと思いました」


「あったかい？　雪景色なのに？」


「雪景色だからです。春へと季節が変化していく予感が胸に来て、温かいと感じるんです」


「なるほど、そうきたか。……それなら納なつ得とくだな」


　男は妙みように感心している。


　画が廊ろうに勤めているとはいえ、絵の批評に関して真生は素人しろうと同然。


　拙つたない批評に感心されても、居い心地ごこちの悪さを感じるばかりだ。


「お客様」


「ん？」


「もしも、お客様が『雪景』をどうしてもご入り用だとおっしゃるのなら僕としても考え直しますが」


　せっかく特別に買わせて貰えた『雪景』だけに、正直言って手放したくはない。


　が、店員としての立場上、どうしてもと言われれば客に譲ゆずるしかない。


（くそっ、ついてねー）


　真生は心の中で地じ団だん駄だを踏ふんだ。


「どうしてもってか……」


　男は何事かひとりで考えてから、サングラスをかけ直してニヤリと笑った。


「綺麗なにいちゃんがどうしてもって言うなら、俺が諦めてやっても良いぜ。──条件付きで」


「条件？」


「そう。簡単なことなんだけどな」


　男は真生の肩かたを抱だくと、馴なれ馴れしく顔を近づけてきた。


「ん？　口元にほくろがあるのか……。知ってるか？　口元にほくろがある人間はセックスがよろしいんだと」


「ちょ、あの……」


　意外に手入れの行き届いている指が、口元のほくろに触ふれた。


（気色わる）


　その感かん触しよくにゾッとして、真生は反射的に顔を背そむける。


「ちょっ……、やめてください」


　条件反射できつく握にぎりしめた拳こぶしを左手でぎゅっと押さえながら、真生が声を荒あららげる。


「おんや、震ふるえてんの？　可愛かわいいねぇ」


　その手が震えているのを見て取って、男は楽しげに笑った。


（違ちげぇよ、ばか！）


　震えているのは右拳に思いっきり力が入っているせいだ。


　外見に反して、真生は本気で殴なぐれば顎あごの骨を砕くだきかねないほどの怪かい力りきの持ち主だ。


　家族相手にスキンシップじみた暴力をふるうことはあっても、怪我をさせないよう蹴けりに留めているし、外では暴力をふるわないようにと父から厳重注意もされている。


　相手は客だし我が慢まんしなければと思っていても、次にまた触れられたら我慢できる自信がない。


（……やばい）


　とりあえず距きよ離りを取ろうと思いたったとき、バタンと勢い良くロッカールームのドアが開く音がした。


「変な声が聞こえたと思ったら、あんたか……。うちの店員になにしてる？」


　つかつかと北森が奥から歩み寄ってくる。


「きょ、匡平。いたのか」


　男はパッと真生から手を放すと、降参の意を示すかのようにそのまま両手を上げた。


「なにって、別にちょっと世間話をしてただけで……」


「世間話をしているようには見えなかったが」


　北森は立ち止まると、斜しやに構えて小こ馬ば鹿かにしたように男を見上げた。


（おお、店長が怒おこってる）


　常つね日ひ頃ごろから北森は老若男女にかかわらずフェロモンをまき散らしては笑え顔がおで対応しているから、真生はそれ以外の姿を見たことがなかった。


　滅めつ多たに見られない不愉快そうな表情に、真生はさっきまでの不快感をケロリと忘れ、なんだかわくわくしてきた。


「──で、なんの御ご用ようですか、お客様？」


　とりあえず客扱あつかいしてやるよと言わんばかりの横おう柄へいな態度で北森が聞く。


「そりゃ当然、絵を見に来たんだ」


「それなら、ご存分にどうぞ」


「あー、いや、もう見終わったから帰るわ。──綺き麗れいなにいちゃん、また今度な」


　真生に軽く手を上げると、男はそそくさと逃にげ出すようにして帰って行った。


「……ろくでなしが」


　その背中を見送って北森がぼそっと呟つぶやく。


「あの、店長。今のお客さんはどういった方なんです？　沙々貴氏ともお知り合いみたいだし」


「あ～、うん」


　今の一幕ですっかり好こう奇き心しんに駆かられた真生の質問に、北森は困った顔をした。


「あの人はお客さんというより、どちらかというと画家なんだけどね。まぁ、ちょっと困った人だから、これ以上関かかわり合いにならないほうがいいよ。真生くんにとっては有害だろうし……。また来たら、僕にすぐ連れん絡らくして」


「はあ」


　曖あい昧まいな回答に消化不良気味だが、真生は渋しぶ々しぶながら頷うなずいた。


　あの男が『雪景』を欲しがっていたことを思い出して真生がそう告げると、北森は「口先だけだから」と口を歪ゆがめて笑った。


「君の気を惹ひこうとしたんだろう。構うことないさ。──さて、もう一息仕事してくるか」


「あ、店長」


　立ち去りかけた北森を真生は呼び止め、自分の右耳の上部を指さしながら告げる。


「耳に絵の具ついてますよ」


　服にプリントされた薔薇ばらと同じ紫むらさき色いろの絵の具だ。


「うっかりしてたな」


　北森は指でこすり取った絵の具を眺ながめて苦く笑しようした。


「店長も絵を描かかれてるんですね。どんな絵を描いてるんですか？」


「いや、う～ん……失敗したな。絵を描いていること、真生くんにはあまり知られたく無かったんだけど」


「どうしてです？」


「なんと言うか、僕もリタイア組だからね。……学生時代にここで絵を紹しよう介かいして貰もらったこともあったんだけど、目指すものを見失ってしまってね。一時的にまったく描けなくなって、それ以来、表向きには絵は止やめたことにしてるんだ」


「そうだったんですか……」


　画家を目指すのは止めたが趣しゆ味みで描き続けているという人はけっこういる。


　それは決して恥はずかしいことだとは思わないのだが……。


（諦あきらめ切れてないのかもな）


　だから隠かくしたいのかもしれない。


　夢から遠ざかって何年も経たっているのに、まだ努力し続けていることを人にとやかく言われたくないのだ。


　要するに、見み栄えっ張ぱりってこと。


　はじめて、少しだけ北森に共感できたような気がする。


「同どう病びよう相あい憐あわれむと言ったら失礼かもしれないけど、僕は相馬さんの気持ちも少しだけわかるよ。──君に対する行こう為いは認めないけどね」


　真生が怪け我がする原因になった画家に対して、北森は最初からどこか同情的だった。


　そのせいだったのかと、真生は納得した。


「相馬さん、今どうしてるんでしょう？」


「君に怪我させたことで沙々貴氏が怒ってると思ってか、逃げ回ってたみたいだよ。でも先日やっと見つかったらしいね。今はアルコールを断つ治ち療りよう中だって聞いたな」


「それは、沙々貴氏が？」


「そう。画家としての面めん倒どうは見ないけど、人として社会復帰するまでの面倒を見てあげるって言ってた。──なんだかんだ言っても、沙々貴氏はお人ひと好よしだからね」


　さて仕事するかと、北森は再びロッカールームに消えた。


　その背中を見送ってから、真生はため息をひとつ。


（やーな感じだ）


　夢だけを見て努力する者、現実と夢のバランスを取りながら生きる者、夢に惑まどわされ身を持ち崩くずす者。


　特に夢もなく都合のいい条件故ゆえにこの仕事を選んだ真生は、たまに彼らが羨うらやましくなる。


　身を持ち崩してもいいと思える情熱を持てること、それすらも一種の才能だと思うからだ。


（俺には、なーんもないもんな）


　絵画に対する情熱も造ぞう詣けいも持ち合わせていないし、まともに絵の批評もできない、なんとも中ちゆう途と半はん端ぱな画が廊ろうの店員。


　そんなだからこそ、家族と離はなれた途と端たん、いきなり空っぽになって戸と惑まどう羽目になった。


　今はもう平気だが、それだって征永がいるお陰かげで、根本的な部分ではなにも変わっていない。


「進歩ねーよなー」


　真生はちょっと虚むなしく呟いた。








　くさくさしてしょうがなかった真生は、その夜、家に帰る前に『オアシス』に立ち寄った。


　表向きはレンタルしてある絵を交こう換かんするためだが、真生の本当の目的は征永をからかうこと。


　今日は仕事だからと酒を飲まずに早々に退散する間ま際ぎわ、征永だけに見えるようにこっそり手招きして店の外に呼び出した。


「なにかあったんですか？」


　しばらくして店から抜ぬけ出して来た征永は、微かすかに焦あせっているようだった。


　昨日の別れ際、体調が悪いと散々脅おどした後こう遺い症しように違ちがいない。


「いいから、ちょっとこっち来い」


　また手招きして、人目の届かない建物の陰かげに征永を連れ込む。


「よし、ここならいいか。──征永、ここ触さわれ」


　真生は自分の口元のほくろを指さした。


「ほくろ……ですか？　また唐とう突とつですね。いったいどうしたんです？」


「画廊にやな客が来てさ。触られたんだよ。まだ感かん触しよくが残ってるみたいで気色わりぃんだ」


　男の指の感触を思い出して、真生は微かに身み震ぶるいした。


「だから、触れ」


「俺の手は平気なんですか？」


「あったりまえだろ。でなきゃあんなことさせないって」


「……確かに」


　ほら触れ、と顎あごを上げると、恐おそる恐るといった風に征永の指が口元のほくろに触ふれた。


「そういう失礼な客は良く来るんですか？」


「こねぇよ。二年以上勤めてるけどはじめてだ」


「それなら良いんですが」


　指先がそのまま耳元へと滑すべっていき、大きな手の平がそうっと頰ほおを包みこむ。


（征永の手のほうがずっとゴツゴツしてんのにな）


　手入れの行き届いた昼間の客の指先は触られるとゾッとして鳥とり肌はだが立ったのに、征永の無骨な指先には安心感にも似た心地ここち良さしか感じない。


（男もいけるってわけじゃねぇのか……）


　きっと征永だから平気だったのだ。


　真生は心地良い手の平の感触に小さく微笑ほほえんだ。


「……そういや、その客が言ってたんだけど、口元にほくろがある奴やつはセックスがよろしいんだってよ」


「え？」


　薄うす暗ぐらい中でも征永が赤くなったのがわかる。


　その変化に気を良くして、真生はにやにやした。


「で、おまえ、どうだった？」


「どうって……」


「自分じゃ良くわかんねぇからさ。他の奴と比べて、どうだったって聞いてんだよ」


「それは、あの……」


　征永はうろたえて言葉を濁にごした。


　いつも落ち着き払はらってる征永がうろたえる姿は何度見ても楽しい。


　これじゃすっかりセクハラ親おや父じだと自分で思うが、楽しくてなかなか止やめられそうにない。


「……良かったです」


　蚊かの鳴くような小さな声で征永が白状するまで、真生はにやにや質問し続けてやった。


「でも、この口元のほくろ、諸説色々あるんだぜ。一生食うに困らないとか、ついつい余計なことを言ってしまう『口は禍わざわいの門』の相だとかさ」


「ああ、なるほど」


　征永が腑ふに落ちたという感じで頷うなずく。


「……なに納なつ得とくしてやがんだよ」


　即そく座ざに納得した征永に、真生は蹴けりを一発くれて、「もういい」と身体からだを離した。


「もっと触りたかったら、バイト終わった後で家に来いよ」


　別れ際にそう告げると、征永はやはり赤くなりながらもしっかり頷いた。


（よしっ）


　意味もなく勝利感を感じた真生は、すっかり上じよう機き嫌げんになって家路を辿たどった。




　　　　６







　つき合ってやると真生が宣言して、ふたりの間に身体の関係ができた後も、基本的に征永の態度に変化はなかった。


　大たい抵ていのことは「はい」と大人しく従い、たまに「駄だ目めです」と厳しく言っては真生をしらけさせる。


　真生が自分から誘さそわない限り、征永が部屋に泊とまって行くのは水曜日と土曜日のバイトが終わった後だけで、それ以外の日は携けい帯たいを持っていないせいもあって電話で話すこともない。


　ベッドの中にいるときはかなりしつこいくせに、それ以外はかなり淡たん泊ぱくで、普ふ段だんは征永へのセクハラにはまっている真生のほうがベタベタするぐらいだ。


　征永らしいと思う反面、ちょっとだけ物足りなかったりする。





　つき合うようになって一ヶ月が経とうとする頃ころのこと、真生は久しぶりにひとりきりの週末の夜を過ごしていた。


　征永に、珍めずらしく友達との飲み会の予定が入っていたからだ。


　ひとりの夜がつまらなかった真生は、飲み会が終わった後でも良いから来いと征永に命令したが、バイトが終わった後から飲み始めるから終わる頃には朝になると断られた。


　すっかりふてくされてしまって、『オアシス』に差し入れにも行かず、画廊から帰るとそのままソファーでゴロゴロとふて寝ねしていたら電話が鳴った。


「はい、高杉です」


　出ると、『真生？』と父親の声。


「あれ、父さんか。なんか久しぶり～」


『久しぶりって……。おまえが電話するなって言うから、父さん我が慢まんしていたのに』


「あ、そうだっけ」


　父親と兄たちが交代で、毎週のようにたまに帰って来いと電話をかけてくるのが鬱うつ陶とうしくて、自分からかけるから電話してくるなと命じておいたのをすっかり忘れていた。


　酷ひどいなぁ、と受話器から悲しそうな声が聞こえてくる。


　実家の医院の患かん者じやには子供も多いせいか、父親の口調はいつでものんびりと優やさしい。


「わりぃ、ちょっと最近忙いそがしくってさ」


　笑って誤ご魔ま化かしたら、「父さんを忘れないでくれよ」とやっぱり悲しそうな声が返ってきた。


　電話の用件は、いつものように明日の日曜日にでも実家に帰って来いというもので、まだまだ実家に近寄りたくなかった真生は、いつものように適当な理由をつけて断った。


『忙しいなら仕方ないけど……』


　諦あきらめた父親がため息混じりに言った。


『とにかく、暇ひまができたら一回顔を見せに帰っておいで。それと、前にも言ったと思うけど、電話に出るときは名前を言わないようにな。不用心だから』


「女のひとり暮らしじゃねぇんだから、平気だって言ってんだろ」


『真生、こういうのは男も女も関係ないんだよ』


　今の世の中は物ぶつ騒そうなんだから、と父が滔とう々とうと語りはじめる。


（げっ、やべぇ）


　マンションを選ぶときもそうだったが、父も兄たちも普段はおっとりと優しく押しに弱いくせに、防犯に関かかわることになるとどう反論しても絶対に譲ゆずらない。


　真生は延々と続く父親の説教に首をすくめた。





「参った」


　通話を終えると、受話器を肩かたで押さえていたせいか、すっかり肩が凝こっていた。


「さて、なんか食うか」


　作るのが面めん倒どうで夕食を食べずにスナックをつまんで誤魔化していたのだが、通話を切る間際の、ご飯だけはちゃんと食べるんだぞという父親の言葉が耳に残っていて、仕方なくグルグルと肩を回しながらキッチンへ向かう。


「なにかあったっけ？」


　いつもの土曜日と違ちがって、今日の冷蔵庫は内容が乏とぼしい。


　冷れい凍とう庫この保存分を見ると、そろそろ食べておいたほうが良さそうな鮭シヤケの切り身があった。


（おにぎり用か）


　ほぐしてご飯に混ぜるのに適した、絶ぜつ妙みようの塩加減の一品なのだ。


　日曜の朝ご飯にして、征永に握にぎらせようと思っていたのだが……。


「ん～、やっぱ、これは朝ご飯に向いてるよな」


　一度は取り出したものの、やっぱり止めようと、もう一度元に戻もどしかけて手が止まる。


　大学生と言えば食べ盛り。飲み会でそれなりに料理も食べるだろうが、終しゆう了りよう間際は酒だけになるのが一いつ般ぱん的だ。


　征永はどれだけ飲んでも二日ふつか酔よいにならないし、明日の朝、部屋に帰ってきたときに朝ご飯が用意してあったら、けっこう嬉うれしいんじゃないだろうか？


「……俺の夕飯のついでに、特別に作ってやっか」


　ついでだついで、と自分に言いきかせながら、真生はエプロンを身につけた。


　ついさっきまで征永を怒おこっていたのに弁当を作る気になったのは、父親の電話で気づいたことがあったからだ。


　征永が「駄目です」という言葉を使うのは、真生にとって好ましくない事こと柄がらに関してだけ。


　真生を心配し、思ってくれているからこその言葉。


　父親のように延々と説教をしないから、あまりそれと意識しなかったが、真生は無意識にそれを感じ取っていたように思う。


　それなのに、今日の件に関しては真生とは関係のない「駄目」だった。


　真生は、それがなによりも面おも白しろくなかったのだ。


（でも、ま、一回ぐらいは許してやってもいいか）


　今日はじめて気づいた征永の心こころ遣づかいが、真生の気持ちを優しくさせていた。





　鮭のおにぎりに唐から揚あげ、常備菜と彩いろどりの野菜をちょいっと添そえた弁当を入れた紙かみ袋ぶくろを持って、真生はマンションを出た。


　梅雨独特の湿しつ気けが肌はだにまとわりついて気持ち悪かったが、雨が降っていないだけマシだと自分に言いきかせながら、のんびりと夜の街を歩く。


　時刻は既すでに十二時を回っていて、『オアシス』でのバイトを終えた征永が居酒屋で友達と飲み始めている頃だろう。


　征永のアパートには一度だけ訪ねたことがある。


　懐なつかしの四よ畳じよう半はんアパートに興味があってのことだったが、噂うわさに違たがわぬレトロぶりには驚おどろいた。


　部屋に入るドアはガタガタ揺ゆれる引き戸だったし、内廊ろう下か側の壁かべには磨すりガラスの窓もあり、隣となりに面した壁も薄うすい。


　普ふ通つうに会話してても廊下や隣の部屋に聞こえそうな感じで、部屋にふたりきりでも落ち着かなくて、それ以来一度も訪ねていない。


　でも、鍵かぎは持っていた。


　真生が残業したときに征永が部屋に入れるようにと合い鍵を渡わたしたら、「礼れい儀ぎですから」と必要ないと言っているのに無理矢理渡されたのだ。


（貰もらっといて良かった）


　梅雨時だし、ただ置いてきただけではせっかくの弁当が傷いたみかねない。


　部屋の中の冷蔵庫に入れておいて、食べるときに共同で使っているレンジで温めなおすようにと、冷蔵庫に張り紙をしておこう。


　メモを用意してくりゃ良かったか、などと考えてるうちにアパートの前についた。


　アパートは確実に築三十年以上は経たっている洋館風の建物で、壁一面に蔦つたが這はっていて、夜はかなり不気味だ。


　玄げん関かんでスニーカーを脱ぬぎ、来客用のスリッパに履はきかえて中に入る。


　真夜中過ぎだというのに、さすがに学生アパートだけあって話し声や音楽などがそれぞれの部屋から漏もれ聞こえてくる。


　真生は、板張りのきしむ廊下を足音を立てないようにそろそろと歩いて二階に上がった。


（……ん？）


　二階に上がって廊下を見渡して、一番奥の内廊下に面した征永の部屋の窓ガラスに灯あかりがついているのに気づいた。


　電気を消し忘れて行ったかとそろそろと進んで行くと、部屋の中から賑にぎやかな話し声まで聞こえてくる。


（うわっ、そっか、まずった）


　征永は苦学生なのだ。


　居酒屋なんかで飲むより、自宅で酒やつまみを持ち寄って飲んだほうが金がかからなくて良いんだろう。


　せっかく弁当を作ってきたが、さすがに友達のいる部屋に届けるわけにはいかない。


　なんとなくバツが悪くなった真生は、恥はずかしい思いをさせやがってと、八つ当たりじみた怒いかりを覚えた。


　とはいえ、怒ったところで今はどうしようもない。


　いずれしっかり八つ当たりさせて貰うが、今日のところはこのまま引き上げてやろう。


　そう思って、きびすを返しかけたとき、真生は磨りガラスの窓まど越ごしに聞こえる声の中に自分の名前を聞いたような気がした。


（ん？　なんだ？）


「……で、更さらに料理上手で美人。ゆきちゃん、マジでうまくやったよな」


「本当にね。まさかあの美形、真生さんだっけ？　とできちゃうとは思ってもみなかったよ」


「意外に手が早いよな。このスケベ」


（………ゆ、征永の奴やつ）


　どうやら征永は、友達相手に真生との関係をベラベラしゃべったらしい。


　真生の頭にカッと血が上る。


「で、どうよ？　ふたりきりだと、可愛かわいく甘えてきたりしちゃうわけ？」


「いやいや、年上なんだし、むしろこう、色っぽくしなだれかかってきたりするんじゃないのかな。──な、ゆきちゃん、どっち？」


「うるさい」


（──へ？）


　真生は、普ふ段だんとまったく違ちがう吐はき出すような征永の口調にちょっと耳を疑った。


「おまえら相手に、これ以上話すことなんかない」


　なんだよ～、と部屋の中から苦情を申し立てる声が聞こえてくる。


　真生も同じ言葉を叫さけびたい気分だ。


（あいつ、友達相手だと、あんな感じなのか）


　窓ガラスから零こぼれてくる征永の声は、ぶっきらぼうで冷たい。


「俺たち三万も払はらうんだぜ！　少しぐらい教えてくれたっていいじゃんか」


「そんな金額だったか？」


「そうだよ。気軽に話せるようになったら一万、プライベートの携けい帯たい番号を教えて貰うのが二万、つき合うことになったら三万。期間は三ヶ月。──期間満まん了りよう前に、まさかつき合うことになるなんて。痛い出費だよ」


（……三万？　期間？　賭かけ？）


　思いがけない単語を聞いて、真生はその場に凍こおり付く。


「ビンテージの良いアロハ見つけたばっかだったのに……。当分、お預けだ」


　ちくしょー、と叫ぶ声に背中を押されるように、真生は凍り付く足を無理矢理動かすと静かにその場を離はなれた。








　思ったように足が動いてくれなくて、のろのろと道を歩く。


　子供の頃ころにも、こんな風に歩いていたことを思い出す。


　でもあの頃は、家の外でいやな目に遭あっても両手を引っ張って家に連れ帰ってくれる兄たちがいたし、逃にげ帰れる家もあった。


（……馬ば鹿かにすんなって、部屋に怒ど鳴なり込んでやれば良かった）


　三人まとめて殴なぐり倒たおして、掛かけ金を巻き上げて……。


　そんなことを考えていると、なんだか虚むなしくなってきてため息が零れた。


（んなこと、俺にできるわけねぇよな）


　征永ひとりしかいないならできるかもしれないが、他の知らないふたりがいる前で暴れることなんてできっこない。


　昔からそう、考えるだけで実行する度胸なんて本当にはない。


　内うち弁べん慶けいの臆おく病びよう者ものなんだから……。


　安心できる家から離れて、ずっと戸と惑まどっていた真生にとって、征永は魅み力りよく的だった。


　優しくてなにをしても許容してくれたし、その腕うでは力強い。


　安心して甘えられる場所ができたと思っていたのに……。


（騙だまされてたってか……）


　ショックが大きすぎて、感情がついてこない。


　子供の頃だったら、なんの痛みも感じなくてもとりあえず大泣きしてたところだ。


　兄たちが駆かけ寄ってきて慰なぐさめてくれることを知っていたから……。


　でも、今は誰だれもいない。


　涙なみだを拭ぬぐってくれる優しい手は、もうここにはない。


　自分は、ひとりきりだ。


　とにかく帰ろうと、真生は重い足を引きずるようにして歩いた。





　手首に絡からみついていた弁当入りの紙かみ袋ぶくろは、もう見たくないと途と中ちゆうのゴミ箱に放ほうり投げた。


　生なま温ぬるくまとわりつくように重い空気に邪じや魔まをされながらも、なんとかマンションに戻もどる頃には、身体中ベタベタする気持ちの悪い汗あせにまみれていた。


　玄関のドアを入ると、着ているものをその場に脱ぎ捨すてながらバスルームに向かった。


　突つっ立ったまま、頭からシャワーを浴びる。


「……あ～あ、しくじったなぁ」


　熱いシャワーで、身体からだの緊きん張ちようがほぐれていく。


　同時に、凍り付いていた感情もゆっくりとほぐれてくる。


「騙されてたなんて、全然思ってもみなかったし」


　騙すようなタイプにも見えなかった。


「誠実そうな顔しやがって……。ったく、つき合えたら三万だと？」


　自分を安売りするなと言った同じ口がそれを言ったのかと思うと、余計に怒りがこみ上げてくる。


　あの場には征永の他ほかにふたりいたから、計六万の収入。


　征永は苦学生だから、六万もの収入が得られるなら、真生にからかわれても蹴けられても、我が慢まんするだけの価値があったんだろう。


　しかも週に二回もただメシが食えて、最近じゃ性欲まで発散できる。


　一石二鳥どころか一石三鳥だ。


「──くそっ!!」


　こみ上げてくる怒りにいてもたってもいられなくなって、真生はシャワーを止めてバスタオルを頭から被かぶると、ろくに身体も拭ふかないままバスルームを出て意味もなくリビングをうろうろした。


　頭の中では、さっき聞いた三人の会話が勝手に何度も何度もリピートしている。


　口くち振ぶりからして征永以外のふたりも真生の顔を知っているようだった。


　声には聞き覚えがなかったから『オアシス』関係じゃないのは確かだが……。


「……賭け、ああ、そうだ。もしかしたらあんときの……」


　ずいぶん前、ひとりで入ったオープンカフェで大学生の三人組が賭けをするのしないのと話していた。


　あのときの、ものの見事に共通点のないバラバラな印象の三人組。


　その中のひとり、洒落しやれっけのない黒くろ髪かみの男、あれは征永じゃなかっただろうか？


　スーパーで前まえ髪がみを下ろしている征永に出会ったときにどこかで見た顔だと思ったが、あのときの顔が記き憶おくに残っていたからじゃないか？


　あのオープンカフェに行ったのは、真生が怪け我がをする直前だった。


　怪我をした真生を、征永は強ごう引いんなほどの親切さで医者に連れて行ってくれたが、それだって友達との賭けが念頭にあったからじゃないだろうか？


「あー、もう、ちくしょう!!」


　怒りのあまり、真生は観葉植物の鉢はちを蹴り飛ばした。


　樹じゆ脂しでできた鉢は割れずにゴロゴロ転がり、土や飾かざり砂利が床ゆかに散乱する。


　自分でやっておきながら、散らかった床ゆかを見ているとまた苛いら々いらしてくる。


「征永の分際で生意気だッ!!」


　胃のあたりが、怒りで熱くなる。


　軽い眩暈めまいを感じた真生は、わけのわからない悪態をつきながらソファーにどっかと座って頭を抱かかえ、しっかり目を閉じた。


「……全部、噓うそだったってのか」


　征永なら大だい丈じよう夫ぶだと思っていた。


　我が儘ままで自分勝手な自分を笑って許容してくれていると信用していたから身体も委ゆだねた。


　好かれていると確信していたのに……。


「騙されたってか」


　こんなのは、あんまりだ。


「今すぐ別れてやるっ!!」


　顔を上げて怒鳴った真生は、自分の言葉の無意味さに気づいて愕がく然ぜんとした。


　つき合ってると思っていたのは自分だけで、征永にとってこの関係は賭けの結果でしかない。


　別れる、なんて言葉を使えば、騙された自分を更に惨みじめにするだけじゃないか。


　じゃあ、どうしてくれようか？


「この俺さまを賭けの対象なんかにしやがって」


　騙したなと問いつめて、心ゆくまで罵ののしって、縁えんを切るだけじゃこの怒いかりは収まらない。


　この屈くつ辱じよくを百万倍にして返してやりたい。


　一生傷が消えないぐらいに、深く、ふか～っくえぐり取ってくれる。


「一生、後こう悔かいさせてやる!!　一生だっ!!」


　真生は拳こぶしを握にぎりしめてすっくと立ち上がると、腹の底から怒鳴り散らした。








　一生心から消えない傷をえぐってやるにはどうしたらいいか？


　苛々して眠ねむれなかった真生は、その夜はただひたすらにそのことだけを考え続けた。


　だが窓の外が明るくなっても、良い考えがどうしても浮うかばない。


　なんで思いつかないんだと考えてみたら、その答えは案外簡単に見つかった。


　真生は、征永の過去をなにも知らない。


　だから征永のネックとなる事こと柄がらも知らないのだと……。


　そこで、まず最初に征永の過去を調べることにした。


　それも、今すぐだ。


　次に征永と顔を合わせたとき、この根深い怒りを我慢できる自信がないから、準備は早いにこしたことはない。


　だが過去を調べようにも、真生は征永の生まれた街さえ知らない。


　叔父おじの世話になっている苦学生、そんな話を聞いたせいで、親と死に別れるかなにかしたんだろうと考えて、自分からしゃべるまでは聞かないでおこうと思っていたから……。


（話すわきゃねぇよな）


　所しよ詮せん、自分とのことは賭かけの上での関係だから、プライベートな事柄は極力口にしたくなかったんだろう。


　征永について知っていることの中で、今すぐに役に立ちそうなことはひとつだけ。


　あのオンボロアパートの所有者が、征永の叔父だということ。


　征永のアパートの近くにある不動産屋をタウンページで調べ、朝になってからものは試ためしとばかりに電話をかけてみた。


　運良く、三件目でそこの物件を扱あつかっているという不動産屋に行き当たる。


　身内がその物件を検討しているのだが、家賃のことしか言わないので困こん惑わくしている。物件主は個人か企き業ぎようか、入居条件はあるのか、色々と詳くわしいことを教えていただけないかと、でっちあげの噓をついて聞いてみた。


『あそこは基本的に学生向けのアパートですよ。所有者は個人ですな。比ひ較かく的お若い方ですが、家いえ柄がらも良いし、人格的にも申し分ない方で……』


　物件主も学生時代はあのアパートで暮らしていて、元の所有者である老婦人に請こわれて買い取り、現在は大学の助教授をしているのだとか……。


　かなりの高こう齢れいらしい不動産屋は、まるで世間話でもしているようなのんびりとした声で、聞いてもいないことまで色々と教えてくれた。


　真生は、心から礼を言って通話を終えた。


　ここまでわかれば、もう充じゆう分ぶん。


　大学名と苗みよう字じさえわかれば、この先はたやすい。


　沙々貴氏の本職の関係で取引がある裏ルートの非公式サイトで、ある一定の水準を上回った社会的階級の人々の情報を検けん索さくすることが真生には可能だったからだ。


　調べた結果、叔父本人は勤務先である大学の近くに住居を構えていること、兄弟はひとりで兄がいることがわかった。


　兄の名でもう一度検索すると、検事と出た。


（これが親だろうな）


　征永が志望している弁護士と同じ司法関係の人間だってことが、その証明のように思える。


　真生は、征永の父親と思われる人物の住所を記憶すると家を出た。





　目的地は案外近くて、快速を使えば一時間かからずに到とう着ちやくできる程度。


（……この格好じゃ、さすがにまずいか）


　今日中になんとか征永を痛めつける情報を手に入れたいという思いに駆かられて、後先考えずに飛び出してしまったが、電車に揺ゆられているうちに不安になってきた。


　同じ車両に乗り合わせた人々が、さりげない風を装ってチラチラとこっちを見ていて、自分が普ふ通つうの人より目立つし、印象に残りやすいってことを再認識させられたのだ。


　仕方なく、目的地の少し前の駅で降りて、駅ビルの中にあるメンズもののブティックに入る。


「今から行く予定の友達とのパーティーで簡単な変装をしなきゃならないんですが、良くわからなくて……。選んでいただけませんか？」


　そう店員に頼たのみ込んで、変装グッズを見み繕つくろって貰もらった。


　スプレー処理でドクロを浮き上がらせた長なが袖そでシャツにヘビ柄がらのレザーパンツ、キャップはパンツと同じヘビ柄のレザーで、ドクロと銃じゆう弾だんの飾りのついたネックレスや指輪など、普通だったら絶対に触さわりもしないタイプの衣装を揃そろえて貰い、店の中で着き替がえてみた。


　仕上げに目元を全部覆おおうタイプのサングラスをかけると、「パーティーだったらこれぐらいしないと。これなら絶対にあなただとは気づかれませんよ」と店員が太たい鼓こ判ばんを押してくれた。


　その言葉に背中を押されるようにして、真生はその服装のままで店を出て、それまで着ていた服をコインロッカーに仕し舞まうと再び電車に乗る。


　慣れない格好だったし、変なんじゃなかろうかとけっこう緊きん張ちようしていたのだが、普通にしているよりこの格好でいたほうが、他人から視線を向けられる率が極きよく端たんに下がることに気づいてすっかり気が楽になった。


　目的地の駅についた真生は、ショーウインドウのガラスで自分の姿をチェックしてみる。


　モノトーンでまとめているからか、思っていたより目立たない感じだ。


（これなら大学生に見えなくもないか）


　ふと思いついて、意味もなく右手の親指をポケットに入れ、腰こしを軽く落として踵かかとを引きずるようにして歩いてみる。


（こういう奴やつ、けっこーいるかも）


　この格好なら、地のままの口調でしゃべったほうが違い和わ感がなさそうだ。


　外見に合わせて性格を変えるんじゃなく、見た目を変えることもできるのかと、真生はちょっとだけ目から鱗うろこが落ちたような気分だった。





　記き憶おくの中の住所を目指して、のんびりと街を歩く。


　真生が今住んでいる街同様、駅の周辺に繁はん華か街がいがあり、遠ざかるにつれて民家が増えて行く。


　真生の住む街の家々は庶しよ民みん的な建て売りがほとんどだが、こっちはいわゆる高級住宅街なのだろう。見るからに高級そうな家々が建ち並んでいる。


　街中と違ちがって背の高い建物がないせいで、空がやけに広く感じた。


　天気予報では夜から雨が降りはじめると言っていたが、見上げた空はどんよりと暗く雲が低くたれ込め、いつ雨が降ってもおかしくないような感じだ。


　雨が降らないうちにさっさと用件を済ませて帰ろうと思いかけた真生は、ふと、自分のやっていることがあほらしくなった。


（……用件って言ってもな～）


　頭に血が上って後先考えず家を飛び出し、わざわざ変装までしてここまで来てしまったが、征永の家に辿たどりついた後のことをなにも考えていなかった。


　家に押しかけて征永の弱みを教えろと聞けるわけはなし、近所に聞き込みをしようにもこんなチャラチャラした格好では怪あやしまれて門もん前ぜん払ばらいされそうだ。


　そもそも叔父の援えん助じよを受けているわけだから、父親とは縁が切れているわけで……。


（両親が離り婚こんでもしたか）


　だとしたら、ここを調べてもなにも得るところはない。


　どうやら怒いかりが強すぎて、まともな思考もできなくなっていたようだ。


（ばっかみてぇ）


　だらだらと踵を引きずりながらのんびり歩いている間に、すっかり頭が冷えてしまった。


　真生は、自分の短たん絡らく的な行動を道どう化けみたいだと自じ嘲ちよう気味に笑った。


　とはいえ、とりあえずここまで来てしまったわけだし、家だけでも見て帰ろう。


「ここら辺のはずなんだけどなぁ」


　目的地とおぼしき地域にたどり着き、キョロキョロと辺りを見み渡わたしてみる。


　ここら一帯は歴史がありそうな古い家が多く、漆しつ喰くいが塗ぬられた白い塀へいや木の塀が、車二台がすれ違うのがやっとの細い道の両りよう脇わきに延々と続いている。


「──どちらのお宅を探してるの？」


　背後から声をかけられ、真生はビクッと驚おどろいた。


　振ふり向くと、真生の胸のあたりまでしかない小さなお婆ばあさんがにこにこしている。


「佐竹って家を探してんだけど」


「あら、それならこの家ですよ」


　お婆さんが指さしたのは、すぐ脇の延々と続く漆喰の白い塀。


　真生の実家も敷しき地ち的にはかなり広いほうだが、ざっと塀の長さを見た段階で既すでに負けている。


　塀へい越ごしに見えるのは庭に植えられた庭木ばかりで、建物は平屋らしく屋根さえも見えない。


（げー、金ありそ）


　目に白く眩まぶしい塀は頻ひん繁ぱんに手入れされている証しよう拠こだし、塀越しに見える庭木もきちんと剪せん定ていされている。


「ありがと、ばあちゃん」


　礼を言って、その場を立ち去ろうとしたがまた呼び止められた。


「そっちは裏門、玄げん関かんはこっち、角を曲がったところですよ」


　案内してあげると言われ、一度は断ったが、散歩の途と中ちゆうだからとしつこくお婆さんに食い下がられて仕方なく一いつ緒しよにのんびりと歩き始める。


　おしゃべり好きらしく、誰だれに用かとお婆さんに聞かれた。


「あー、征永っていうんだけど、ばあちゃん知ってる？」


　もしかしたらなにかわからないかと、真生はちょっと探さぐりを入れてみる。


「ご近所だし、よっく知ってますよ。……でもあの子、今はお家うちにいないのよ」


「いつから？」


「高校二年ぐらいから。あの事件で勘かん当どうされたのよ」


「勘当？　んな時代錯さく誤ごな」


「お父さんが厳しい方でね、それにああいう不幸があったわけだし仕方ないでしょう」


「不幸って？」


「知らないの？　あら？　お友達じゃなかったのかしら」


　訝いぶかしげに眺ながめられて、真生は慌あわてて口元に笑えみを浮うかべた。


「俺、中学で転校したんだ。久しぶりにこっちに戻もどったんで、征永に会いに来てみたんだよ」


　でも無む駄だ足あしだったみたいだなと、残念そうにため息をつくと、「あらまあ、それはお気の毒に」とお婆さんは同情してくれた。


　同情ついでに「実はね──」と、玄関の手前で立ち止まって事情の説明までしてくれた。


　お婆さんが言うには、高校時代の征永は少々厄やつ介かいな不良仲間とつき合いがあったらしい。


　征永の母親は、そのことを常々憂ゆう慮りよしていて、なんとか息子むすこを仲間から引き離はなせないかと思い詰つめ、そのグループに直接話をしにいった先で事故にあって亡なくなったとか……。


「へえ、お母さんが死んでんのか……」


　これは使えるかもしれない。


　──間接的でも、人ひとり、それも自分の母親を死なせてんだから、他人を騙だますのなんか屁へでもねぇのか。


　そんな風に言ってやれば、征永がざっくり傷つく可能性は大。


（これぐらいやったって罰ばちはあたらねぇよな）


　知らない間に賭かけの対象にされて、その挙げ句、男相手に身体からだまでくれてしまったのだ。


　この耐たえ難がたい屈くつ辱じよくの見返りには、これぐらいやらなきゃ腹の虫が治まらない。


（意外に普通の奴だったんだな）


　お年寄りが言うところの不良仲間と言うのがどの程度のレベルなのか、微び妙みように判断しにくいところだが、高校生ぐらいでちょっとやんちゃをするぐらい誰だってやってる。


　やたらと落ち着き払はらって見える征永にも、そういう時代があったのだ。


　母親の死と勘当に懲こりて、今は落ち着いたってところなんだろうか……。


（いや、そうじゃねぇか）


　征永は友達相手には酷ひどくぶっきらぼうな口調で話していた。


　あれが地なのだとしたら、本当の意味で落ち着いてはいないのかもしれない。


　なにしろ、赤の他人を賭けの対象にするぐらいなんだし……。


「お気の毒だけど、勘当は行き過ぎじゃないかって思うのよ。──あら、ちょうど良かった」


　お婆さんは、真生の背後を見て手を振った。


「水みず木きさん、どうかなさいましたか？」


　振り向くと、征永に良く似ているが、征永より一回り以上身体が小さく、倍以上表情豊かに微笑ほほえむ青年がこちらに向かって歩いてくる。


「こちらの方、ゆきちゃんの中学の頃ころのお友達なんですって。会いに来てくれたみたいなんだけど、連れん絡らく先さきを教えてあげられる？──こちらゆきちゃんのお兄さん、高校の先生なのよ」


（げー、やばい）


　近所のお婆さん相手なら適当なことを言えるが、兄弟相手となるとそうもいかない。


　なんと言っても卒業した中学さえ知らないのだから……。


「あ、ども」


　内心の焦あせりを誤ご魔ま化かして、顎あごを突つき出すようにしてお辞じ儀ぎする。


「こんにちは。征永の兄の俊とし志ゆきです。……君、征永とは仲良かったのかな？」


「あ、いや、友達ってほどじゃ……。会えたらいーなーぐらいの軽い気持ちで」


　しどろもどろに誤魔化していると、お婆さんに腕うでを叩たたかれた。


「じゃあね。遠えん慮りよしないで教えて貰もらいなさいね」


「あ、どーも」


　征永の兄に紹しよう介かいしてくれたのは少々お節せつ介かいが過ぎるが、なかなか気のいいお婆さんだった。


　にこにこしながら散歩の続きに戻って行くお婆さんに、真生はバイバイと手を振った。


「良い人でしょう？」


　お婆さんを見送る真生を眺めていた俊志は、にこやかに微笑んだ。


「ああ。良いって言ってんのにここまで案内してくれたし、征永のことも色々と教えてくれたし……。あいつ、勘当されてるって、ホントですか？」


「勘当と言うのとはちょっと違ちがうんだけど。……どんな話を聞いたの？」


　真生が今聞いたばかりの話を繰くり返すと、「話が変わっちゃってるね」と俊志は苦笑いした。


「征永は仲間になってなんかいないよ。その逆で、煙けむたがられてただけでね」


　寡か黙もくで身体の大きい征永はその場にいるだけで目立つ。その上に目の前で理り不ふ尽じんなことが行われていると止めに入る性しよう分ぶんでもあったから、上級生の一部に目をつけられていたのだそうだ。


　ある日、征永に好意を示していた同級生の女の子を、征永の名を騙かたったそのグループが連れ出し、無事に返して欲しかったらひとりで来いと征永に電話をかけてきた。


　征永は、その誘さそいに応じた。


「その電話を近くにいた母は聞いていたらしい。心配でたまらなかったんじゃないかな。征永を追いかけて行ったところを、バイクに乗ったそいつらの仲間に絡からまれて転んでしまってね」


　打ち所が悪かったんだと悲しそうに言う。


「困ったことに、事情を知ったのは征永が家を出た後の話なんだ。事故の直後の段階では僕らには事情がほとんどわかってなくてね……。当事者の征永は母さんが事故にあったのは自分のせいだの一点張りで、詳くわしい事情を説明しようとしなかったから……」


「それで勘当？」


「父も母の死で冷静じゃなくなってたからね。……それからしばらくして、征永の友達がふたり、事件に巻き込まれた女の子を連れて家を訪ねて説明してくれたから、征永も巻き込まれただけだってわかったんだ。父もその頃にはすっかり落ち着いていたし、征永を呼び戻すだろうと期待したんだけど、『これが征永が自分で決めたけじめなら、私が口を出すことじゃない』の一点張りで自分からは動いてくれなくて」


「……えーっと、それって？」


「そう、勘当は解けてるんだよ。そのことを何度か征永に伝えて、戻ってくるように説得もしたんだけど、『ふたりから母さんを奪うばう原因を作ったのは自分だ。許されることじゃない』って言って絶対に頷うなずかない」


　あそこまでいくと、頑がん固こじゃなくて意固地だと俊志が苦く笑しようする。


　その後、俊志は征永のアパートの住所をメモして手て渡わたしてくれた。


　良く知りもしない相手に住所を渡わたしてもいいのかと真生が戸と惑まどうと、「お婆さんに優やさしくできるんだから悪い人じゃないでしょう」と気き恥はずかしくなるようなことを言われた。


（……すっげー善人）


　動物好きに悪い人はいないと言い切っているようなものだ。


　犬好きの悪党だって、この世にはいるっていうのに……。


「良かったら、君からも征永を説得してあげてくれないか」


　そんな言葉に見送られて、真生は気まずい気分で征永の生家の前から立ち去った。





　服を置いた駅で途と中ちゆう下車して駅のトイレで服を着き替がえた後、もう一度電車に乗る。


　日曜日の夕方だけに、電車の中は行楽地から帰宅する家族連れで混こんでいて賑にぎやかだ。


（……微び妙みよう）


　真生はつり革かわにつかまって揺ゆられながら、ひとり眉まゆをひそめた。


　運良く、あっさりと征永をざっくり傷つけてやるネタを仕入れることはできた。


　が、このネタを使って良いものかどうか悩なやむところだ。


　本人が母親の死に自責の念を抱いだいていて、自分なりにけじめをつけようと苦学生に甘んじているというのに、わざわざ追い打ちをかけるのはいくらなんでも鬼おにじゃなかろうか？


　事情はまったく異なるが、真生も母を失っている。


　もっと母の体調に気を配って疲つかれないよう手助けしてあげていれば、もう少しだけ長生きしてくれたんじゃないかと思ったこともあるから、征永が自分を罰ばつしようとする気持ちもわからないじゃない。


　母親ネタは真生にとってもやはり鬼き門もんだった。


（くそっ、まずったな）


　直接実家に向かうような真似をしなきゃ良かった。


　どうせならもっと気楽なネタが欲しかったのにと、真生は自分勝手に後こう悔かいしていた。








　家に帰りつく頃には、すっかり暗くなっていた。


　玄げん関かんのドアを開けると、室内には灯りがついていて野菜を煮に込こむ甘い香かおりが漂ただよってくる。


（征永め、勝手に来やがって）


　飲み会が終わった後でも良いから来いと真生がごねたのを気にしてか、わざわざ訪ねてきたのだろう。


　気持ちの整理ができてない真生は、正直焦った。


　玄げん関かん先さきでどうしようかと真生が迷っていると、征永がドアから顔を出す。


「おかえりなさい。──買い物ですか？」


「あー、うん。そう」


「あちこち水みず浸びたしだったり、鉢はち植うえがひっくり返ってましたけど、なにかありました？」


「……酔よっぱらって、ちょっと……」


　つるりと、口から噓うそが零こぼれた。


（なにを言い訳してるんだ、俺は）


　迷っているせいなのか、よくも騙しやがってと怒ど鳴なるパワーが一向に湧わいて来ない。


　玄関先で途と方ほうにくれていた真生は、ふとゆうべ玄関からバスルームにかけて脱ぬぎ散らかしたままだった服がなくなっていることに気づいた。


（……征永が片づけたのか）


　相変わらず気の利きく奴やつだと思ったら、怒いかりを口にする意思さえ消えた。


（あーもう、仕方ねぇ）


　傷つけてやるにしても、こんな状態ではもうどうしようもない。


　今日のところは特別に勘かん弁べんしてやって、後日しっかり考えて結論を出した後でもう一度仕切りなおしだと、すべての問題をひとまずそっくり棚たな上あげにしてやることに決めた。


　そう決意した途と端たん、現金にもふっと肩かたが軽くなり急に空腹感を覚えた。


（そういや、朝からなんにも食ってねぇや）


　きちんと元通りになおされた鉢植えを横目に見ながら寝しん室しつに行き、変装用具一式が詰つまった大きな紙かみ袋ぶくろをそのままクローゼットに押し込むと、キッチンに向かう。


「なに作ってんだ？」


「友人から食材を貰ったのでビーフシチューを。──勝手にキッチンを使ってすみません」


「別にいーけど」


　素人しろうとでも、煮込み料理ならそれなりに美味うまくできると教えたのを覚えていたらしい。


　鍋なべの中には色とりどりの野菜と肉、それにハーブの類たぐいがゆらゆら躍おどっている。


「これ、ルーで仕上げんの？」


「さすがに真生さんみたいなことはできないので、そのつもりですが」


「ふ～ん。じゃ、その前にトマトピューレも入れてみたら。ルーだけだと甘くなるからさ」


「わかりました」


　真生はその脇わきで、征永が買ってきたフランスパンを切ってガーリックトーストの準備をし、サラダやつけ合わせを作ってやった。


　賭かけの一件がばれてることを知らないから当然だが、征永の態度はいつもとまったく変わらない。


　真生の言葉に素す直なおに頷き、いつものように微かすかに笑えみを浮うかべて楽しそうにしている。


　なんだかあまりにも平和すぎて、ゆうべ聞いた賭けの話が夢だったんじゃないかと思えてくる。


　賭けの対象にされたと自分が知っていると告げたら、征永はどんな反応を示すだろう？


　そんなことが、ふと気になった。


　ばれたのならこれでお終しまいだと、そのまま自分の元から去って行くかもしれない。


　だって、賭けはもう征永の勝利という形で終わっているのだ。


　真生の元に通う必要は、征永にはもうないのだから……。


（……そしたら、またひとりに逆ぎやく戻もどりか）


　考え事をしながらも、慣れで勝手にパプリカを刻んでいた手がピタリと止まった。


　ひとりに戻もどると思った途端、今まで経験したことのない不安感が胸の奥から湧いてきた。


　征永と出会う前、振ふり出しに戻るだけなのにどうしてこんなに不安になるのか……。


　今だって、本当の意味ではひとりきりも同然なのに、征永が本当に自分の側そばからいなくなると考えただけで、不安で身がすくんでしまう。


　なんだって、こんな風になるんだろう？


（……う～わっ、ばっかみてぇ）


　ろくに考えるまでもなく、答えは胸の中にあった。


　不安になるのは、失いたくないから。


　失いたくないと思うのは、必要としてるから。


　いつの間にか、自分は征永に側にいて欲しいと思ってしまっている。


（──なんだよ、ちくしょう。俺が惚ほれてるんじゃねぇか）


『好きです』と、征永が賭けのために口にした言葉をすんなり信用して受け入れたのが運の尽つき。


　いつの間にか自分のほうがどっぷりはまってた。


　自分自身の心が変化した今となっては、どうしたってもう振り出しには戻れない。


　騙だまされた挙げ句、惚れてしまうなんて完敗もいいところ、なんたる間ま抜ぬけぶり。


　あまりの情けなさに、怒りを通り越こして、悲しくなる。


「真生さん？」


「え？」


　気がつくと、心配そうな征永に顔を覗のぞき込まれていた。


「顔色悪いです。具合でも？」


「あ、いや……。今日けっこう歩いたから疲れただけだ」


「少し、休んだほうが」


「そっか。じゃ、おまえこの続きやっとけ」


　あれこれとまとめて指示すると、征永は「わかりました」と素直に頷うなずいた。


「でも真生さん、食欲は？」


「ある。腹減ってんだから、とっとと支し度たくしろ」


　いつものように横おう柄へいな態度でぶっきらぼうに言うと、征永は安心したように微かすかに笑んだ。


（……あの顔も演技なんだろーな）


　ソファーにごろんと寝ねそべって、クッションを顔に押しあてる。


　ゆうべ聞いた征永のぶっきらぼうな口調が、まだ耳に残っている。


　あれが征永の地なら、真生に見せている今の顔だって演技したもの。


　あんな冷たい口調で話しかけられ、冷たい表情を向けられたら、自分はどうするだろう。


　素すの真生を見てショックを受けたかつての友達のように、あり得ないとドン引きして、虚きよ像ぞうに恋こいしていた自分を哀あわれむようになるだろうか？


（賭けをするような奴には見えねぇのに……）


『オアシス』ではじめて会ったとき、寡か黙もくでそれでいて礼れい儀ぎ正しい雰ふん囲い気きに好感を持った。


　その先入観に目め隠かくしをされて、本当の征永に気づけなかったのは自分のミス。


　征永は、初対面での真生のおっとりと儚はかなげな雰囲気に騙されず、素の真生を見み抜ぬくことに成功していたのに……。


（負けが込み過ぎてら）


　騙された上に惚れてしまっている。


　情けなくて、涙なみだが出そうだ。





　いつも通りに食事して後片づけが終わると、征永はコーヒーも飲まずに帰ると言い出した。


「やっぱり顔色悪いですよ。早く休んでください」


　心配そうな顔で、指先でそうっと頰ほおに触ふれてくる。


（これも演技かもな）


　もしかしたらこの後、友達と約束でもあって早く帰りたいのかもしれない。


　事実を知ってしまった今となっては、どうしてもそんな風に疑ってしまう。


　それでも、征永が触れた頰に感覚が集中するのを止められない。


　情けないと思うのに、引き留めたがっている自分を抑おさえることができない。


「……実はゆうべ寝ね不ぶ足そくでさ」


　水仕事を終えたばかりでひんやりとした征永の手の平に、真生は自分から頰をすり寄せた。


「ここ最近、土曜はずっと誰だれかさんとやってたせいで、な～んかこう悶もん々もんとして眠ねむれなくてさ」


　欲求不満なんだと呟つぶやくと、征永は赤くなってうろたえた。


「ま、真生さん？」


　首に腕うでを絡からめて引き寄せ、中ちゆう腰ごしになった征永の首に唇くちびるを這はわせる。


「別に帰ってもいーけど、その前に俺を抱だいて寝かしつけてけよ」


　真生はそう命令すると、抱きしめ返してくるしっかりした腕に身体からだを預けた。





「……んん……ふ……」


　立ったまま、何度も角度を変えてキスをする。


　征永の手がシャツの裾すそから素す肌はだの上を這って、乳首を親指でまさぐる。


「……あっ…」


　ゾクッと感じて思わずのけぞった喉のどに、征永の唇が触れる。


　軽く吸われただけで、真生の膝ひざはカクッと落ちた。


（……もう、メロメロじゃん）


　抱き上げてくれる強い腕に身体を預けたまま、真生はひっそりと心の中で自じ嘲ちようした。


　たかがこの程度の愛あい撫ぶに力が抜ぬけてしまうようになった自分の身体がなんだか切ない。


　そんな風に一月程度で真生の身体は変わってしまったが、征永は変わっていない。


　最初の頃ころと変わらず、いつも同じように優やさしい。


　決して性急にことを進めたりしないし、乱暴な行こう為いで肌はだに痕あとを残すようなこともしない。


　この間までは、それを大切にされてる証しよう拠こだと思っていた。


　でも今は、征永が常に冷静な証拠かもしれないと疑っている。


　真生はというと、抱かれるたびに征永に身体が馴な染じんで夢中になり、征永に無む我が夢中でしがみついては背中や肩かたに爪つめや指の痕を残している。


　この件に関しても、真生の完敗だった。


（でも、こいつだってそれなりに楽しんでるよな）


　賭けは終しゆう了りようしたのにまだここに通ってくるんだから、きっとそうなんだろう。


　のめり込むほどではなくても、それなりに気持ち良いと思ってくれているに違ちがいない。


「真生さん？」


　ベッドに下ろされ、じいっと顔を見つめたら、キスを要求していると思われたらしい。


「……ん」


　身を屈かがませて近づいてくる征永に、真生は腕を伸のばし自分から唇を開いて受け入れる。


　下した唇くちびるをついばまれ、舌を甘く絡め取られて、うっとりと甘いキスに溺おぼれた。


（このままでも、いーかな）


　ふと、そんな考えが脳のう裏りをよぎった。


　なにも聞かなかったことにして、ずっとこのままでいたい。


　真生がなにも言わずにいれば、この関係はこのままずるずると続いて行くはずだった。


　征永にとっては食事代は浮くし性欲のはけ口にもなるしで、きっと都合がいいだろうし……。


「……あ……んんっ……、ふぅ……」


　いつものように後ろに柔やわらかな舌の感かん触しよくを覚えて、真生はたまらず吐と息いきをついた。


　最初は抵てい抗こうがあったこの行為も、気持ち良さを覚えてしまった二度目からはむしろ嬉き々きとして受け入れるようになった。


「…あ……あ…んくっ……、や……ゆきなが、はや……く……」


　指が増やされるたびに、早く早くと征永を急せかす。


　舌や指で与あたえられるぬるま湯のような心地ここち良さより、征永自身で貫つらぬかれたときの快感のほうがずっと気持ち良いことを覚えてしまったから。


「駄だ目めですよ。まだ早い」


　焦じらすのが楽しいのか、どんなにねだっても征永は動じない。


　舌と指だけで何度か真生をいかせてからでないと、次のステップにいってくれなかった。


　真生はそのたびに、ちくしょう覚えてろよと心の中で毒づいていたが、最終的には満足させられるものだから翌朝には復ふく讐しゆうする気もなくなっている。


　我ながら呆あきれるほど単純だと、ちょっと情けない。


「──あ、ん……っ」


　何度かいかされた後も中に入ったままの指が、ゆっくりと柔らかな内ない壁へきをなぞって蠢うごめく。


「真生さん、悶々としてたって本当みたいですね」


「え……なん……？　あっ──んん」


「いつもより、ずっと感じてる。自分でわかりますか？」


　甘い声で囁ささやかれ、真生は首を振ふった。


　そんなこと言われなくてもわかってる。


　ぬるりと指が中で動くのに合わせて、自分の身体がひくつくように蠢いていることを。


「……ふ……や……」


　わかってるからさっさとしろと訴うつたえたかったが、執しつ拗ように指で嬲なぶられているせいで喘あえぎ声しか出てこない。


　そう、自分でもちゃんとわかってる。


　いつもよりずっと感じてしまうのは、征永の本心が見えなくなったせいだ。


　いつこの関係が終わっても不思議じゃないと、真生自身が知ってしまったから……。


　もしかしたらこれが最後かもしれないと、無意識のうちに思っているから余計に貪どん欲よくになる。


　騙だまされていたと知っても、それでも征永を手放したくないから、早く欲しいと身体が勝手に征永に媚こびている。


　深い快感に誘ゆう発はつされて勝手に涙が滲にじむ。


　切なくて涙を流しているんじゃないと、真生は自分に言いきかせていた。


「……や……ゆきなが……あ……」


　涙なみだ声ごえで訴えると、ゆっくり指が中から出ていく。


　引き抜かれる感触と次に与えられるものへの期待に、身体がゾクゾクと震ふるえる。


「真生さん、力抜いて……」


　いつもより少しうわずった征永の声と同時に、熱い固まりが押しあてられる。


「あ……あ……あ……は……んんっ」


　グッと押し入ってくるものの圧あつ迫ぱく感かんに、たまらず甘い息が零こぼれる。


　散々慣らされて、焦らされたから、痛みはほとんど感じない。


　ただ中を満たしていく確かなその存在感に、征永と繫つながっていると実感させられる。


　深く受け入れた真生に、動きを止めた征永が身体を密着させてくる。


　背中で熱い身体を感じて、思わずため息が零れた。


「動いて、大だい丈じよう夫ぶですか？」


　耳元で囁かれ、真生は何度も頷うなずく。


「……ん、……はやく……しろ…」


　征永は真生の首筋に口づけてから、真生の望み通りにした。


「…あ……。っ……あ、あ……っふ……んん……」


　その存在感を覚え込ませるように、熱い確かなものが真生の身体の中でゆっくり動く。


　徐じよ々じよに速くなっていく動きと、耳元にかかる熱い息だけを感じながら、真生は目を閉じた。


（もう、いい）


　今はもう、余計なことを考えたくない。


　なにもかも忘れて、ただ強く抱きしめてくれる熱い身体だけを感じていたかった。





（……くそ、熟じゆく睡すいしてやがる）


　バイト後に飲み会だったのだから、征永もゆうべは完かん徹てつだったのかもしれない。


　真生が甘いまどろみから目覚めると、征永は真生を腕に抱だいたままでぐっすり眠ねむっていた。


　梅雨時の湿しつ気けを嫌きらってエアコンをつけたままにしていたから、身体に巻き付いた征永の腕の温ぬくもりが悔くやしいほど心地良い。


（マメなんだよなぁ）


　汗あせと精液で汚よごれていたはずの真生の身体は、征永が綺き麗れいにしてくれていて、パジャマまでちゃんと着せられている。


　真生は熟睡している征永の顔を至近距きよ離りでまじまじと眺ながめた。


　厳しい印象を与える瞳ひとみが閉じられると、その顔立ちは意外に端たん整せいだ。


　満腹して安心しきったような寝ね顔がおを眺めつつ、真生は小さく息を吐はいた。


（聞かなかったことにしとこーか）


　この腕をなくしたくない。


　なくすぐらいなら、騙されたまま、道どう化けでいても良いとさえ思える。


（ああ、でも……駄目か）


　肝かん心じんの征永が、ずっと真生を騙したままでいてくれる保証がないのが一番のネック。


　この関係が長引けば長引くほど、離はなれるときの辛つらさも比例して確実に大きくなる。


　別れの愁しゆう嘆たん場ばが見苦しいものになるのは、年上としてのなけなしのプライドのためにも避さけたかった。


　怒おこって暴れるのは許容範はん囲い。


　泣く程度なら、まだなんとか許せる。


　だが、自分を見失い、別れたくないとすがりつくようなみっともない真似だけはしたくない。


　だから、やっぱり幕引きは自分の手でやりたい。


（……でも、もうちょい後にしとこ）


　根性なしだと自分でも思うが、今は嫌いやだ。


　賭かけの対象として口く説どかれたことを見み逃のがしても良いと思いはじめている今の真生には、征永を手放すなんてできない相談だった。


（次のきっかけまで待とう）


　征永が、次になにかヘマをやらかして自分を怒おこらせるような真似をしたら、そのときこそ本当に別れる。


　それまでのつき合いだと、自分に言いきかせる。


（なんつーか、マジで弱い犬ほど良く吠ほえるって感じだな）


　ふんぎりをつける意気地がない自分のみっともなさに、腹の底から笑いがこみ上げてくる。


　真生は慌あわてて征永の腕うでを外すとベッドを降り、床ゆかに座って声を押し殺して笑った。


　笑いながら、脱ぬぎ散らかしたふたり分の服を手を伸のばして拾って畳たたむ。


　征永のジーンズを畳もうとしたとき、尻しりのポケットからポロッと携けい帯たいが落ちた。


（……なんで？）


　征永は携帯を持っていないと真生に言った。


　それも噓うそだったのか……。


　最初から本気のつき合いをする気がなかったから、距離を置くために持ってないと噓をついたのかもしれない。


　携帯があったら、たぶん自分は頻ひん繁ぱんに携帯に連れん絡らくを入れては征永を困らせていたはずだった。


（良い判断じゃねぇか）


　誉ほめてやりてぇよと、皮肉なことを考えながらポケットの中に携帯を戻もどした。


　今日のところは見なかったことにしてやると、必死に強がりながら……。
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　その後、征永はなかなか尻尾しつぽをつかませてくれなかった。


　運が良いのか悪いのかと、真生はひとりのときにはため息ばかりをついている。


　あまりにも自然に、我が儘ままな年上の恋こい人びとに振り回される恋人役を演じ続けてくれるから、何もかも知っている真生でさえ、騙されてやっていることをたまに忘れそうになる。


　それぐらい、一いつ緒しよにいるのが楽しい。


　あまりにも楽しすぎる反動か、ひとりになると気が滅め入いって落ち込む。


　あの楽しさは所しよ詮せんは偽にせ物もので、自分は征永と一緒にいるときでも本当はずっとひとりきりなんだと思い知らされて……。


　それでも征永と出会う前、ひとりきりの生活にストレスを溜ためていたあの頃ころより、今の生活のほうが楽しいと思えてしまう自分が、かなり情けなかった。





　美大の学生である田所の個展開かい催さいを明日に控ひかえた金曜日の午後、真生は大きな花束を抱かかえて画が廊ろうへの道を歩いていた。


　薔薇ばらやカラー、デルフィニュームにトルコギキョウなどの白と青の花々でまとめ上げた花束は、田所への真生からの個人的なプレゼントで、個展会場の片かた隅すみに飾かざる予定だ。


　これは沙々貴画廊に勤めるようになって以来の習慣で、夢に一歩近づくチャンスをつかんだ画家達への真生なりの餞はなむけのつもりだった。


「花束と真生くん、いいねぇ。素晴らしい光景だ」


　声をかけられて振り向くと、なにやらチラチラと光る素材の派手なシャツを着た北森が、フェロモンをまき散らしつつ微笑ほほえんで立っていた。


「店長、今日は随ずい分ぶんと早い出勤ですね」


「そりゃあもう、張り切ってるからね」


　今日はこれから早めに画廊を閉め、手伝いの業者を呼んで明日からの展示会の準備に取りかかることになっている。


「もう画廊は閉めちゃった？」


「いえ、田所くんが早めに来てくれたので留守番をお願いしてあります」


「そう。彼、舞まい上がっちゃってる？」


「かなり興奮してますね」


　真生が微笑んで答えると、北森は嬉うれしそうにフェロモンを感じさせない素すの表情で微笑んだ。


　北森自身も今回の個展にけっこう入れ込んでいたから、やっと本番を迎むかえられるのが楽しみで仕方ないんだろう。


「店長も舞い上がってません？」


　ズバリ聞いてみる。


「当たり前だろう。──こんなに綺麗な光景を間近にしてるんだから」


　北森は真生に顔を近づけてウインクすると、花束に触ふれるふりを装って、するっと髪かみに触れてきた。


（げっ。マジで舞い上がってやがる）


　いつもだったら、真似まねだけで決して直接触れたりしないのに……。


「髪、寝ね癖ぐせついてますか？」


　そらっとぼけて聞いたら、北森の手がぱっと髪から離れた。


「おっと、ごめん。美しい花につい我を忘れてしまったよ」


（うおっ、くっさ──っ）


　若い女性ならともかく、男である真生が、そんな台詞せりふで喜ぶと本気で思ってるんだろうか？


「……どうも。この花束、自分で選んでみたんです。田所くん、喜んでくれると思います？」


　真生は北森を蹴けり飛ばしたい衝しよう動どうをグッと抑おさえると、辛かろうじて笑みを浮うかべた。


「もちろんだよ。真生くんに花束を貰もらったら、もっと舞い上がっちゃうかもね」


　北森が立ち止まって、大おお袈げ裟さに真生に向けて手を広げてみせる。


　釣つられて立ち止まった真生は、通り過ぎる人達が首を巡めぐらせて自分達を眺めていくことに気づいた。


　華はなやかで目立つ北森と、大きな花束を抱えた自分が一緒にいたら、注目の的になるのも当然。


「北森さん、田所くんがひとりで不安がっているといけないから、早く行きましょう」


「はいはい、わかったよ。そんなに押さないで」


　真生は花束を持った腕で立ち止まる北森の背中を押して、早く戻りましょうと急せかした。





　普ふ段だんは午前十時から深夜十二時までの営業時間だが、個展期間中は午前十一時から午後七時までに変へん更こうして、普段より多い客の応対ができるように、真生と北森がふたり同時に画廊に詰つめるようにしている。


　訪おとずれる客は、画家の知人関係と普段の常連客、更さらには沙々貴氏の知人関係に分けられる。


　沙々貴氏の知人関係の中には、新人画家への貢こう献けんを軽い気持ちで申し出ることができる金満家もいる。画家の助けになるかもしれない出会いの機会を逃のがさないよう、ふたりはその手の客には特に気を配って接客に努めていた。


　個展の初日は、土曜日だけに予想以上に来客が多く、てんてこ舞いの一日だった。


　そのせいか、後片づけを終え家に帰ってひとりになっても妙みように気持ちが冴さえて落ち着かない。


　ソファーに寝ね転ころがって目を閉じても、昼間見た人の顔が脳のう裏りをよぎり会話がザワザワと耳に甦よみがえってくる。


　今週の土日は個展の仕事で普段より疲つかれているだろうから『オアシス』に差し入れには行かないし、おまえもくるなと征永に命令して、わざわざひとりでゆっくり過ごせるように準備したのに、これではなんの意味もない。


　かえって征永を呼んだほうが気晴らしにはなったかもしれない。


　酒でも飲もうかと思ってキッチンに向かい、ふと気が変わった。


（オアシスに行こっかな）


　ひとりで酒を飲むよりも、その方が絶対に気晴らしになる。


　決して征永の顔を見たいわけじゃないと自分に言いきかせながら、真生は家を出た。





　それに気づいたのは本当に偶ぐう然ぜんだった。


　手ぶらで飲みに行くのははじめてだったせいか妙に手持ちぶさたで、真生はなにか珍めずらしいフルーツでも差し入れてみようかと、『オアシス』の斜はす向かいにある八百屋を覗のぞいた。


　そのとき、それは勝手に真生の視界に飛び込んできたのだ。


　八百屋の奥にある住居らしき建物へと続く細い道に、キスしてるカップルがいる。


　夜になって気温は下がったが、梅雨特有の肌はだがベタベタするような湿しつ度どはそのまま。


（あんなにくっついて気持ち悪くねぇのか）


　そんな色気のないことを思いつつ、ジロジロ見たら失礼かと視線をそらしかけ、ふと気づく。


　キスの後、高校生ぐらいの少女の肩かたに手を置き、屈かがみ込んで耳元になにか話しかけている男。


　そのシルエットが、征永にそっくりだと……。


（……ってか、あれ、征永じゃん）


　あんなでかいの見み間ま違ちがえるわけがない。


　不思議に怒いかりは湧わいて来なかった。


　華きや奢しやな女の子に征永が囁ささやきかける姿はとても自然で、むしろお似合いだった。


　年上の男に蹴られつつ、キッチンでお玉を握にぎるよりはずっと似合う。


（女子高生とつき合ってんなら、携けい帯たいは必ひつ需じゆ品ひんだよな）


　休きゆう憩けい時間に人目を盗ぬすんで会っているってところか。


（あ～あ、見つけちゃったよ）


　とうとうきっかけを手に入れてしまったと、真生は妙に冷めた気分で考えていた。


　フルーツを買わずにそのまま『オアシス』に向かうと、酔よわない程度にウイスキーを飲んだ。


　帰り際ぎわ、他の常連客の目を盗んで、征永に家に寄るように告げる。


　征永は微かすかに笑んで頷うなずいた。





　バイトを終えた征永が部屋に来るとすぐに、真生は無言で征永の部屋の鍵かぎを突つっ返した。


「真生さん、これは？」


「もういらねぇから返す。おまえも、ここの鍵返せよ」


「それは、どういう意味ですか？」


「言わねぇとわかんねぇの？　お遊びはもうお終しまい。おまえとはこれっきりだ」


　肩をすくめて言うと、征永は「お遊びですか？」と微かに不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆ根ねを寄せた。


「理由を聞かせて貰えますか？」


「理由ねぇ。情けなくなるから、あんまし言いたかねぇけど、まあ、しょうがねぇか。──今日見み掛かけたんだけどさ、おまえ、女の子ともつき合ってんのな。俺、別に二ふた股またかけられてまでおまえとつき合う気はねぇんだ」


「あれは……」


　征永が口ごもる。


「それに、もうひとつ──」


　真生はため息をつきたいのをグッと堪こらえて言葉を続けた。


「友達との賭かけは終しゆう了りようしたんだろ？　俺と一いつ緒しよにいるメリットは、もうないんじゃねぇの？」


　冷ややかな調子でそう告げると、征永は顔色を変えた。


「知って……たんですか？」


（へえ、珍しい）


　征永は本気で驚おどろき、目を見開いている。


「偶然聞いちまってさ。……分け前寄こせとは言わねぇよ。その代わり、今すぐ俺の目の前から消えてくれ。目め障ざわりだ」


　真生は征永の顔をまっすぐ見上げ、何度も心の中で練習した台詞を冷ややかに言った。


　征永の顔からすうっと表情が消えていく。


「──わかりました」


　静かな声で言うと、キーケースから真生の部屋の鍵を外した。


「どうぞ」


　真生は手の平を出して、鍵を受け取る。


　と、いきなり、有う無むを言わさぬ力でぎゅっと抱だきしめられた。


「ちょっ?!」


　不意打ちに、身体からだが硬こう直ちよくする。


　抱だきしめてくる腕うでの力や、押しあてられた頰ほおに感じる胸の厚みに軽い眩暈めまいを感じた。


　覚えてしまっていた征永の体たい臭しゆうが鼻び腔こうをくすぐり、なんだか急に切なくなる。


（……やっぱり）


　もう少しだけ、側そばに置いておきたい。


　この男を手放したくない。


　そんな思いに囚とらわれて、胸が痛くなる。


　このまま、もう一度だけ抱いてくれないかなと思いかけたとき、抱きしめたときと同じ唐とう突とつさで突き放された。


「すみませんでした」


　征永は一礼すると、そのままきびすを返してあっさり去って行った。





「──これで、終わりかよ」


　別れ話のあまりのあっけなさに、真生は拍ひよう子し抜ぬけした。


　呆ぼう然ぜんとしたまま、ソファーにストンと腰こし掛かける。


　こんなことならわざわざ部屋に呼ぶ必要なんてなかった。


　店の近くで、ちょっと立ち話するだけで充じゆう分ぶんだった。


（ちょっとは嫌いやがるんじゃねぇかと思ったのに……）


　なんの説明も、ひとことの言い訳もなかった。


　せめて、ひとことでいいからなにか言って欲しかった。


　そうしたら、もしかしたら引き留めておけたかもしれない。


　もう少しだけ、側に置いておけたかもしれないのに……。


（なんだよ。未練たらたらじゃねぇか）


　別れるきっかけを見つけたらそれでお終い。


　征永とはきっぱり縁えんを切ると決めていたはずなのに、別れた途と端たん、後こう悔かいしはじめている。


　そんな自分を自覚して、真生は酷ひどく落ち込んだ。


　だからといって、他ほかにどうしようがあっただろう。


　都合良く使われてるだけの今の関係を、ずっと続けて行けるほど真生は忍にん耐たい強づよくない。


　この先、ずるずるつき合いを続けていれば、きっと今まで以上に、征永に対して我が儘ままを言ったり無理難題をふっかけては困らせただろう。


　それは、セクハラまがいの真似まねをして、赤くなる征永の反応から自分への想いを確認しては喜んでいたのと、ちょうど正反対の行こう為い。


　これだけ困らせてやってもまだ側にいるか、そろそろ腹を立てて離はなれて行くんじゃないかと、征永の本当の気持ちを暴あばこうとする行為に他ならない。


　それでうるさがられて征永に冷たくされたら、今度は逆に側にいてくれとしつこくつきまとっていたかもしれないし……。


（これで、良かったんだって……）


　みっともないところを見せずに済んだ。


　同じ別れるのなら、少しでもみっともない姿を見られずに済んだほうが良い。


　そのほうが、うざい奴やつだと悪い印象を与あたえずに済む。


　所しよ詮せんは賭けの対象で、ひとことも言い訳して貰もらえない程度にしか思われてなかったんだとしても、征永と一緒にいられた時間は真生にとって本当に楽しいものだった。


　征永だって、少しぐらいは楽しいと思ってくれていたと信じたい。


　すぐに忘れられる存在だったとしても、忘れられるまでの少しの間だけでも、そう思って貰いたい。


（ばっかだなー）


　殴なぐって暴れたりせず、過去の傷を暴いて傷つけたりもせず、ただ黙だまって放ほうり出すだけだなんて、我ながらなんてお人ひと好よしなんだろう。


　騙だまされてたっていうのに、もう戻もどって来ないってわかってるのに、それでも好きで好きでたまらないだなんて滑こつ稽けいだ。


　真生は惨みじめな自分を哀あわれんで唇くちびるを嚙かみしめた。




　　　　８







　梅雨が明け、青い空に乾かわいた風が気持ちのいい季節になっていた。


　だが、ひとり梅雨状態から抜ぬけ切れず鬱うつ々うつとした気分のままの真生は、窓の脇わきに椅い子すを運び、いつまでもどんよりと暗い自分に喧けん嘩か売ってんのかと、ブラインドの隙すき間まから青い空を恨うらめしげに眺ながめている。


　今日は月曜日。


　本当なら週末休んで元気になってなきゃならないところだが、最近の真生は月曜日が精神的に一番消しよう耗もうしている。


　週末は征永がいなくなって退たい屈くつになった時間を持て余すし、一緒に過ごした時間を思い出してはべっこりと再起不能なほどにへこんでしまうからだ。


　高校、大学時代に女の子と何度かつき合ったが、別れた直後に落ち込みはしても十日もするとケロリとしていた。


　相手に請こわれてつき合っていただけで本気の恋こいじゃなかったし、それにあの頃ころは落ち込んでいると慰なぐさめてくれる家族もいた。


　家の中に逃にげ込めば、嫌いやなことは大たい抵てい忘れられていたのだが……。


（……どん底）


　今は逃げ込める家から離れているし、新しく自分の縄なわ張ばりとなったマンションの部屋には征永との思い出がみっちり詰つまっている。


　キッチンに立てば脇で手伝う征永の気配を、ソファーに座ると床ゆかに座ってこちらを見上げてくる征永の視線を感じるような気がする。


　別れた直後は征永が好きで好きでたまらなくて、そんな自分が惨めで落ち込んでいた。


　でも今は、自分の馬ば鹿かさかげんに落ち込んでいる。


　賭けの対象にされていたことはやはり腹が立つが、よくよく考えれば自分だって色々と都合が良いから征永と付き合いはじめたのだ。


　退屈な時間と寂さびしさを埋うめてくれる便利な奴だと思って……。


　賭けの対象にされていたことを知って、それでも惚ほれているのだと自覚した後も、真生は態度を変えなかった。


　それまでと同様、自分の都合で征永を振ふり回したりからかったりするばかりで、征永を気き遣づかったりはしなかった。


（あっさり捨てられるわけだよ）


　自分勝手に振り回してくるだけの相手に未練なんか感じるわけがない。


　どんなに外見が綺き麗れいだって、見慣れれば飽あきる。


　外見じゃなく、結局は中味なのだ。


　子供の頃から、傷つくたびに安全な場所に逃げ込んで甘えてばかりで自分自身と向き合うことすらしないでここまで生きてきたから、外側だけ大人になっても中味は臆おく病びような子供のまま。


　そのせいもあって、きっと自分は人間としての魅み力りよくが乏とぼしいんだろう。


　だからこそ、征永を側に留めておくこともできなかった。


（惚れてるって吐はき出してたら、もっと楽だったのかなぁ）


　年上のプライドなんかかなぐり捨てて、もっとがむしゃらになれば良かったのか？


　でもそれをしたら、鬱うつ陶とうしがられて終わりのような気もする。


　いや、でもなぁとぐるぐる考えていた真生は、ふとひとりで苦く笑しようした。


「これが片思いか」


　しかも遅おくればせながらもはじめての恋だったりする。


　家の外では素すの自分を晒さらせないという緊きん張ちよう感があったから、自分から誰だれかを好きにはなれなかったし、向こうから告白してきてつき合った女の子達は、真生が好きになるのを待たずに自分勝手にリタイアして消えていった。


　やっと人を好きになる気持ちがわかったというのに、後悔ばかりが残る結果に終わってしまった。


「……ついてねぇの」


　ため息混じりの自分の声の暗さに、うんざりする。


　こんなことじゃ、じめじめした梅雨気分から抜け出せるのはいつの日か。


　本当に憂ゆう鬱うつだった。








　その日は、いつも通り五時に画が廊ろうを出た。


　すっかり日が長くなって、自宅の最も寄より駅についても空はまだ青いまま。


　このまま部屋に帰る気になれなかったし、自分ひとりのためだけに夕食を作るのも面めん倒どうでオープンカフェで軽食を摂とることにした。


　店員は冷れい房ぼうの効いた店内を勧すすめたが、気温は高いものの風が心地ここち良かったから、真生は屋外のテーブルを自分で選んで座った。


　本日のパスタとミントビールを注文する。


　運ばれてきた芽キャベツとドライトマトを使ったペペロンチーニ風のパスタはなかなかの出来だった。


（芽キャベツの旬しゆんを外してんのは惜おしいけど、やっぱここはオリーブオイルが違ちがうよな）


　ウエイトレスが通りかかったらオリーブオイルのメーカーを教えて貰おうかと考えながら、機き嫌げん良く食べていると、ふと風に乗ってどこかで聞き覚えのある声が耳に流れ込んできた。


「……ゆきちゃんってば、どんな感じ？」


「仏像みたいに悟さとりきった顔してるね。今は刺し激げきしないほうが良いと思うけど」


（……ん？　これって、あんときの征永の友達じゃねぇのか）


　征永と賭かけの話をしていたふたりの声に良く似ているような気がする。


　真生はビールの入った厚手のグラスを手に、通りを眺めるふりをして視線を巡めぐらせ、それとなく声の主を確かめる。


（やっぱ、あんときの大学生か……）


　真生が変装したときに着たようなパンク系の服を身につけた小こ柄がらな金きん髪ぱつの青年と、ブランド物のシャツを粋いきに着こなしたハイソな雰ふん囲い気きの茶パツの青年。


　ここであの三人を見み掛かけたのは随ずい分ぶんと前だから顔までは覚えていないが、その雰囲気ははっきり覚えている。


　征永と賭かけの話をしていたふたりに間違いなかった。


　しかもどうやら征永の話をしているらしい。


　真生は思いっきり聞き耳を立てたが、近くのテーブルに陣じん取どっていた女性客達がいきなり賑にぎやかにしゃべり出したものだから、それまで聞こえていた声が聞き取れなくなってしまった。


（くそっ）


　徐じよ々じよに苛いら々いらを募つのらせながら、声が駄だ目めなら表情だけでもとふたり組をこっそり観察する。


　切れ切れに声は聞こえてくるが、やはり会話の内容まではわからない。


　ふたり組はあまり楽しそうじゃない表情で会話をかわしていたが、ほぼ同時にがっくりと首を落として深くため息をついている。


（うう、気になる）


　今すぐあのテーブルに移動したいぐらいだ。


　ちょうどそのとき、女性客達がいっせいに立ち上がってレジに向かった。


　真生はしめしめと再び聞き耳をたてた。


「──……でだよ。説明するぐらい良いじゃんか」


「駄目だって。……真生さんには、もう新しい恋こい人びとがいるんだから」


（はぁ？）


　いきなりの内容に、真生はなんだそりゃと耳を疑った。


「うっわっ、乗り換かえるの早過ぎっ！」


「いや、そうじゃなくて、どうやらゆきちゃんと二ふた股まただったみたいでさ」


（っざけんなっ!!）


　ブチッと、真生の頭の中でなにかが切れた。


　すっくと立ち上がると、ビールのグラスを手にふたりが座るテーブルにつかつかと歩み寄る。


「──おい、おまえら！」


「うわっ!!　ま、真生さん!?」


「愉ゆ快かいな話をしてるじゃねぇか。……誰が二股かけてたんだって？」


「あ、いや、その……」


「ったく、ふざけたことぬかしやがって」


　あいていた椅い子すに横おう柄へいな態度でドカッと座る。


「さて、じ～っくり話を聞かせて貰もらおうか!?」


　あまりにも怒おこっていたせいで力の加減をし損ねて、怒いかりのまま握にぎりしめていた手の中のグラスがガシャッと鈍にぶい音を立てて真生の手の中でつぶれた。


「ひゃっ!?」


「うおっ!!」


　驚おどろいたふたりは、血相を変えて椅子ごとザーッと一メートルほどドン引きした。








　そして、真生は怒っていた。


　征永の友達のふたり組から、聞き出した賭けの真相は、真生にとって納なつ得とくのいくものだった。


　あの賭けに悪気はなかったのだ。


　そもそも征永のあの性格を思えば、賭けで人を騙だませるわけがないと気付いて当然だった。


　それができなかったのは、賭けのことを知ってからの真生が、征永を真正面から見ようとしなくなっていたせいだと、今ならわかる。


　騙す目的で近づいたのなら、今まで自分が知っていた征永のすべてが噓うそかもしれないと不安になって、深く考えるのを無意識のうちに拒きよ絶ぜつしていた。


　どこからが噓で、どこからが本当なのか、知りたくなかったから……。


　でなければ征永の兄から過去の話を聞かされたときにおかしいと気づけていたはずだった。


　そもそも征永は、結果的に母を死なす原因を作ったのは自分だからと、言い訳を一いつ切さいしないでそのまま家を出てしまったような奴やつだったのだ。


　どんな事情があれ、賭けという外聞の悪い取引を友達との間でかわした事実がある以上、言い訳は潔いさぎよくないと黙もくして語らなかったのも当然。


　あの頑がん固こ者ものは、絶対に自分からは白状したりはしない。


　それに思い至らなかった自分が間ま抜ぬけだったのだ。


　気づくための情報も時間もたっぷりあったのに、目先の不安に自分を哀あわれむばかりで、完全に目を閉とざしていた自分が憎にくい。


　馬ば鹿かで間抜けで臆病者、どうにもこうにもそんな自分自身に腹が立つ。


　だが基本的に、真生は自分に甘い性格だった。


　だから、真生の怒りの大部分は、自分よりも征永へと向けられていた。





　その日の夜、とりあえずこの怒りをぶちまけないことには気が済まないと、真生は『オアシス』が見える路地で看板の灯あかりが消えるのを待っていた。


　月曜日のせいか、いつもより客の退ひきが早く、十一時過ぎには看板の灯りが消える。


　それから約二十分後、裏口から征永が出てくると、真生はすかさず征永の前に立った。


「──おい、征永。ちょっと顔貸せ」


　ジーンズの尻しりポケットに片手を入れて斜しやに構えて立ち、顎あごをしゃくって命令する。


　征永は驚いて一いつ瞬しゆん固まっていたが、無言で頷うなずくと大人しくついてきた。





　マンションにつくと、真生はソファーにふんぞり返って座った。


「おまえの友達ふたりから、事情を全部聞いたぞ」


　征永はというと、以前と同じように敷しき物ものの上に直接座り、真生を見上げている。


「……あのふたりが真生さんに話しに来たんですか？」


「違ちがう。偶ぐう然ぜん駅前のカフェで行き会って、俺が締しめ上げて吐はかせた」


　あのふたりは、征永とは小学校からの友達だった。


　高校時代の事件のとき、征永の家族に本当の事情を説明しに言ったのも彼らで、征永が家を出た後もかわらず友達づき合いをしているのだと言っていた。


　そして、彼ら三人はしょっちゅう賭けをしているとも教えてくれた。


　普ふ段だんは、学食のメニューや講義の出席人数、女の子の服の色などに関する些さ細さいな賭けで、賭けるものも学食や生協で使えるカードのチャージ料金など。


　ぶっちゃけた話、友達ふたりにとってこの賭けは、苦労しているくせに頑固すぎて一度の食事も奢おごらせてくれない征永への、自分達でできるささやかな手助けのつもりだったらしい。


　だから征永が賭けに負けたときは、出世払ばらいってことにしていたようだ。


　真生を賭けの対象にしてしまったのは、偶然あのオープンカフェで三人と真生が一いつ緒しよになったとき、征永が真生を遠巻きに眺ながめて、やたらと気にしていたせい。


　征永がそんな風に誰だれかへの好意らしきものを垣かい間ま見せたのはそれがはじめてで、友達ふたりはこれはなんとかしなくてはと思うあまり、少しばかり羽目を外してしまったのだった。


「賭けの金、受け取らなかったんだって？」


「……最初から賭けに応じたつもりはなかったので。応じたふりをしたのは、そうでもしないと悪のりしているあのふたりを納得させられなかったからです」


「ったく、なんでそれを俺に言わねぇんだ？」


「ふりとはいえ、賭けに応じたのは事実ですから。それに……」


　征永が何事かを言い淀よどむ。


「なんだよ。言え」


　真生が促うながしても、ちょっと困ったような顔をするばかりで口を開かない。


「あー、もう、苛々すんな！」


　真生は左手で乱暴に髪かみをかきむしった。


「そこで黙だまり込むなっ。ったく、事情は全部聞いたって言っただろ？　俺はおまえと違ちがって言い訳してぇんだ。──なんでこの俺さまが、他の男とつき合ってるだなんて思うんだよ！」


『真生さんには他ほかにお相手がいるようだから、しつこく食い下がって困らせたくないって、征永が話してましたけど』


　そう教えてくれた征永の友達に、真生は『違うんですか？』と疑わしげな目を向けられた。


（くそっ、腹の立つ）


　なにがどーしてそういう話になってるのか、こっちが聞きたいぐらいだ。


「おら、なんとか言えよ！」


　訝いぶかしげな視線を投げかけるばかりで黙り込んでいる征永に腹を立て、真生は左手でダンッとテーブルを叩たたいた。


　それを見た征永の眉まゆ根ねがひそめられる。


「真生さん、どうしたんですか？」


「ど、どーしたって……。おまえ、いくらなんでもそれはねぇだろ？」


　あまりにも素すっ頓とん狂きような切り返しに、怒りを通り越こして力が抜ぬける。


「日本語がわかりませ～ん、なんてアホ言ったら承知しねぇぞ」


「いえ、そうじゃなくて……」


　征永は急に立ち上がると、真生に歩み寄ってきた。


「な、なんだよ」


　うろたえる真生を無視して、ソファーの前に跪ひざまずく。


「さっきから、右手を隠かくしてますよね？──どうかしたんですか？」


「あ、いや、これは──」


　真生は、ずっと尻ポケットに右手の親指を突つっ込んだまま、身体からだの後ろに隠していた。


　慌あわてて誤ご魔ま化かそうとしたが、その前に征永に腕うでをつかまれ、強ごう引いんに引っ張り出される。


「これは……」


　引っ張り出した手を見て、征永は思いっきり不愉快そうな顔をした。


　真生の右手には血の滲にじんだハンカチが巻かれていたのだ。


「いったい、今度はなにをやらかしたんです？」


　厳しい顔で睨にらまれて、真生はちょっとうろたえた。


「う、うるっせぇーよ。おまえには関係ねぇ」


　それは、あのオープンカフェでグラスを握り潰つぶしたときの怪け我が。


　その場ではたいしたことねぇとハンカチを巻いて誤魔化したのだが、家に帰ってから見たらガラスの破は片へんがけっこう深く刺ささったようで、思ったより傷が深く血も止まっていなかった。


　だが面めん倒どうくさがりの真生は、明日になれば血も止まるだろうと、適当に消毒して包帯がわりのハンカチを巻くだけで済ませていたのだが。


「こんなんほっといても平気だ。いいから質問に答えろよ」


　ここで話を逸そらされてたまるかと、手を引っ込めようとしたが、強い力で引き留められた。


「駄だ目めです。手当てのほうが先です」


　征永は怒おこったように言うと、一いつ旦たん手を放し、以前教えた場所から薬箱を持ってきた。


「失礼します」


　有無を言わさず真生の右みぎ隣どなりに座ると、右手を強引に引き寄せて、左ひだり腕うでと脇わきの間に挟はさんで固定してしまう。


「ほっとけって」


　真生は腕を引き抜こうとして暴れた。


　だが「駄目です」と厳しい声で言われ、本気で睨まれて黙り込む。


（……征永の分際で生意気な）


　条件反射的にそう思ったが、本当は嬉うれしかった。


　征永は、まだ自分を心配してくれているのだ。


「真生さん、これ、なにをしたんですか？」


　血まみれのハンカチを外した征永が、大小取りまぜて十カ所以上に及およぶ真生の手の平の傷を見て、呆あきれた声を出した。


「……グラスを握にぎり潰した」


「思い切ったことを……。癇かん癪しやくを起こすのはけっこうですが、後先考えてからやってください」


「う、うるっせーよ」


　ため息混じりにたしなめるように言われて、真生は踵かかとで征永の足を蹴けった。


「ガラスの破片は全部取ったんですか？」


「取れてるだろ？」


「……どんな手当てを？」


「消毒液振ふりかけて、ハンカチ巻いた。……自分じゃ包帯巻けねぇし」


「相変わらず適当ですね。──ちょっと痛いかも知れませんが我が慢まんしてください」


「──いてっ！　おいこら、ばか、やめろって！」


　ぎゅっと一番腫はれている傷を押されて、真生は飛び上がった。


「やっぱり、ガラス片が残ってるみたいです」


　征永は真生の苦情を完全無視して、薬箱からピンセットを取ると、傷口を指先で開いて器用にほんの小さなガラス片を引き抜く。


　その後も、黙もく々もくと同じ作業を続けた。


（……うわわっ）


　征永が傷口を良く見ようと確かめるたびに、真生は手の平に吐と息いきの温ぬくもりを感じて焦あせった。


　切り傷の痛みとは違う感覚が、手の平からジンワリと広がってくる。


　それは征永との関係で覚えてしまった淫いん靡びな感覚。


　今すぐ手を引っ込めないとヤバイ気分になりそうだが、それをするのも惜おしい気がする。


　セクハラまがいのちょっかいをかけたかったが、他に彼女がいる征永にそれをやるのは自分が惨みじめな気がして真生は我慢した。


（これが、俺のならいーのにな）


　手の平を探さぐる硬かたい指先、真しん剣けんに傷口を見る男らしいきつい眼まな差ざし。


　征永の全部が自分のものだったら、こんな風に我慢しなくても済むのに……。


「征永、あの女の子、どこで引っかけた？」


　未練たらたらで聞いてみる。


「あの子は……家庭教師先の子です」


「え、マジで？　バイト先の娘むすめを引っかけんのは、いくらなんでもヤバイだろー」


「引っかけてません」


「じゃ、おまえが引っかかったのか」


「引っかかってもいませんよ。あれは……」


　征永は困った風に言い淀んでしまった。


「ああ、そっか！　向こうが勝手に引っかかってきたのか」


　真生がズバリ言うと、「そういう言い方は……」とやはり困った顔だ。


「気になるそぶりがあったんで受験生の心を乱す前にと親おや御ごさんにバイトを辞やめる旨むねを伝えていたんです。あの日は、それを聞いたあの子が興奮してバイト先まで来てしまったんですよ」


「でも、キスしてたぞ」


「してません。落ち着かせようと思って顔を寄せて話したのを、暗かったから見み間ま違ちがえたんじゃないですか？」


「ホントかよ」


　真生が疑わしげに言うと、征永は微かすかに不ふ愉ゆ快かいそうな顔になる。


「相手がいることで、噓うそは言いません」


「あーそーですか」


　面倒くさそうに答えたが、心の中ではすんなり納なつ得とくしてしまう。


（まぁ、征永だし）


　噓をつくくらいなら、黙り込むだろう。


　征永に惚ほれた女の子の気持ちが、真生にはわかる。


　今どきの学生と違って、征永はお洒落しやれじゃないし堅かた物ぶつで融ゆう通ずうが利きかない。


　でも、その分誠実だし、本当の意味で優やさしい。


　ツボにはまれば、いちころだったろう。


（……俺みたいにな）


　希少価値が高いから側そばに置いておきたくなるし、誰だれかに渡わたすのが勿もつ体たいないとも思う。


「じゃ、携けい帯たい電でん話わは？」


「はい？」


「持ってただろ？　なんで持ってないなんて噓ついたんだよ」


「本当に持っていませんよ」


「噓つけ。ジーンズのポケットに入ってたぞ」


「え？　……ああ、あれかな？　一時期、確かに友達から予備の携帯を押しつけられてたことはありました。──染しみますか？」


　傷の消毒をしながら、征永が言った。


「ちょっとな。──押しつけられたって、なんで」


「あいつら、真生さんに会いたがってたんです。それで、ふたりで外出するときにでも、偶ぐう然ぜんを装って会えるように連れん絡らくを寄こせと……」


「なんだ、そりゃ。俺は見せ物じゃねぇぞ」


「そう言うだろうと思いました。俺もそういうのは嫌きらいです。たまにちゃんと持ち歩いてるかと確認の電話がかかって来て、取らないとしつこく絡からまれるんで、それが面倒で仕方なく持ち歩いてましたが」


「そんなん、最初から受け取るなよ」


「あいつらにふたりがかりでうるさく言われるのが苦手なんで、つい……」


　征永は苦く笑うと、傷に滅めつ菌きんガーゼをあてて包帯を巻いていく。


（なんだ、全然大だい丈じよう夫ぶじゃねぇか）


　二ふた股またなんてかけられてなかったし、噓もつかれてない。


　征永は、間ま違ちがいなくまだ自分のことが好きだ。


　丁てい寧ねいに包帯を巻いていく征永を眺ながめながら、真生はそう確信してほっと安心した。


（こんなことなら、あんときもっと怒って、全部吐はかせときゃ良かった）


　あっさり帰って行った征永を黙だまって見送ったりせず、ちゃんと問いただしてれば鬱うつ々うつとした日々を過ごすこともなかったのに……。


（……つーか、そうじゃねぇだろっ！）


　前言撤てつ回かい、自分に甘い真生はその考えをあっさり却きやつ下かした。


　そもそも、征永が自分から言い訳すべきだったのだ。


　そうしていれば、別れ話だってあの日のうちに立ち消えになっていたはずだった。


「とりあえず、これで……」


　征永は包帯を巻き終えた。


「ガラス片は一個しか残ってなかったみたいですね。でも、医者には行ってくださいね」


「いーよ。これで充じゆう分ぶん」


「駄目です。──真生さんは化か膿のうしやすい体質みたいだと三原先生がおっしゃってましたし、一度ちゃんとした医者に見せて化膿止めの薬を処方して貰もらったほうが良いです」


「駄目です駄目ですって、おまえ、うっせーよ!!」


　厳しい目で見つめられて、真生はプチッと切れた。


　征永が自分を心配してくれているのはわかる。


　わかるが、どうせ心配するなら、今は身体からだより心のほうの心配をして欲しかった。


「だいたいな、この怪け我がだって本もとを糾ただせばてめぇのせいだ！」


「俺、ですか？」


「そーだ。俺が別れ話を切り出したとき、おまえがちゃんと言い訳してれば、俺だって人前でグラスを握にぎり潰つぶすなんて目立つ真似まねしなくて済んだんだ」


「真生さん、前後関係がわからないのですが？」


「うるせぇ！」


　真生は説明を求める征永を一いつ喝かつして黙らせた。


「おまえ、潔いさぎよすぎるんだよ！　それが格好いいやり方だとでも思ってんのか？　おまえはそれで満足でもな、言い訳ひとつして貰えねぇで置いてかれたほうはそれじゃすまねぇんだ」


「ですが……」


「ですがじゃねぇ!!　俺が今日までどんな気持ちで過ごしてたか想像してみたことあるか？　賭かけの対象にされた挙げ句、二股かけられて捨てられたと思ってたんだぞ！」


　征永は、賭けのために近づいた自分より、携帯で連絡を取り合う女の子のほうを選んだ。


　そう思うたびに、選ばれなかった自分が価値のない惨めな存在に思えて仕方なかった。


　終わったことと忘れることもできずに、毎日毎日征永のことを思い出してばかりで……。


「こんなに惨めな思いさせられたってのに、おまえのこと忘れらんねぇし、苦しいしで……」


　事情がわかった今となっては、苦しくて悲しかった分、怒いかりが沸ふつ々ふつとこみ上げてくる。


　こみ上げてくるもので息が詰つまって、言葉が途と切ぎれた。


「真生さん」


「……さ…わるなっ！」


　真生は、心配そうに顔を覗のぞき込み、肩かたに触ふれようとする征永の手を払はらった。


「こんなん、俺が一番馬ば鹿かみてぇじゃねぇか。好きだなんて言ったって、おまえの好きは言い訳ひとつしねぇで諦あきらめられる程度の気持ちなんだよな。その程度の気持ちに振ふり回されて、ひとりでその気になって空回りして、泣いたり後こう悔かいばっかで……」


「真生さん、それは違ちがいます」


　征永がまた手を伸のばしてくるのを、真生はやっぱり払いのけた。


「うっせーよ。おまえなんかあっちいけっ！」


　落ち着き払った征永の声が気に障さわって、拳こぶしを握って殴なぐりかかる。


「──駄だ目めです」


　征永は真生の右手首をつかんで止めた。


「この、放せよっ！」


　真生は腰こしを浮うかせて、腕うでを引こうとしたがビクともしなかった。


「放しません。右手は駄目です」


　つかまれた右手をグッと引かれ、バランスを崩くずした真生はそのまま征永の胸に倒たおれ込み、ふたりしてソファーに寝ね転ころがる。


「こ……の……」


　真生は左手で突つっ張って起きあがろうとして……止やめた。


　久しぶりに感じたシャツ越ごしの征永の体温に眩暈めまいがして、力が抜ぬけたのだ。


　征永の腕が背中に回るのを感じて、真生は征永の胸に顔を押しつけて目を閉じた。


（……ばっかみてぇ）


　ずっと悲しかったのも、いま怒おこっているのも、ここに、征永の側に戻もどりたかったからなのに癇かん癪しやく起こしてまた台無しにするところだった。


　征永相手に怒りをぶつけたって無む駄だ、空回りするだけだともう知ってるんだから、今はちゃんと会話をしなくちゃいけなかったのに……。


　真生はもぞもぞと動いて征永の胸から顔を離すと、征永を見た。


「──なあ、征永。おまえ、俺に聞きたいことあるよな？」


「聞きたいこと？」


　征永は軽く首をひねった。


「俺は、おまえに、言い訳したいことがあるぞ。──だから、聞け」


　睨にらみつけると、征永はちょっと困こん惑わく気味に眉まゆを動かした。


「……それでは、ひとつだけ。真生さんには、今きちんとおつき合いしている人がいますよね」


「いねーよ、馬鹿。なんでそんな風に思うんだ？　ああ？」


「画が廊ろうがある通りを歩いていたときに、偶然見てしまいまして」


「見た？　なにをだ？」


　もどかしい征永の物言いに、イラっと神経が逆立つ。


　真生は、怒るな怒るなと自分に言いきかせた。


「花束を持った真生さんが、一いつ緒しよにいた人と親しげにしていたのを……です。普ふ段だんの真生さんは、知り合い程度の方とは一線を引いたつき合いをしているようなので、往来であんなに楽しげに話してらっしゃるのなら、随ずい分ぶんと親しい関係なのだろうと……」


　征永にしては珍めずらしく滑かつ舌ぜつが悪い。


　潔さを美徳としてそうな征永のことだから、こんな形で問いただすことを恥はずかしいことだとでも思っているのかもしれない。


「花束って……。もしかして、相手はウェーブがかかった黒い髪かみの、チャラチャラした極ごく彩さい色しきのシャツ着てる奴やつか？」


「はい。そうです」


「よ、よりによって、あいつかよ」


　よりによって北森と歩く姿を見て誤解してくれやがるとは……。


　ふたりとも田所の個展を前にして機き嫌げんが良かったし、確かに髪に触さわったり背中を押したりと普段よりは距きよ離りも縮まっていたが、いくらなんでもそれはない。あんまりだ。


　これには、プチッと堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた。


「お、俺は、あんなでたらめなシャツを着るような奴に惚ほれるほど趣しゆ味み悪くねぇからな!!」


　怒りを素す早ばやく察した征永に両手首をつかまれてしまっていたから、真生は仕方なく征永の顎あごに頭ず突つきしてやった。


「おまえ、ばか！　ホントばか！」


　征永がひるんだところで、素早く起きあがる。


「ま、真生さん？」


「あれはな、うちの画廊の店長だ!!　たまたま道で会って一緒に歩いてただけで、仕事以外の関係は一いつ切さいないからな。つーか、ありゃあ勤務時間内のことだぞ？　花束貰ってのこのこデートに行くような時間じゃねぇ」


「でも、とても親密そうでしたし、お似合いに見えましたが」


「ばか、冗じよう談だんはよせって。──見ろよ、鳥とり肌はだがたっちまった」


　真生は征永に腕を突き出した。


「あ」


　征永は粟あわ立だっている真生の腕を見て、絶句する。


「あのな、俺は元々ノーマルなんだぞ。おまえ以外の男とつき合うぐらいだったら、女の子のほうを選ぶって……。ったく、余計な気を回しやがって……。だいたいな、つき合ってる相手が浮うわ気きしてると思ったら、とりあえず事実確認をするなり怒るなりしろ！　あっさり諦められるぐらいの気持ちなら、好きだなんて言葉、軽々しく使うんじゃねぇよ！」


　はた迷めい惑わくだと、真生はふんと威い張ばった。


「諦めたくはなかったのですが、暇ひま潰つぶしでつき合っていただいたのに、しつこくつきまとって不ふ愉ゆ快かいな思いをさせるわけには行かないと思ったので」


「は？　暇潰し？」


「側そばにいると退たい屈くつしないし便利だから、つき合ってやってもいいと言いましたよね？」


　真生がキョトンとすると、征永は少し不満そうに問いただしてきた。


「……あー、確かに言ったかも」


「気に入っているが、好きだとは言えないとも……」


　それも言った。


「だから、真生さんに本当に好きな人ができて暇ひまじゃなくなったのなら、間に合わせでつき合って貰もらっている俺が、いつまでもここにいて良い道理はないと考えました」


「でも、おまえ、いくらなんでも諦めが良すぎるって……」


「俺だって、一度でも真生さんに好きだと言って貰えていれば少しは粘ねばったと思いますが」


「……あー、そういや言ってなかったっけな」


　色々と自じ業ごう自得のネタを蒸むし返されてきて、どうにも旗色が悪い。


「はい、聞いてないです。──改めて聞いてもいいですか？」


　グッと手首を引かれ、顔が近づく。


「真生さんは、俺をどう思ってますか？」


「え……」


　息がかかるほどの至近距離から真顔で囁ささやかれ、真生はうろたえた。


　聞かれるまでもなく好きなのだが、こうストレートに聞かれると妙みように照れくさい。


「あーもー、おまえ、うざいよ！　どうでもいい奴相手に俺がここまでするわけねぇだろ！」


　征永の真しん剣けんな目が照れくさくて、逆ギレしてそっぽを向いて怒ど鳴なる。


「そっちこそ、どーなんだよ。ろくに疑いもしないで俺に新しい男ができたと思うなんて、やっぱり絶対変だ。本当はそろそろ俺に飽あきて、逃にげ出したくなってたんじゃねぇの？」


　照れ隠かくしで怒鳴っていたら、エキサイトしてきて言わなくても良いことまでついつるっと口から零こぼれた。


「真生さんに飽きるなんて有り得ません」


　恥ずかしげもなく征永が断言する。


「ただ、あの頃ころの真生さんずっと元気がなかったから、そのせいかと思っただけです」


「ばっか、ありゃ、おまえのせいだ！　賭かけの対象にされたって知って、おまえが俺のこと利用してるんじゃないかって思ったから……」


「ああ、それで元気がなかったんですか？」


「当たり前だ。おまえのこと以外になにがあるっつーんだよ」


　足に蹴けりをお見み舞まいしてやったが、征永は一向に気にせず、そのまま抱だきすくめられた。


「それなら、嬉うれしいです」


「……そりゃ良かったな」


　征永の胸板に顔を押しつけられたせいで、真生の声がくぐもる。


「もう一回聞いてもいいですか？」


「さっきと同じ質問なら駄だ目めだ」


「じゃあ、違ちがうのを。──真生さん、俺のこと好きですよね？」


　一応真生の照れくささを察してくれたらしく、征永は少しだけ質問を変えてくれた。


　真生は無言のまま、頷うなずいて返事を返した。





（とりあえず、丸く収まったよな）


　征永が自分の手元に戻ってきたのを確信して、真生は凄すごく幸せだった。


　征永に抱きしめられたまま、その胸の感かん触しよくをすりすりと頰ほおで確かめる。


　と、いきなりもぞっと征永が身体からだを離はなそうとした。


「動くな。もうちょっとこうしてろ」


　顔を上げて睨むと、征永がちょっと困った顔をしている。


　もしやと確かめたらジーンズの前が張っていた。


「なんだ、おまえ、勃たっちゃったのか」


「すみません」


　真生が指し摘てきすると、征永は赤くなった。


「あやまんなくていーよ。久しぶりだから、俺もそれ欲しいし」


　緩ゆるんだ腕うでから抜ぬけ出して、ソファーの脇わきに立つとぽいっと服を全部脱ぬぎ捨てる。


「ま、まさきさん？」


　ソファーに座り直してうろたえている征永の膝ひざの上に真生は座った。


「今いま更さらなに照れてるんだよ。さんざん人のこと泣かせたくせに」


　いいか動くなよと征永に命じて、真生は征永のシャツに手をかけた。


　ボタンを一個ずつ外しながら、露あらわになっていく胸に唇くちびるを這はわせていった。


「汗あせの臭においがする」


　ククッと笑うと、征永が遠えん慮りよがちに言った。


「シャワーを使ってきましょうか？」


「いーよ、このままで……。おまえの臭い嫌きらいじゃねぇし」


　忙いそがしくて稽けい古こする時間がないと言っていたが、征永は充じゆう分ぶんに筋肉質な良い身体をしている。


（いーい身体）


　真生は、体力や腕わん力りよくに自信があるが、筋肉がつきにくい体質で外見的にはそう見えにくい。


　羨うらやましすぎて、憎にくらしくなるほどだ。


（……ついでに美味うまそうだよな）


　思わず歯を立てたら、征永が喉のどの奥でくぐもった声をあげた。


「真生さん！」


「いーからいーから。そのまま動くなよ」


　抗こう議ぎを適当にあしらって、征永のジーンズの前をあける。


　締しめつけられて窮きゆう屈くつそうだったものを出してあげると、征永の膝から下りて脇にずれて屈かがみ込み、それに唇を寄せた。


　いつもいつも、よくもこんなものが入るものだと自分でも感心する。


（さすがにこれは……）


　征永がいつもしてくれるように銜くわえるのは、質量的に難しいような気がする。


　入ったとしても、でかすぎて吐はきそうだ。


　だから銜えるかわりに手でこすり上げ、舌先でその形を丹たん念ねんになぞる。


「……っ……ふ……」


　頭の上から征永の気持ちよさげな息づかいが聞こえて、真生は嬉しくなって行こう為いに熱中した。


　不思議なもので、そうしていると触さわられてもいないのに身体が高ぶっていくのがわかる。


　ブルッと微かすかに身み震ぶるいしたら、征永の指が真生の背中を宥なだめるように優やさしく撫なでた。


「んんっ…あっ……」


　動くなと言ったのにと抗議したいところだが、気持ち良いのが優先した。


「……ん……ふっ……っ……」


　征永の指が背中から後ろへと移動して、そこをやんわりと解きほぐしはじめる。


　それを感じながらも、真生は懸けん命めいに征永自身を愛あい撫ぶし続けたが、指が二本に増やされた段階でそこを探さぐられるととろけそうな快感だけに神経が行くようになって断念した。


「……この……ばか。せっかく俺さまがいかせてやろうとしてるのに、邪じや魔ますんな」


　起きあがった真生は、征永の膝に座り直して文句を言った。


「ありがたいですが、こちらでいかせて貰ったほうが嬉しいです」


「……あ……」


　くっと後ろを刺し激げきされて、真生は征永の肩かたにしがみついて軽くのけぞる。


「も……わかったよ」


　そういうことならと、真生は腰こしを浮うかせて、自分から征永を呑のみ込もうとした。


「ちょっ、まだ無理です。真生さん！」


　珍めずらしく慌あわてた征永が、真生を止めようと腰を支えたが、手て遅おくれだった。


「いっ───っ!!」


　体重をかけてズッと半分程度呑み込んだ段階で、真生は悲鳴をあげた。


「うそっ！　なんだよ、これ。いてぇ」


　今までに感じたことのない痛みを感じて叫さけぶ。


「……つっ……。無茶をする。久しぶりだし、慣らさなきゃ無理ですよ」


　呆あきれたように言って、征永は真生を抱かかえ上げようとしたが、またしても真生が痛いと悲鳴をあげて動きを止めた。


「あ……つぅ、抜くなっ！」


　抜かれる瞬しゆん間かんのほうが今より絶対痛いに違ちがいないと、真生は征永の首にしがみついた。


「このままでも辛つらいでしょう？」


「でも駄目。動くなってば！」


　痛みに涙なみだを滲にじませながら訴うつたえる。


「なんのためにいつもあんなに時間をかけてると思ってたんですか？」


「焦じらしてんだと思ってたんだ。──征永、なんとかしろ」


「……わかりました」


　征永はしょうがないなと言わんばかりに苦く笑しようした。


「少し身体を離して……」


「……ん」


　真生が言われたとおりにすると、痛みで萎なえた真生のものを、征永の手が優しく包む。


「真生さん、キスを」


　もう片方の手で身体を支えてくれながら、唇を寄せてくる。


「……ゆきながぁ……」


　身体を少し動かすだけで痛みが走る、


　真生は半ベソ状態で征永に顔を寄せ、誘さそわれるままに唇を合わせた。


「……んん……ふっ……」


　優しく唇をついばみ、甘く舌を絡からめる。


　宥めるようにゆっくり時間をかけて、深く巧たくみなキスを繰くり返しているうちに、萎えていた真生のものが変化しはじめる。


「……んん……っ……やっ……」


　強くこすり上げられ、いきそうと思った途と端たんに、きつく握にぎり込まれて止められる。


　そんなことを何度か繰り返しているうちに、痛みをあまり感じなくなっていた。


「……あ…………んっ……」


「柔やわらかくなってきたの、自分でわかりますか？」


　軽く揺ゆさぶられても痛みを感じない。


「ん。……らく……」


　それどころか、前をいじられるよりも、中にあるものの存在感のほうが身体を熱くする。


「……ふっ……」


（もう、ちょっと……）


　慣れてくると中ちゆう途と半はん端ぱな挿そう入にゆうでは、物足りなくなってきた。


　いつものように、もっと深いところで感じたくて、真生は自らもっと腰を下ろした。


「……あっ……つっ──！」


　痛みが身体からだを走る。


　だが、それも一いつ瞬しゆんで、征永の熱さに真生の身体は、溶とけそうな甘い衝しよう撃げきを感じていた。


「真生さん、…っ……無茶をしないで」


「……あ、いや…だ」


　征永の腕が腰をつかみ引き上げようとするのを、真生はしがみついて止めた。


「いい。……ふ……このまま、つづけ……ろ」


　行為をねだりながらも、もっと甘い衝しよう動どうを感じたくて自ら身体を動かしてしまう。


「……あ……あ……ゆきながぁ……」


　が、自分じゃうまくできなくて、じれったさにぽろぽろと涙が零こぼれる。


　早く動けと征永に命令すると、征永は苦笑しながらも真生の涙を唇で拭ぬぐってくれた。


「肩につかまって。──あ、右手に力を入れたら駄だ目めですよ」


（この期ごに及およんで……）


　傷を気き遣づかうあたりが征永らしい。


「──んんっ！」


　強く突つき上げられて、一瞬頭が真っ白になる。


「……ひあっ……あ……ああっ……」


　そのまま、何度も何度も突き上げられ、身体の奥が征永の熱に煽あおられ熱くどろどろにとろけそうだ。


「…くっ……真生さん、大だい丈じよう夫ぶ？」


　荒あらい息を抑おさえた征永に聞かれ、真生は何度も頷うなずいた。


「ん、ん……すご……いい……んん……」


　心だけじゃなく身体も、征永に飢うえていたんだと真生は身に染しみて感じていた。


　満ちていく熱さに、また涙が滲む。


　真生は、ただただ夢中で征永にしがみついた。


「あ……んん……も、だめ、あ……いく、いくっ……ゆきながぁ」


　いつもより荒あら々あらしい行為に堪たえ切きれず、身体がいつもより早く登のぼり詰つめていく。


「俺も……です」


　グッと一ひと際きわ力強く突き入れられ、身体の奥深くで征永が熱く脈打つのを感じた。


「んんっ───っ!!」


　息を詰めて征永の熱を感じ、真生は背をのけぞらせ、ほぼ同時にいった。


　真生は今までにないほどの快感と幸福感に包まれながら、支えてくれる腕うでの強さに安心して意識を飛ばしていた。








　次に目を覚ますとベッドの中だった。


「大丈夫ですか？」


　征永が肘ひじを立てて軽く上半身を起こし、真生の顔を覗のぞき込んでいる。


「ん。へいき……」


　真生はぼんやりしたままで答えた。


　例の如ごとく、身体は綺き麗れいになっていて、パジャマもちゃんと着せて貰もらっている。


（今度、パジャマ買ってやろ）


　上半身裸はだかで横たわる征永を見て、真生はぼんやりとそう思った。


「少し無茶しすぎましたね」


「そーでもない。俺は気に入ったけど？」


　ちょっと痛かったが、最終的に凄すごく気持ち良かったのでチャラだ。


「そういや。おまえ、あのふたりにはぞんざいな口の利きき方するのな。なのに、なんで俺にはそんな丁てい寧ねいにしゃべるんだ？」


　跳はねた真生の髪かみを指先でもてあそんでいる征永に聞いてみた。


「……真生さん、俺があいつらに対するような口調でしゃべったらどう思います？」


「そりゃむかつくさ。生意気だ」


　真生は友達相手の征永の冷たい口調を思い出し、間かん髪はつ入れずに答えていた。


「と思ったので、こうしてます」


「納なつ得とく」


　憮ぶ然ぜんとして答えると、征永は微かすかに笑った。


（おお、やさしー顔）


　微笑ほほえむ顔に、真生はつい見とれる。


「……あとさぁ」


「なんです」


「高校時代の話なんだけどさ」


　言うべきか悩なやみつつ、話を振ふってみる。


「それも、あのふたりが話したんですか？」


　途端に、征永は微かに不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆをひそめた。


「いや、違ちがう。これは俺が勝手に調べたんだ」


「真生さんが？」


「いや、あの……苦学生だって聞いてたし、どーいう家庭環かん境きようだったのか気になってさ」


　騙だまされていたと思い込んで、傷つけるネタを探しにわざわざ実家にまで押しかけたとはとてもじゃないが言えない。


　真生が曖あい昧まいに誤ご魔ま化かしていると、征永の眉が元に戻もどる。


「気にしてくれてたんですか」


（うーわー、うれしそー）


　こりゃ、本当のことは一生言えない。


　真生は心の中で口にチャックをかけた。


「まぁ、そーいうこと。で、まぁ、色々と知っちゃったんだけどさ。あー、おまえ、実家にいっぺん帰って親おや父じさんと話し合って来いよ」


　お兄さんと会った話をすると、征永は少し寂さびしそうな顔で首を振った。


「そういうわけには……」


「なんでだよ。親父さんだって、おまえのこと許してるんだぜ。──おまえはさ、ひとりで頑がん張ばることで罪つみ滅ほろぼしになるとか思ってるのかも知れねぇけど、残された家族の気持ちのほうが完全にお留守になってんだよ。お兄さん、おまえのこと凄く心配してたし、親父さんだってきっとそうだ。つーかさ、誤解したまま追い出したことを後こう悔かいしてるかもしれないじゃないか。試ためしにさ、一度だけでも会って、親父さんに謝る機会をくれてやってもいいんじゃねーの？」


「……自分だって一度も帰ってないくせに」


「うっせーよ、それとこれとは……」


　文句を言いかけて、ふと征永にしては奇き妙みように子供じみた口答えだと気づく。


「征永？」


「なんです」


「もしかして、罪滅ぼしとかじゃなく、他ほかにもなにか気になることがあるのか？」


「……大おお雑ざつ把ぱなくせに、妙みようなことには気がつくんですね」


（なんだと、このやろう！）


　怒ど鳴なりたかったが、征永の口調がやはりおかしく思えてそっちのほうが気にかかる。


「征永、おまえ、なんか拗すねてる？」


　思ったことをズバリ口にしたら、征永はシーツに顔を突っ伏ぷしてしまった。


「図星か……。こら、白状しろ」


　手を伸のばして背中を叩たたいたら、起きあがった征永に手首をとられて止められた。


「右手は駄目ですよ」


「じゃ、話せ。でないと、右手を壁かべにでも叩きつけてやる」


「……凄い脅おどしですね」


　征永は苦く笑しようすると、真生の右手をつかんで膝ひざに乗せたまま「脅されてたんですよ」とぼそっと話し出した。


「おまえが？」


「いえ、母が……。誰だれにも言ってないことですが、あの件には便乗犯がいたんです」


　グループの中で征永の家に電話をかける役を買ってでた者が、独断でシナリオを書き換かえた。


　征永だけじゃなく母親にも電話して、おまえの息子むすこに乱暴されて妊にん娠しんした女の子がいる。父親の職しよく業ぎよう柄がら、好ましくない事件だろう。秘ひ密みつ裏りに処理して欲しかったら金を持ってこいと……。


「うわっ、妊娠って……。征永、んなことしたわけ？」


「してません！──電話がかかってきたとき、俺もちょうどそこにいたんで、母にもそう言ったんです。自分で解決してくるから家にいてくれと。それで出で掛かけたんですが……」


「お母さん、おまえを追いかけていっちまったわけか」


「そうです。金も持って……」


　バイクの青年に金の入ったバッグをひったくられた拍ひよう子しに転び、打ち所が悪くてそのままだったのだと征永が悔くやしそうに言う。


「母は俺を信じていなかった。いえ、俺が母に信じて貰えるように振る舞まうことができなかったんです。俺がこのとおりの性しよう分ぶんで、母とはうまくいってなかったせいもあるんですが……。──信じていてくれたら、母は死ななくて済んだのに……」


「それ、なんで誰にも言ってねぇんだ？　その脅した奴やつを警察に突つき出せよ」


「無理です」


「なんで？」


「母を死なせたのがショックだったのか、逃にげる途と中ちゆうで自じ爆ばく事故を起こして亡なくなってますから。それでもう充じゆう分ぶんです。それ以上、彼の遺族に追い打ちをかけるような真似まねはしたくない」


「それで、誰にも言わなかったのか？」


　征永は無言で頷いた。


「……手、貸せ」


　無茶したところが痛かった真生は、征永の手を借りてベッドの上に上半身を起こした。


「なぁ、征永。やっぱりおまえいっぺん家に帰れ。そんで今の話を全部親父さんにしてこいよ」


「……今いま更さら？　信じて貰えませんよ」


「言ってみなきゃわかんねぇだろ」


「いえ。言っても信じて貰えないなら、最初から言わないほうがマシです」


　珍めずらしく投げやりな口調だった。


（あー、そーいうことか……）


　真生はなんとなく征永の考えていることがわかったような気がした。


　さっきの拗ねたような口調の原因もたぶん同じこと。


　母親に信じて貰えなかったことが、当時高校生で今より未熟だったろう征永の心の中で傷になって残っているんだろうと……。


　信じて貰えなかったらという不安感から、征永はあっさり諦あきらめてしまうのだ。


　あの日、言い訳ひとつしないで、真生の元から去ったように……。


（ったく、ばかな奴）


　征永は強くて潔いさぎよい奴だと思っていた。


　それは確かにそうなんだろうけど、所しよ詮せんは人間。


　ふたりもの人命に関わる秘め事、それも片方が実の母とあっては、さすがになんの影えい響きようもないままではいられないんだろう。


「征永、ビビってねぇで親父さんと話してこい。自分の中だけに溜ため込んでないで」


「……信じて貰もらえなかったら？」


「そのときは、おまえの親父さんがその程度の人間だったってことだろ。──俺はおまえの言うこと全部信じてやるから、それでいいじゃねぇか。それじゃ不足か？」


　右手はつかまれたままだったから、左手ですっかりへこんでしまった征永の頭を抱だき寄せた。


　征永が年下だったことを今更ながら実感する。


「俺、今の話聞いて思ったんだけどさ。おまえの母さん、信じなかったんじゃなくて、心配でいてもたってもいられなかったんじゃねぇのか。暴ぼう力りよく沙ざ汰たになりそうな気配を察してただろうし、おまえが怪け我がしないよう、金でかたがつくならと思ったのかもしれねぇぜ」


「……それはけっきょく想像です。本当のところは永遠にわからない」


「うん、まぁそうだけど、おまえが意固地に思い込んでることも同じ想像だろ？　親父さんの意見も聞いてこいよ。──ひとりで背負ってないで、親父さんにも半分分けてやれ」


「分ける……んですか？」


「そーだ。──おまえ、なまじっか根性あるからずっとひとりで我が慢まんしてたんだろうけど、普ふ通つうはさ、もっと周りと色んなことを分け合うものなんだぜ」


　もっと回りに甘えていいんだ、とつけ加えてサラサラした髪かみに唇くちびるで触ふれた。


「大だい丈じよう夫ぶ。もし親父さんに信じて貰えなくてへこんでも、俺が慰なぐさめてやるからさ」


「それは、心強いです」


　征永はそう言うと、真生を強く抱きしめて、その胸に顔を押しつけてきた。


「……もうひとつ、泣き言を言っても良いですか？」


「ん？」


「はじめて会ったときのこと、覚えてますか？」


「怪我したとき……じゃなくて、『オアシス』にはじめて顔だしたときか？」


「そうです。真生さん、あのとき、店内を物もの珍めずらしそうに眺ながめてましたよね？」


「そうだったっけ」


「そうですよ。それまでは、すました綺き麗れいな表情だったのに、ママが席を外した途と端たんいきなり好こう奇き心しんむきだしで店内をキョロキョロ眺めだして……。古い時計を見ては懐なつかしそうに微笑ほほえんだり、棚たなのボトルを眺めて軽く首を傾かしげたり、最後には壁かべ紙がみやテーブルの焼け焦こげに眉まゆをひそめてふくれたりしてた」


「なんだよ、あれ見てたのか」


　征永に言われて、真生はそのときのことをはっきり思い出した。


　あのときは、この店にはどんな絵が似合うかと考えながら店内を眺めていたのだ。


　征永がいるとわかっていたが、氷を削けずってる音が途と絶だえなかったからこっちを見ちゃいないだろうと安心していたのだが、見られていたとは……。


「ありゃ、店の煙草たばこのヤニが気になったんだよ。それなりの対策を考えねぇと、絵が汚よごれちまうと思ったからさ」


「そうだろうと思いました。聞かなくても真生さんの表情を見てるだけでなにを考えてるかわかったから……。あんな風に表情豊かにできたら、俺ももう少し違ちがった風に生きられるんじゃないかと……。俺は、真生さんがとても羨うらやましかった」


「俺が？」


　驚おどろいて見下ろすと、征永の耳が赤くなっていた。


　どうやら誰かを羨ましいと思うことを恥はずかしいことだとでも思っているようだ。


（そういうもんかね）


　真生にとってはけっこう馴な染じみのある当たり前な感情だけに不思議な感じがする。


　どんな表情をしているか見てみたかったが、特別に勘かん弁べんしてやることにした。


「俺も、おまえが羨ましかったけどな」


「そう……なんですか？」


「まあな。だって俺の見た目じゃ、一生『うちの用心棒』だなんて言っちゃ貰えないし」


「……それ、羨ましがるポイントですか？」


　顔を上げた征永が、微かすかに唇の端はしを上げて苦笑する。


　渋しぶい笑みが似合う薄うすい唇も羨ましい。


「俺にとっちゃそうなんだ」


　きっとずっと見み飽あきることがないだろうその顔に、真生は軽くキスをした。


　征永も、ずっとそう思ってくれればいいと思いながら……。




　　　　９







　翌朝は、けっこう大変だった。


　思ったよりもゆうべの無茶がこたえ、身体からだがきしんで思うように動かない。


　そのせいで起き抜ぬけの真生は超ちよう不ふ機き嫌げんだったが、家を出る頃ころにはすっかり機嫌は直っていた。


　シャワー浴びるのを手伝えと征永に命じて、朝っぱらから散々セクハラをして憂うさ晴ばらしをしたせいだ。


「右手は極力使わないでください。医者にも絶対に行ってくださいね」


　画が廊ろうの前まで送ってくれた征永が、朝から耳タコの台詞せりふを繰くり返した。


「わかったわかった。行くけどさ、おまえ、今日もバイトの後うちに泊とまりに来いよ」


「え、ですが……」


「つべこべ言わずに来い。右手がこんなんじゃ、ひとりで風ふ呂ろにも入れねぇだろうが」


「…………」


　朝のひと騒そう動どうを思い出したのか、征永が絶句して赤くなる。


　征永の反応に満足した真生は、征永に手を振ふって画廊への階段を上がった。





　三階まで上がると、シャッターが開いていて画廊内の灯あかりがついていた。


（……泥どろ棒ぼう……じゃねぇよな。盗とるものねぇし）


　チリリ…と自動ドアの扉とびらを開けて、中に入ると思いがけない人がいた。


「……ああ、オーナーでしたか」


「うん、僕だよ。おはよう、真生くん」


「おはようございます。すみません、いつもより来るのが遅おそくなってしまって、少しお待たせしてしまいましたか？」


「ううん。僕もいま来たばかり。久しぶりだね」


　沙々貴画廊のオーナー、沙々貴氏はナチュラルベージュのパナマ帽ぼうを手で取って、にっこりと真生に微笑みかけた。


　白髪しらが交じりの髪と髭ひげ、麻あさのスーツに蝶ちようネクタイと、古い映画から抜け出したようなクラシックな雰ふん囲い気きが漂ただよう老紳しん士しだ。


「田所くんの個展以来ですものね」


　と答えたものの、あれからまだ一ヶ月ぐらいしか経たっていない。


　沙々貴氏相手の場合、久しぶりと言うには少々語ご弊へいがある期間だ。


　趣しゆ味みや人付き合いが多い沙々貴氏は年中あちこち飛び回っていて、半年以上電話連れん絡らくだけで顔を出さないこともあるから。


「オーナー、椅い子すのほうへどうぞ。すぐに冷たいお飲み物を用意しますから」


「ありがと。でもその前に風間くんの絵を見てくるよ。今日はこれのために来たんだ」


　沙々貴氏は鼻歌を歌いながら、『雪景』が飾かざってある画廊の奥へと歩いて行った。


（やっとだな）


　真生が一ひと目め惚ぼれした『雪景』を買った日から随ずい分ぶん経った。


　最初は二ヶ月だけ画廊に展示すれば家に持って帰っても良いと言われていたのだが、その前に一度見せてねと言っていた沙々貴氏が忙いそがしくて見に来られなくて、家に持ち帰れないまま画廊に飾りっぱなしになっていた。


　最近では、年内に持ち帰れれば良いかぐらいの諦あきらめモードに入っていたほどだ。


　しばらくすると、沙々貴氏はやっぱり鼻歌を歌いながら戻もどってきた。


「すばらしいね。僕、ちょっと感動しちゃったよ」


「僕もです。凄すごく温かい絵ですよね。──購こう入にゆう許可、ありがとうございます」


　真生は、カウンターテーブルに座った沙々貴氏にアイスティーを出した。


「うんうん。風間くんも真生くんみたいな人に買って貰えて良かったって言ってたよ」


「風間さんが？　僕のこと知ってましたっけ？」


　風間が自分で絵を持って来るときは、北森が担当している夜に来るから、昼間担当の自分とは面識はないはずだった。


「会ったでしょう。風間くん、君と話してる途と中ちゆうで、僕にも電話くれたし」


「電話？　……ああ」


　真生は、あの失礼なドレッドヘアのセクハラ男が沙々貴氏に電話をかけたのを思い出した。


「………もしかして、あのドレッドヘアの？」


「風間くん、今、ドレッドなの？　相変わらず好き勝手生きてるなぁ」


　うふふ、と沙々貴氏は愉ゆ快かいそうに微笑んだ。


「絵と本人のイメージ、かなり違ちがいません？」


「そうでもないよ。あれでいて、けっこう繊せん細さいな子だしね。──ああ、そうそう。風間くん、真生くんをモデルにしたいって話をしてたんだけど、真生くん、そういうの嫌きらいでしょう？　僕が断っておいたから」


「はい、どうもありがとうございます」


「うん。──真生くんなら大丈夫だとは思うけど、あの絵、大事にしてやってね。あれはとても価値のある絵だから……。何十年か後には一財産になるしね」


「一財産……ですか？」


　いま現在売れていない画家だから沙々貴画廊で絵を取り扱あつかっているんだろうに、そんな夢物語を語るとは、随分と風間の実力を買ってるんだなと真生は思った。


　そんな気持ちが顔に出たのか、沙々貴氏は「そういえば、真生くんには教えてなかったね」と笑って、内ない緒しよの話だと言って風間に関する話を教えてくれた。


「風間くんはね、実は天才なんだよ」


「天才、ですか？」


　だらだらしたイメージが強くていまいちピンと来ない。


「うん。高校時代から画が壇だんで評判の天才少年だったんだ。でもね、高校卒業と同時に自分の才能はこれ以上伸のびないって油絵を止めて、カメラをやりにアメリカに行っちゃったの。で、それでも天才だって騒さわがれて個展を開くぐらいになったんだけど、それもまた止めちゃったのね」


「……飽あきっぽいですね」


「違うよ。諦めが早いの。──で、日本に帰ってきたら、もう一度油絵をやりたいって言い出して、基き礎そからやり直すって美大に入りなおしちゃったんだよ。でもね、卒業する頃には自分の絵は芸術じゃなくて薄っぺらな看板絵だって言い出して、また油絵を止めちゃったんだよね」


（いや、それ、間ま違ちがいなく飽きっぽいって）


　行ったり来たり大おお忙いそがしじゃないか。


「で、けっきょく今はなにをやってらっしゃるんですか？」


　真生は、ドレッドヘアにチャラチャラしたアクセサリーを身につけた職業不明の風間の姿を思い出しつつ聞いてみた。


「看板絵から少し出世して、商業デザインの関係を節操なく手広くやってるみたいだね。ビルの外装のデザインとか、お菓か子しのパッケージとか、老舗しにせデパートの包装資材やロゴをイメージ一新ってことでまとめてやったりとか……。最近だと横よこ浜はまに新しくできたショッピングセンターの空間デザインをやってたかな」


　どれもこれも仕事の内容がでかいような気がする。


「もしかして、凄い有名な人なんですか？」


「うん、若手では一番有名。商業デザインのほうは違ちがう名前でやってるんだ。そっちの名前を出せば、あの絵も今の何十倍の値段がつくんだけど、本人が嫌いやがるんだよね。でも風間くんの家に寝ねかせておくと邪じや魔まだって捨てられちゃうから、うちで引き取って安価で提供してるわけ」


「え、あれ？　でも油絵は止やめたんじゃなかったんですか？」


「それは表向き。実はこっそり描かいてるんだよ。自分で納なつ得とくできる絵を描くまでは、画壇には戻らないって言ってる。──でも、『雪景』を見る限りじゃ、もうすぐそれも解禁みたいだね」


「そうなんですか……」


　止めたり戻ってみたりとちゃらんぽらんだが、なんだかんだ言っても油絵から離はなれられないのなら、ある意味一いち途ずだと言えるのかもしれない。


「──店長みたいだ」


　ひとりでこっそり描いているという話に北森を連想して、真生はぼそっと呟つぶやいた。


「どうして北森くん？」


「表向きは止めたって言いながら、今でも絵を描いてるから。なんだか似てるでしょう？」


「ええ!?　真生くん、それ、本当？」


「え、本当ですけど……」


　沙々貴氏が目を丸くして驚おどろいたものだから、真生は話しちゃまずかったかとびびった。


「もしかして、オーナーにも内緒だったんでしょうか？」


「うん、そうだよ。うわ～、驚いちゃった。今日はなんだか嬉うれしい日だなぁ」


　ヤバイと思って聞かなかったことにしてくれと頼たのむと、沙々貴氏はニコニコしながら頷うなずいた。


「うん、わかった。ひとりで頑がん張ばってるのにプレッシャーかけて萎い縮しゆくさせたらいけないしね」


「ありがとうございます」


「どういたしまして。──そういえば、個展のときは忙しくて話せなかったけど、腕うでの傷はどうなったの？　もしかして、その包帯って……」


　真生の右手の包帯に、沙々貴氏は目を丸くした。


「あ、これは昨日自分でやったやつで、あのときの怪け我がはこっちです」


　真生は袖そでのボタンを外してめくってみせた。


「すっかり赤みも取れたし、もうなんともないですよ」


　他の部分より白っぽくちょっと凸でこ凹ぼこした傷が残ったが、遠目にはわからない程度だ。


「でも、傷残っちゃったね。ごめんね」


「いえ、この傷、綺き麗れいにしようと思えばできるんですよ。僕が面めん倒どうでこのままにしてるだけなんで気になさらないでください。それに、オーナーが謝ることじゃないですよ」


「いや、僕のせいだよ。僕の中ちゆう途と半はん端ぱなお節せつ介かいが相馬くんの人生を変えてしまったんだから」


　沙々貴氏が悲しそうに言った。


「中途半端なお節介だなんて、そんなことないですよ。オーナーのご助力で夢をつかめた人だっているんですから……」


　道を踏ふみ外すかどうかは、結局は本人の問題だろうと真生は思う。


「励はげましてくれてありがとう」


「いえ。……あの、今、相馬さんはどうしてらっしゃるんですか？」


「身体からだのほうが良くなったから、臨時の美術講師の口を紹しよう介かいしてあるよ。カルチャースクールで絵を教えていたこともあるから教えるのは慣れてるだろうと思って。人に教えることで、少しでも気持ちが変わってくれればいいんだけど……」


「そうですね」


　なんとなくふたりでしみじみとため息をついてしまう。


　真生は、個展期間中の、緊きん張ちようしつつも誇ほこらしげに来客に挨あい拶さつする田所の顔を思い出していた。


　酒に酔よった姿しか知らないが、あの相馬にも田所のような時代があっただろう。


　絵を見て貰もらえるだけでも嬉しいと感じられた時代を思い出してくれればと思う。


　夢中になれるものがあるだけでも、充じゆう分ぶんに素晴らしいことなんだから……。


「オーナー、変なことを聞いてもいいですか？」


「なに？」


「どうして僕を雇やとうことにしたんですか？」


　採用が決まったときは、雇こ用よう条件の良いところに受かって良かったと胸を撫なで下ろすばかりで、なんで素人しろうとの自分がと首を傾かしげつつも、やぶ蛇へびを恐おそれて突つっ込んで聞けなかった。


「随ずい分ぶんと今いま更さらな質問だね」


　沙々貴氏は愉快そうに言った。


「真生くん、面接の最初に掛かけ軸じくを見て貰ったの覚えてる？」


「覚えてます」


　掛け軸の体裁を整えてはいたが、子供が五分程度で落書きしたような山水画だった。


　だから、感想を聞かれた真生は「この絵は下書きですよね？」と素す直なおな感想を言ったのだが。


「それが採用の理由。──実を言うとね、あの絵、僕の友達が飲んでべろんべろんに酔っぱらってるときに絵筆を持たせて無理矢理描かせたんだ。で、後日、悪用しないって約束した上で落らつ款かんを入れて貰ったんだよね」


「落款？」


　面接当時は今よりもっと素人だったから、落款が入ってるなんて全然気にもしなかった。


「その友達って、実は日本画の第一人者。面接に来た他の人達は、彼の落款を知ってたせいで、先入観に囚とらわれて、あのひっどい絵を誉ほめちゃったんだよ。おっかしいでしょ。──うちが取り扱あつかう絵は、みんな無名の画家の絵ばかりじゃない？　余計な先入観なしに、ただそこにある絵を見て判断を下せる人でないと、役に立たないのにね」


　だから君を選んだんだよ、と沙々貴氏が悪戯いたずらっ子の表情で笑う。


「そんな理由だったんですか？」


「そんな、じゃない、大切な理由。──子供の拙つたない絵でも、一いつ生しよう懸けん命めい描いたものには勢いと心がこもってる。そういう絵をありのままに誉めてあげられるような店員がうちには必要なんだ」


「それだけでいいんですか」


「うん。子供の頃ころから絵を描くのが大好きで、描いた絵を誉めて貰えるのが大好きで、それが高じて画家を志す人がほとんどなんだもん。けどね、不思議なことに大人になって色んな技ぎ巧こうを覚えると、子供の頃の、絵を描くだけで嬉しかった記き憶おくがどっか行っちゃうみたいなんだよ。幸い、うちには北森くんという審しん美び眼がんに優すぐれた店長さんがいてくれるから、専門的な助言は彼に担当して貰って、もうひとりの仕事は、技巧以外のところを誉めて子供の頃の気持ちを思い出させてあげること。──君は理想的だと思ってるよ」


　顔立ちや雰ふん囲い気きが優やさしげなのも小学校の先生みたいで理想的、と沙々貴氏はつけ加えた。


「顔もですか……」


　半ば客商売だから、顔立ちの善よし悪あしは関係あるだろうとは思っていたが、そういう理由とは思わなかった。


　とりあえず、このままで充分に役に立ってるのは嬉しいが、なんの努力も必要としないあたりが妙みように侘わびしくもある。


「ホントにこのままで良いんでしょうか？　誉めるにしても、文才ないから抽ちゆう象しよう的な言葉でしか誉めてあげられないし……。もっと色んな経験を積んだ人を雇ったほうが良くありません？」


「真生くん、うちの仕事いやになっちゃった？」


「そういうわけじゃないんですけど、最近、落ち込むことが多くて……」


「どうして？」


「画が廊ろうの店員なのに絵のこと全然知らないし、ここに来る絵え描かきさんみたいに夢も持ってない。……ここにいると自分の中途半端なところばかりが目について、ちょっと悲しくなるんです」


「僕と一いつ緒しよだね」


「は？」


「僕も才能ないよ。やりたいこともなかったから、親の跡あとをなんとなく継ついじゃった口だしね。だから一緒」


　沙々貴氏は自分と真生を交こう互ごに指さして、うんうんと頷いた。


「あのね、真生くん。夢見てる人ばっかりじゃ世の中は成り立たないんだよ。形になった夢を受け取って喜んでくれる人も必要だし、受け取って貰うための場所も必要だし、夢を形にするまでの過程を支えてくれる人だって必要なの。……だから僕は夢を見ている人の手助けをしてる。お金持ちの家に生まれちゃったからできることだけどね」


　沙々貴氏は言葉を途と切ぎると、口をすぼめてアイスティーのストローをくわえ、美味おいしそうに皺しわの浮ういた喉のどを鳴らして飲む。


「真生くんも違ちがう意味で良い家に生まれてるよね。温かい家庭に恵めぐまれたから、絵を見る目も素直だし。それに、みんなを幸せな気分にしてくれる綺麗な顔を持って生まれてる。──うん、そうだ。そういう意味では、僕らはサポートする才能に恵まれてるのかもね」


「サポートする才能ですか？」


「うん」


（……そーいうもんかな）


　確かに、誰だれかの手助けをするのは楽しいかもしれない。


　家族の面倒を見るのが苦にならなかったのもそのせいだし、征永と別れた直後で落ち込みまくっていたときも、田所の個展の最中さなかだけはシャキッとしていられた。


　田所の人生にとって、この個展が大きな意味を持つかもしれないと思うと、へこんでなんかいられなかったから……。


　ゆうべ、落ち込んでいる征永を抱だき寄せたときの感かん触しよくが温かく腕うでに甦よみがえってくる。


　励ましてやれることが、かけがえのない幸せに思えた。


（まぁ、それも悪くねぇかな）


　自分自身の夢を持たないことに劣れつ等とう感のようなものを抱いだいていたが、そういう考え方もありかもしれない。


　そう考えれば、今まで画廊で過ごしてきた日々にも少しは意味が出てくる。


　花束を贈おくった数だけ、誰かの夢のサポートをしてきたことになるから……。


「そう考えると、素す敵てきですね」


　しばらく考えた後で、真生は静かに微笑ほほえんだ。





「ああ、なんてことだ。また綺麗な身体に傷をつくって……」


　いつもの時間に出勤してきた北森は、真生の手の怪け我がを見て例の如ごとく大おお袈げ裟さに騒さわいだ。


　またしばらくご迷めい惑わくをかけますと真生が頼たのむと、任せておいてとウインクで答える。


「それにしても、腕と違ちがって手の平じゃ色々不自由だね。──なんだったら、自宅のほうでも面めん倒どう見るけど？」


　どうする？　と答えを預けられ、真生は「お断りします」とあっさり却きやつ下かした。


「うちにはなんでも言うことを聞いてくれる下僕がいるんで」


　とつけ加えると、北森は呆あつ気けにとられたようにぽかんとした。


「……げ、下僕？」


　真生くんが女王様？　と珍めずらしく恐おそる恐るといった感じで聞いてくる。


「単なる恋こい人びとですけど」


「それ、ほんと？」


　真生が頷うなずくと、「いつのまに……」と本気でショックを受けているようだった。


「う～ん、鳶とんびに油あぶ揚らあげをさらわれた気分だ」


　あまりの驚おどろきっぷりに、真生のほうが驚いてしまう。


（この人、本気だったわけじゃねぇよな？）


　ないとは思うが、もしそうだったとしても、あれじゃいくらなんでもわかりにくすぎる。


「店長、本当に欲しいものがあったら自分から手を伸のばさないと駄だ目めですよ。──ちなみに、僕は油揚げじゃありません。鳶のほうですから」


　呆ぼう然ぜんとしている北森に、にっこりと微笑みかけてやったら、北森は魂たましいが抜ぬけるほどの深いため息を零こぼしていた。





　その週の土日、征永は真生に背中を蹴けられて実家に帰った。


　すべての話を聞いた征永の父親は、真生とほぼ同じ判断を下したそうで、ふたりは無事に和解することができた。


　その結果、征永の学費等の心配もなくなったが、それでも家には帰らずあのボロアパートで暮らして『オアシス』でのバイトも続けている。


　良い人生経験になるからというのが理由だったが、実際は真生といる時間を確保するためで、最近では週の半分以上を真生の部屋で寝ね起おきする生活をしている。


　家庭教師のバイトを辞やめ水曜日が暇ひまになった征永は、スーパー近くのあのオープンカフェで勉強しながら真生の帰りを待つようになっていた。





（お、いるいる）


　水曜の会社帰り、真生が歩道からオープンカフェを覗のぞくと、征永は辞書片手にレポートらしきものを手書きしていた。


　夏真っ盛り、夕方とはいえ外はかなり熱いのに、室外のテーブルに陣じん取どっている。


　外のほうが、歩道から手を振ふる真生の姿を見つけやすいと言うのがその理由。


　真生は街路樹の陰かげに隠かくれると、ちょっと悪戯いたずら心ごころを起こして征永の携けい帯たいにメールを打った。


　契けい約やくしてまだ一ひと月つきちょっとの征永の携帯がテーブルの上でチカチカ光る。


　少し遅おくれる。先にマンションに戻もどっとけ、と真生が送った短い文面を読むと、征永はテーブルの上をささっと片づけて立ち上がった。


「──失格だ」


　会計を終えた征永が歩道に出てきたところで、真生は腕うで組ぐみをして征永の前に仁に王おう立ちした。


「真生さん、遅れるんじゃなかったんですか」


　真生が怒おこってるのに、征永は真生の姿を認めて、嬉うれしそうに微笑んで歩み寄ってくる。


「ったく、笑ってんじゃねぇぞ。違うだろ？　なんで遅れるか、どれぐらい遅れるのかぐらいメールで聞けよ」


　肩かたを並べて歩き出しながら、俺が浮うわ気きしてたらどーすんだ、と征永を肘ひじでつつく。


「浮気するんですか？」


「……しねぇけど」


「じゃあ、問題ないですね」


　征永はまったく動じずに、笑みを浮かべたままで言った。


（つっまんねぇの）


　以前は、真生がわざと征永の気に障さわりそうなことを言うと少し不ふ愉ゆ快かいそうな顔になったのに、最近の征永はちょっとやそっとのことでは動じない。


　鷹おう揚ようになったのだろうが、真生としてはからかい甲斐がいがないし、子供扱あつかいされて体ていよくあしらわれているみたいな気がしてちょっと面おも白しろくない。


　ちなみに、征永と別れた直後、征永のことを退たい屈くつな時間と寂さびしさを埋うめてくれる便利な奴やつ扱あつかいしていたことを真生は深く反省したりもしたが、基本的に自分に甘い性格なのでその反省は現在ちっとも活かされていなかった。


　少しだけ変わったとことがあるとすれば、あまり人の目を気にしなくなったことぐらいか。


「買い物行くぞ」


　からかい損ねてふてくされたまま、真生は先に立って歩いた。


「今日の夕食はなにを作りますか？」


「あー、あっついし、冷たいものがいいな。冷れい麵めんとか。豚ぶたシャブと野菜いっぱい載のせて。──それでいいよな？」


「はい。美味おいしそうですね」


　真生が断言すると、征永が頷く。


　いつでも欲しい返事をくれることにすっかり慣れてしまって、今いま更さら征永相手にわざわざ気を遣つかう気になんかならない。


　真生の自分勝手で強ごう引いんなところも好きだと言ってくれるから、征永だって別にこのままでも構わないだろうし……。


　ありのままの自分を好きだと言ってくれる。


　こんなに都合のいい奴やつは他ほかにいない。


　脇わきを歩く恋人を見上げ、真生はひとり幸せにほくそ笑んだ。




はがゆい恋







　画が廊ろうの入り口に辿たどり着つくには二つのルートがある。


　ひとつはエレベーターで、もう一つは非常階段。


　風間が画廊に行くときは、いつも階段を一歩一歩踏ふみしめてゆっくり上る。


　だが、帰りはエレベーターで一気に降りる。


　それがいつもの彼のルートだった。








（今日は機き嫌げんが良いように……）


　そう祈いのりながら階段を上って、自動ドアの入り口から画廊に一歩踏み入れる。


「いらっしゃ」


　いませ、と続くはずの艶つやのある北森の声は、風間の姿を認めた途と端たん、ピタッと途切れた。


「──ああ、ごめんね。あの人はお客じゃないから、話の続きしても大だい丈じよう夫ぶだよ」


　風間から視線をあっさり外すと、カウンターテーブルで額をつき合わせるようにして向かい合っていた女性の目を見て優やさしく話しかける。


「うん。あのね、それでね……」


　環かん境きよう音楽を控ひかえめに流している画廊の中は静かで、女の話す内容が風間にまで聞こえてくる。


　だが、女は風間の存在を気にせず、涙なみだ声ごえで別れた男の話を懸けん命めいに北森に訴うつたえていた。


（今度は恋愛相談か。相変わらずお人ひと好よしだ）


　画廊内を絵を見てぶらつきながら、風間は思う。


　この前来たときは、確か酔よっぱらったおっさんサラリーマン相手に人生相談をやっていた。


　そんな風に、北森が担当している夜間には絵に興味があるのかないのかわからないような客が入れ替かわり立ち替わり訪おとずれては悩なやみを相談していく。


　三十分もすると女は泣きやんでいた。


　北森に促うながされて化け粧しようをなおし、いい顔になったねと誉ほめられてはにかんだ声で笑っている。


「仕事中に、ごめんね」


「大丈夫。どうせ暇ひまなんだから」


　女の髪かみをなおしてあげながら、安心させるように北森がにっこり微笑ほほえんだ。


　営業用の媚こびを含ふくんだ色気のある笑みではなく、ただただ優しい微笑み。


　北森は、辛つらくなったらいつでもおいでと、女の肩を抱だいてドアの外まで見送った。


（……俺の恋愛相談にも乗ってくれないかね）


　そんな北森を眺ながめながら、風間がため息をつく。


　女をエレベーターに乗せた後、北森は画廊内に戻ってきた。


「閉店前には出て行けよ」


　女に向けていたのとは逆の、実に冷めた表情でぶっきらぼうに告げると、風間の存在を無視して画廊内の絵の入れ替えをやりはじめた。


「はいはい、わかりました」


　風間はやさぐれた気分で答える。


「手伝おうか？」


「結構だ」


　風間が声をかけても、邪じや険けんに断るばかりでこっちを見ようともしない。


（昔は可愛かわいかったのに）


　淡あわい色のサマースーツを粋いきに着こなした美び貌ぼうの店長を眺めて、風間は軽く首を振ふった。








　高校時代、風間はその絵の才能で天才だと周囲にもてはやされていた。


　だが風間本人はそんな評判に常に猜さい疑ぎ心しんを持ち続けていて、高校卒業と同時に自分の才能に見切りをつけ、新しいものを探してアメリカへ渡わたった。


　そこで出会った写真という表現方法にしばらくはのめり込んだが、結局絵を描かくことが忘れられずに、日本に戻もどってから美大を受験しなおすこととなる。


　北森と出会ったのは美大に入学して三年目、風間が二十四になったばかりの頃ころ。


　高校からストレートで合格した北森はまだ十八で、絵を描くことにしか興味のない、地方出身のどこか垢あか抜ぬけないところのある少年だった。


　アーモンド形のくりっとした目と手入れされていない天然パーマのくるくるした髪が妙みように可愛くて、当時から群を抜ぬいて目立っていたものだ。


　そんな彼に、『僕、あなたの高校時代の絵を知ってます。ずっと憧あこがれてたんです』と尊敬の眼まな差ざしで見つめられ、風間は一発でころりと参った。


　すれてない感じが可愛くて、どこに行くにも連れ歩いた。


　良いこと悪いこと全部教え、上質なものに触ふれさせ、未開花だったその才能が芽め吹ぶくための下地をつくってやった。


　自分の手の中で、その姿も才能も鮮あざやかに開花していく。


　それはたまらない幸せだった。


　可愛くて可愛くて可愛くてたまらなかった。


　誰だれにも渡したくなかったから、自分を見つめる彼の目には憧れの感情しかないと承知の上でほとんど強ごう引いんに手を出した。


　いずれ心も追いつくだろうと祈りながら……。


　その後、一時は逃にげられたものの、最終的に北森は風間の元に戻ってきた。


　戻ってきてくれた日の姿を記き憶おくに留めておきたくて、風間ははじめて北森を描いた。


　そして愕がく然ぜんとしたのだ。


　描こうと思った北森の姿と、完成した絵の中のその姿とのあまりの相そう違いに……。


　その絵を見て失敗作だと気付くものは誰もいなかった。


　北森でさえ喜んでいたぐらいだ。


　納得しなかったのは風間だけ。


　自分の心が感じた北森の姿を描こうとしたのに、できあがったのは目に映るままのその姿。


　すでに完かん璧ぺきだと自負していた絵の技ぎ巧こうが、本当に描きたい絵を描くのを邪じや魔まする。


　完璧な絵を描くことに慣れきった自分の手が、心の目を裏切って、視覚的に完璧な形だけをなぞっていく。


　そして風間は大学卒業と同時に再び筆を折った。


　美大卒業後は、自分でも天職だと思った広告用の看板絵を描いた。


　その後は請こわれるままにデザインまで手がけるようになり、あれよあれよと言う間に商業デザインの若手ナンバーワンの地位にまで登のぼり詰つめていた。


　自分の溢あふれる才能が怖こわいとうそぶいて、その世界で生きていくつもりだと強がりもしたが、描きそびれたままの絵が常に胸に引っかかったまま……。


　結局、風間はまた絵筆を取った。





　北森との関係は、絵を止やめた時点で一度切れている。


　別れたわけじゃなく、北森に邪険にされた風間が一時撤てつ退たいしたのだ。


　そのときは、絵を止めることをひとことも相談しなかったせいで拗すねているだけだと考えて、機嫌がなおるのを待とうと思った。


　いずれ向こうから連れん絡らくしてくると、手がけたばかりの仕事に熱中していたら、あっという間に何年か経たっていた。


　そして沙々貴氏がオーナーを務める画廊で北森が働いているという噂うわさを聞いた風間は、そろそろ機嫌もなおっただろうと、のこのこと会いに行った。


　結果は惨ざん敗ぱい。


　しばらく会わないうちに、北森は世よ渡わたり上手なすれっからしになっていた。


　他の客には必要以上に愛あい想そを振りまくのに、風間にだけは邪険で冷たい。


　強引に手を出したら昔のようになんとかなるんじゃないかと甘いことを考えたりもしたが、それで完全に拒きよ絶ぜつされたらという不安が拭ぬぐい切れずに怖くて手も出せない。


　成功して金も名めい誉よも手に入れた今の風間は、男でも女でも遊ぶ相手には不自由しない。


　いつまでも態度を軟なん化かさせようとしない昔の恋こい人びとに執しゆう着ちやくするのは止やめようともしたが、結局忘れられなくて画が廊ろうを訪れてしまう。


　そして邪険に追い返されては、またインターバルをおいて再び訪れるという不毛な妻問いを何年も続けているのだ。








「そういや、昼間担当のぼうやは」


　元気か？と返事を期待せずに呟つぶやきかけたのだが、北森にぐるっと勢い良く振り向かれ、ギッと睨にらみつけられて言葉に詰まった。


「真生くんにちょっかいかけてるのは、あんたか?!」


「かけてないかけてない。沙々貴氏に誓ちかってかけてない」


　風間はパッと両手を上げて降参した。


「元気かと聞こうとしただけだ。──ぼうやがどうかしたのか？」


「……下僕ができたって」


「下僕？」


　そりゃ面おも白しろいと笑ったら、また睨まれた。


「恋人だって言ってるけど……。なんだか最近、口調が前より荒あらくなってきたし、気持ちの優しい子だから、ずるずると断り切れずに悪い奴やつにつき合わされてるのかも」


　心配そうな表情が軽く気に障さわる。


　そもそもあの日は、北森がことあるごとに顔も気持ちも綺き麗れいな子だと真生をやけに誉めるもんだから、年下の可愛い子ちゃんに鞍くら替がえされたらやばいと敵情視察に行ったのだ。


　だが、その心配は真生をひとめ見て霧む散さんした。


　真生が見た目通りの性格じゃないとピンときたからだ。


　それに気付いてもいない北森では、もし本気になったとしてもつかまえることはできない。


「そりゃないだろう」


「なんでそう言い切れるんだ？」


「見ればわかるさ。あれは質の悪い人間と長くつき合えるような性質たちじゃない」


　風間の見立てでは、真生の本質は見た目よりずっと幼い悪ガキだ。


　悪い人間につきまとわれたとしても、困こん惑わくしてどうしようと立ち往生するより、相手の脛すねを蹴けるなりしてダッシュで安全地帯に逃げ帰るに決まってる。


「口調が荒くなったのだって、本ほん性しようが出たってとこだろ」


「……本性って。じゃあ、普ふ段だんのあの優やさしげな態度は？」


「俺の見た限りじゃ演技だな」


「ああ、そうなのか……。見事に騙だまされた」


　ちょっと気の毒になるほど、北森はがっかりしていた。


「俺の言うことを素す直なおに信じるなんて、珍めずらしいじゃないか」


「不本意だが仕方ない。あんたの人を見る目は俺より確かだからな」


　同じものを見てるはずなのに……、と呟く顔に微かすかに拗ねたような表情が浮うかんだ。


　そこに可愛かった昔の面おも影かげを見て、風間は懐なつかしくなる。


「人を見るコツを教えてやろうか？」


「結構だ。あんたにはもうなにも教わりたくなんかないね」


　北森はすっと表情を硬かたくすると、また仕事に戻ってしまった。


「つれないな」


　風間は苦く笑しようした。


　北森が他人の裏を見み抜ぬけないのは、風間のように人を疑うことをしないせいだ。


　根っこのところが善良でお人ひと好よしだから、困っている人を放ほうっておくことができなくて、自分から手を差し伸のべては恋れん愛あいだの人生だのの相談事も受けてしまうんだろう。


　騙されることもあるかも知れないが、人に親切にしているぶんだけ親身になって助けてくれる知人も多いはず。


　それはそれで良い生き方だろうと風間は思う。


　今日はこれ以上の相手をしてくれないかと思いながら黙だまって仕事をする姿を眺ながめていたら、しばらくすると仕事の手を休めずに話しかけてきた。


「……ドレッドは止めたのか」


「いや、それがな、禿はげるってあちこちで忠告されて」


　思い切り短く刈かり上げたばかりの髪かみを撫なであげた。


「いつまでも若くないってか」


　へっと鼻で笑われたような気がするが、被ひ害がい妄もう想そうが過ぎるだろうか？





（あれなら良い練習台になったんだが）


　働く北森の姿を壁かべにもたれて眺めつつ、風間は少し前に見た真生の顔を思い出していた。


　外見と内面が相反している奇き妙みようにアンバランスな印象のあの青年をうまく描えがききることができたら、今度こそ描かきそびれたあの絵をもう一度描いてみようと思ったのだが……。


（沙々貴氏に見張られてちゃ、モデルには誘さそえないしな）


　高校時代からの知り合いで、ずっと風間の才能を見守ってくれていた初老の画廊主。


　同時に、彼は北森の才能の理解者でもあった。


　だから、風間が筆を折った後、北森までもが絵を描かなくなってしまったことを今でも嘆なげいている。


『君はしつこいから何年経とうがいずれ絵を描き出すだろうけど、あの子はどうかな？　このまま描かなくなったら悲しいよねぇ』


　先日、ふたりで飲んだときにもそう言われ、やけに恨うらみがましい目で見られた。


「そういや、『雪景』は？」


　以前来たときに飾かざられていた場所にはない。


「梱こん包ぽう済みでロッカールーム。来週には真生くんの自宅に発送する予定」


「そうか。──なあ、あの絵、どうだった？」


「…………べつに」


（べつに……か）


　冷ややかに答えられて、風間はがっかりした。


　ここ何年かは記き憶おくの中に残る異国の風景ばかりを描き続けていた。


　それは、風間にとっては一種のリハビリ行こう為い。


　心の目が描きたがる絵と、完璧な技巧を操ることに慣れてしまった手が勝手に描いてしまう絵のギャップを少しずつ埋うめていくための……。


　リハビリの最後の仕上げとして描いたのが、あの『雪景』。


　あれは学生時代に訪おとずれた北森の故郷の山の風景だった。


　懐かしがるのではと思っていたが、彼の心の琴きん線せんには触ふれなかったようだ。


　ついでに言うと、あれは風間が今まで描いてきた絵の中でも最高の出来だった。


　自分の心が映し出す絵をやっと描くことができたと、高校時代からずっとつかみ損そこねていた自分の才能への自信をやっとつかんだと思ったのだが……。


（勘かん違ちがいだったかねぇ）


　ぐらっと自信が揺ゆらぐ。


「そういや、おまえ、また絵を描き始めたんだって？」


「どこでそれを……」


（──う、やばい）


　動どう揺ようしたせいで、つい口を滑すべらせてしまった。


　実を言うと、その事実を電話で知らされたのはつい先刻で、風間は北森が今どんな絵を描いているかが気になって、我が慢まんできずに訪ねてきてしまったのだ。


　だが、沙々貴氏からはそれを本人には言わないようにとも口止めされていた。


「沙々貴氏か？」


　北森は一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔を見せたが、ひとつ舌打ちすると、すぐに冷たい顔に戻もどった。


「あー、そうだけど……」


「その顔だと、俺には直接言うなって口止めされてたんじゃないのか？」


「ご名答。──なあ、今はどんな絵を描いてるんだ？」


　開き直って聞いてみた。


「あんたには関係ない」


「そう言うなよ。これでも責任感じてんだぜ」


「責任？　なにに？」


「そりゃ、おまえが絵を止やめてしまったことにさ。沙々貴氏にも、俺のせいでおまえが絵を描かなくなったって、会うたびに恨めしそうに言われて、これでも参ってるんだ」


「ああ、そう。沙々貴氏にね」


　今度は間ま違ちがいなく、へっと鼻で笑われた。


「ご苦労様。沙々貴氏には俺が直接報告する。あんたはもう良いから帰れ」


　シッと邪じや険けんに手で払はらわれて、風間はとっとと撤てつ退たいした。








『君の欠点は、才能が多た岐きに亘わたってありすぎることと、諦あきらめが良すぎることだね。君の絵は君の中にあるから何年でも待っててくれるだろうけど、人は待っててはくれないよ。──そこのところ、ちゃんとわかってる？』


　エレベーターを待っている間に、ふと、そんな沙々貴氏の言葉が脳のう裏りをよぎった。


　言われたのは、いつのことだっただろう。


（いい加減、諦めるべきかね）


　ここに通うようになって随ずい分ぶん経たつし、通ったところで無む駄だだと悟さとるべきじゃないか？


　腕うでの中で甘く微笑ほほえみかけてくれたかつての恋こい人びとはもう二度と戻らないのだと……。


　風間はいつも、帰り際ぎわにそう思う。


　そして、もう二度と来ないと決意するのだが、それから何ヶ月か経つと、もしかしたらと甘いことを考えてまた来てしまう。


　もの凄すごく不毛だ。


　こんな虚むなしい堂どう々どう巡めぐりをするぐらいなら、諦め切れないのだと認めるべきかとも思う。


　認めて、もっときちんとした形で北森と向かい合い、彼の口からはっきりとした返事をもらったほうがいいんじゃないかと……。


　だが、それもできない。


　風間は怖こわいのだ。


　もうおまえはいらないと、完全に三み行くだり半はんを渡されてしまうのが……。


（……絵も、怖いなぁ）


　今、北森はどんな絵を描いているのか。


　目を閉じると、今でもはじめて見せられた北森の絵がはっきりと甦よみがえる。


　憧あこがれていたんですとはにかむ彼にくらっときた後、僕の絵を見て貰もらえませんか？　と見せられたあの絵で、風間は再びカウンターをくらった気分になった。


　それは大きな広がりを感じさせる絵だった。


　まだまだ未熟で、落書きのような雑さを内包していたが、力強い筆ふで遣づかいで大だい胆たんにデフォルメされた風景を描ききっていた。


　狭せまいキャンバスからあふれ出てきそうな、イメージ豊かなそのセンスに圧あつ倒とうされた。


　そのときは、この才能を伸のばしてやれたらと本当に思っていたのだ。


　だが、絵を止めようと決意したときには、風間は北森の才能を疎うとんじるようになっていた。


　心に映るイメージをそのまま写したような北森の作風は、当時の風間が切望していたもの。


　欲しくても手に入らないその才能を妬ねたむあまり、北森本人さえも疎んじてしまうようになるのではと不安になって、無意識のうちに距きよ離りを置いてしまった。


　その結果が、今のこの現状。


　自分のせいで北森が筆を折ったらしいと知ったとき、風間は希け有うな才能を潰つぶしてしまったととてつもない後こう悔かいに襲おそわれた。


　そして今、再び絵を描き始めていると聞いて、恐おそれている。


　彼の絵は、以前のようにイメージ豊かで力強いものだろうか？


　自分と関かかわったせいで、あの才能が壊こわれてしまってはいないかと……。


　恋人としての北森に対する未練と恐れ、そして彼の絵の才能に対する憧れと妬み。


　風間の中では、それらが同等の重さで存在していた。


　それも当然のことだったろう。


　彼自身とその才能に、同時に魅み入いられたのだから……。








　キンッ、と音がしてエレベーターのドアが開く。


　風間はその場に佇たたずんだまま、そのドアが再び閉まるのを黙だまって見つめていた。


（駄だ目めだな、こりゃ）


　絵のことが気になって、どうしても足が動かなかった。


　また今度、と逃にげることはできそうにない。


　どうしても今日、北森の絵を見たかった。


　あの当時のまま素す直なおに成長しているならよし、もしそうでないなら責任を取りたい。


　自分との関係のせいであの才能が歪ゆがんだのなら、元に戻せる可能性があるのは自分だけだと自惚うぬぼれじゃなく本気でそう思う。


　絵に関しては先達だという自負から、あの頃ころの風間は自分の中に淀よどむ葛かつ藤とうを、北森にはひとことも零こぼさないままで絵筆を折った。


　理由もわからないまま目標としていた存在を失ったことで、北森が道を見失ったと言うのなら、軽けい蔑べつされても良いからみっともない自分をすべて晒さらしてしまおう。


　彼がそう望むなら、未練がましく周囲をうろつくのも止やめる。


　自分が傷つきたくないあまりにはっきりした結論を出さずにいたが、これからは彼の気持ちこそを優先しよう。


　それ以外に、今の自分が彼のためにしてやれることはないだろうから……。


（……また追い返されるかもな）


　帰れ、と冷ややかに言われるのを覚かく悟ごして、もう一度画が廊ろう内に戻った。


　が、予想に反して冷ややかな声は聞こえてこず、北森の姿も見当たらない。


　奥にいるのかと歩きながら捜さがしたら、ロッカールームのドアが少し開いている。


　中を覗のぞくと、北森の姿が見えた。


「なんだ、まだ梱こん包ぽうしてなかったんじゃないか」


　壁かべに立てかけてある『雪景』を眺ながめていた北森に声をかけながら中に入る。


「まだいたのか」


　帰れと言われなかっただけマシかと、冷ややかな声に苦く笑しようする。


「まあな。──故郷の風景は懐なつかしいか？」


「まさか。あそこは嫌きらいだ」


（……嫌いか）


　出会ったばかりの頃、北森は否定的な言葉を一いつ切さい口にしなかった。


　嫌いと断言せずに、苦手だと言って否定的な感情をぼかすような少年だった。


　それを言うようになったのは、風間が感想ははっきりした言葉で表現したほうが良いと助言したせいだ。


　風間を尊敬して信しん頼らいしきっていた北森は、その言葉に素直に頷うなずいたが、今から思うとあれは助言というより洗脳に近い。


　純じゆん朴ぼくな少年が自分の望むように染まっていくのが、楽しくて仕方なかったのだ。


（ろくでなし扱あつかいされるのも当然か）


　さすがに胸が痛いが、それでも染まったのは表面だけ。


　風間がどう唆そそのかしても、あの頃の北森の絵に風間の影えい響きようが及およぶことはなかった。


「同じ風景を見たはずなのに……」


　独り言のように北森が呟つぶやく。


「おまえだったら、どう描えがく」


「夜を……。月が明るい夜。空は紫むらさきを帯びた藍あいのグラデーション。冷えて澄すんだ大気が月の光を地上に導いて、風で舞まった粉雪が虹にじ色いろに光る」


　ぼそぼそと、やはり呟くように北森は答えた。


　その風景も確かに風間の記き憶おくの中にある。


　北森が平筆で大胆に色を乗せていくのが目に浮うかぶようだ。


「……おまえらしいな」


　描いて俺に見せろよと気軽に言えないのが辛つらい。


　思わずため息をつくと、いきなり睨にらまれた。


「らしい？　なにが？」


「いや、夜を選ぶあたりが」


「しょうがないじゃないか。俺にはそっちのほうが魅み力りよく的に見えるんだから……。あんたと同じものを見たって、あんたのようには感じられない。どんなに教えてもらっても、俺には結局わからなかったんだから」


「え？　おい……」


「もう良い。あんたと話してると苛いら々いらする。とっとと帰れ」


　北森にビシッとドアを指さされ、睨みつけられた風間はすごすごとロッカールームから出た。


（──今の台詞せりふはなんなんだ？）


　まさか、北森は自分との美意識の差をずっと気にしていたのか？


　初対面のとき、憧れていると言ったあの言葉のままに、ずっと自分の絵を目標にして描き続けていたのか？


　確認してみないとわからないが、充じゆう分ぶんに有り得る話だ。


　あの頃の北森は、そりゃあ素直だったし、風間を半ば崇すう拝はいしていたのだから……。


（手を出す前は、俺を師し匠しようって呼んでたぐらいだしな）


　美大入学当初から、風間はずっと北森の面めん倒どうを見つづけていた。


　自分と同じものを見せ、自分の感想を聞かせ続け、描いた絵の批評もしていたのだ。


　月日が経たつごとに花開いていく北森の才能を最初は手放しで喜んでいたが、自分が伸び悩なやみはじめてからは、その奔ほん放ぽうなイマジネーションが正直羨うらやましかった。


　自分の枠わくにはまりきった絵とのあまりの違ちがいに、北森の絵を見て何度もため息をついたこともある。


　北森が、あのため息を自分に対する否定として受け止めていたとしたら……。


（こりゃ本当にろくでなしだ）


　なんの相談もせずに筆を折ってしまったが、それだって自分如ごときでは相談相手にもならなかったと北森が思ってしまった可能性がある。


　北森が自分を卑ひ下げし不安に思っていたのを拗すねていると勘かん違ちがいしていたとすれば、これはもう最悪だ。


　風間が距離を置いたつもりでも、北森のほうからすれば、おまえはもう用なしだと捨てられたも同然で……。


（ろくでなしで、しかも悪党だ）


　それなら会うたびに嫌いやな顔をされるのも納なつ得とくだ。


　自分を捨てた男に、意味もなく周囲をうろつかれて気分がいいはずがない。


　誤解だと、なにをどこからどうやって説明したらいいものか……。


　冷ひや汗あせを流して悩む風間の頭の上でチリリッ……とベルの音がする。


　いつの間にか自動ドアの外に立っていた。


（とりあえず、今日は帰って作戦を立てなおして……）


　と、エレベーターの前に向かいかけ、足を止める。


『君の欠点は諦あきらめが良すぎることだね』


　またしても沙々貴氏の言葉が脳のう裏りをよぎった。


（……もう少し、粘ねばるか）


　風間はザリザリする髪かみを撫なで上げながら、すぐ後ろにある非常階段に腰こしを下ろした。


　無意識のうちに煙草たばこを出して口にくわえたが、ここでは吸えないことを思い出し、悔くやし紛まぎれにフィルターを歯で嚙かむ。


　──もうじき十二時。


　仕事を終えた北森が、画廊を閉めてこの自動ドアから出てくる。


（話を聞いてもらうまでが大変だ）


　長い年月で熟成されたこの誤解を、どうやって解いたらいいものか……。


「……いっそ土下座でもするか」


　叱しかられるのを待つ子供のような気分で、風間は自動ドアを眺めていた。




不ふ都つ合ごうな純じゆん愛あい
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